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　　　プロローグ　戦い終わって／新たな始まり





　郡こおり武たけ人とは【天才】である。

　故ゆえにその判断に誤りはなく、いかな選せん択たくも絶対的な自信をもってしてその手にしてきたと思っている。……いや、思っていた。ほんの数分前までは。

「裏生徒会ー！」

「にゃ、にゃーん！」

　だが扉とびらを開けた瞬しゆん間かん、中に居た仲間が猫ねこ耳をつけた上メイド服を着て尚なお且かつ可愛かわいげなポーズをとり甘あまい声を出していたりなどしていたのを見た時は、さすがにタケトも思った。

（道を間ま違ちがえたかもしれない……）

　だが世の中というものは、後こう悔かいを嘲あざ笑わらうかのように刻々と進んでいくものだ。現実はいつも、非情である。

「動きが遅おそいぞ、上うえ原はらくん！」

「は、はい、会長さん！」

「……わんもあ」

　固まっているタケトをよそに、傾かたむきかけた長机を横にどけた場所に立っていた、天あま音ねミコ、上原佳か奈な、東とう央おう院いんマイの三人は、またぞろ手首と片足を軽く曲げた奇き妙みようなポーズで、声を合わせた。

「裏生徒会ー！」

『にゃーん！』

　タケトは考えた。彼かれは決して逃とう避ひをする男ではない。だからこそ冷静に場を捉とらえ、即そく座ざにこう決心したのだ。

（見なかったことにしよう……）

　そそくさと席につくと、彼は【カラマーゾフの兄弟】という題の本を開くのだった。

「お、タケトくん。おはよう！」

　だがすぐに見つかる。

「……おはようございます」

　ぺたぺたと寄ってきたミコに頭を下げたタケトは、もはや無かったことには出来ないと、仕方なくこう尋たずねる。

「会長、つかぬことをお伺うかがいしますが、その格好はなんですか？」

















「メイドさんだ！」

　誇ほこらしげに主張する小さな会長である。

「……僕ぼくの記き憶おくが正しければ、会長のお姿は、細部が違ちがうとは言えどヴィクトリア王朝時代に一いつ般ぱん流通していたメイドの服だと思われます。しかし、僕が知る限り、メイドは猫耳などつけていなかったと思うのですが」

「なにを言っているのだね、タケトくん！」

　信じられぬといった顔でミコは、スカートの裾すそを掴つかんでひらりと上げた。

「メイドと言えば猫耳！　猫耳と言えばメイド！　目玉焼きと言えば醤しよう油ゆであるのと同じくらい、これは定説だぞ！」

「ぼくは塩の方が好きです」

「……初めてタケトくんと袂たもとを分かってしまった」

　ショックを受けている彼かの女じよを余よ所そに、これでは話にならないと、タケトは視線を移した。

「上原さん、説明してもらえないか」

「あ、はい」

　二人のやりとりをにこにこしながら眺ながめていた佳奈は、慌あわてて寄ってきて口を開いた。

「あの、会長さんが【裏生徒会】の宣伝をしたいから、そのために目立つ格好とポーズ、決め台詞ぜりふを考えようって……」

「それでメイド服なのか」

「は、はい。あの、変ですか？」

　恥はずかしそうに頬ほほを赤らめ、彼女はもじもじとフリルスカートの前で手を合わせる。タケトはメガネのツルを押おし上あげて言った。

「似合うか似合わないかで言えば、似合ってはいるが、この場においては多分におかしいと思う」

「そ、そうですよね！　やっぱり！　か、会長さん、やっぱり変だって言われましたよ！」

「なにも変じゃない！　だってメイドさんだぞ！」

「……だからなんでしょう」

「タケトくんは分かってないなあ」

　言いながら、ミコはタケトの首に後ろからかじりつく。そのままぶら下がった状態で、彼女は続けた。

「いいか？　ここ千せん陣じん学園は途と方ほうもなく巨きよ大だいな規模をもっている。それ故、多くの生徒が在ざい籍せきし、その中には人には言えぬ悩なやみを抱かかえている者も多い」

「はい」

「それらを解決し、我わが【裏生徒会】の名を知らしめて、いずれ正規の【生徒会】を乗っ取る。それが私たちの活動目的だ」

「そうですね」

「だからメイドさんなのだよ」

「三段論法を嘗なめていらっしゃるのですか」

　全く何も繋つながってはいない。

「あいどる」

　一言だけぽつりと呟つぶやいたのは、ミコと同じくらい小さなメイド服に身を包つつんだ東央院マイだった。千陣学園の【情報屋】を営む彼女は、今日もその手にはノートパソコンをもっており、錆さびついたパイプ椅い子すに座すわってかたかたとキーボードを叩たたいている。

「アイドルがなんだ」

「かなはあいどる」

「……そうだな」

「Ｑ．Ｅ．Ｄ．」

「勝手に証明を終えるな」

　基本的には度を越こすマイペースな小女だ。そのまま素知らぬ顔で、作業を再開した。

「誰だれか僕にまともな説明をしてくれる人はいないのか……」

　ずきずきと痛む頭を揉もみながら、タケトはらちが明かないので自分で考えることにした。佳奈とマイの台詞を反はん芻すうし、口を開く。

「つまりこういうことですか。【裏生徒会】の宣伝をするために、以前の騒そう動どうで千陣学園のアイドルになった上原さんの力を借りればその効果は絶大であると。加えてどうしてなのかは理解出来ませんが、その猫耳メイドとやらの衣装をすれば更さらに力がアップすると」

「す、すごい！」

　思わず拍はく手しゆしたのは、佳奈だった。

「よく分かりましたね！　あの、わたしが説明しようと思ったんですが……」

「うむ、さすがタケトくんだな。私が契ちぎりを交かわした男だけのことはある」

「それだと僕と会長は恋れん愛あい関係を結んでいることになりますが」

「そうじゃ……なかったの……？」

「潤うるんだ瞳ひとみで見つめないで下さい」

　ため息をついたタケトに、佳奈が躊躇ためらいがちに言う。

「あの……それで、会長さんがこの格好を……な、なんだか照れくさいんですけど」

「まあ、確かに会長のお考えはある種正しいとは思いますが」

「そうだろう！　だから上原くんには様々なコスプレをしてもらおうかと思っているんだ。猫耳メイドから始まって、バニー、ブルマー体操服、スク水、魔ま法ほう少女に軍服姿……」

「ええ!?　わたし、そんなには聞いていないんですが!?」

「え、きちんと言ったぞ!?」

「い、いつですか？」

「今」

「会長さんー！」

　泣きそうになっている佳奈に、「ふふふ……さあ、着るのだ上原くん。【裏生徒会】の未来のために！　さあ、さあ、さあ！」とじりじり迫せまるミコ。

「ふぇぇ、マイちゃーん！」

　慌てて駆かけ寄よった佳奈に、パソコンをいじっていたマイは顔を上げて言った。

「みこ、無む理り強じいはいけない」

「むう……」

「一日一着ずつ、さいしょは、ブルマー体操服から」

「ひぇぇ、味方がいないー！」

　四し面めん楚そ歌かの彼女に、タケトはやれやれと立ち上がって、ミコの肩かた下に両手を差し入れた。

「その辺りにしといて下さい」

　そのまま、幼い子供を抱だくように持ち上げる。

「なんだよー！」

「せっかく増えた仲間を自ら減らすような真ま似ねをしないで下さい」

　タケトの注意に、ミコは「ちぇー」と残念そうな顔で、それでもしばらくすると、「わかったよぅ」と承しよう諾だくした。

「あ、ありがとうございます、タケトさん……」

「いや、会長をサポートするのが僕の役目だからな」

「鹿しかとまちがえてうちころされろ」

「世にも恐おそろしい言こと霊だまを投げるな」

　元々、佳奈の歌をきっかけにファンとなり、彼女目当てに【裏生徒会】へ入ったマイだ。その表情はぼんやりとしているが、台詞には怨おん念ねんらしきものが籠こもっているように思えた。

「今度、たけとのぱそこんに入り込んでプライベートをばくろしてやる……」

「そういうことは心の中で言うようにな」

　だが、ありえなくもない話だとタケトはポケットから取り出したキャラメルを投げた。マイは受け取ると箱を破り、中身を一個口に入れる。それだけでもう機き嫌げんを直したのか、もぐもぐと噛かみながらパソコンに視線を落とした。

「それにしても会長、何かあったのですか。宣伝など今までやってこなかったはずですが」

「ふむ、そうなのだが」

　抱き上げたタケトの腕うでを掴みながらよじ登り、ミコは顔の辺りまでくるとくるりと後ろへ回った。そのまま肩の上に乗る。ここと、後は【裏生徒会本部】にあるうず高い椅子の塔とうが彼女の定位置だった。

「前回の【タケトくん大だい活かつ躍やく事件】のおかげで、晴れて【裏生徒会】のメンバーも増えたのでな。ここらでもう少し、同志を増やしてみようかと思ったのだ」

「なんですかその、幼児向け番組のサブタイトルみたいな名前は」

「【タケトくんカッコよかったね事件】でも構わんが」

「幼児に向けたというより、幼児そのものに与あたえる賞みたいな名前ですね」

　さながら、【がんばったで賞】のような。

「戦力強化をしたいんだそうです」

　ポットに入ったお湯を急きゆう須すに注ぎ、しばらく待ってから湯呑に入れる。そうして出来た緑茶を配りながら、佳奈が言った。ちなみに使ったお茶葉は、彼女の持参である。それまで【裏生徒会】で使っていたのは出がらしの中の出がらし、言うなれば出がらし界の永遠なるチャンピオンであるような、つまるところ薄うすくてほとんど水のような通つう称しよう【クリア・グリーンティー】だった。それから考えると、遙はるかに進化したと言えよう。

「戦力強化、ですか」

「うむ。上原くんやマイは確かに我が【裏生徒会】の優ゆう秀しゆうなメンバーであるが、いかんせん戦せん闘とう能力という点では少々厳しいと言わざるを得ない」

「少々というか、マイちゃんもわたしも、喧けん嘩かとかそういうのは……ちょっと無理かもしれません」

「まあ、そうだろうな」

　佳奈はもちろん、マイも実際には見たことはないが、どう考えても腕わん力りよくに優すぐれているとは思えない。この姿で隠かくされた実力があるとすれば別だが。

「もちろん、わたしも腕っぷしの方は左さ程ほどでもない。仮に人間の戦闘能力を計る装置があるとすれば、恐らく五くらいだろうと言える」

「その数値はどこから出てきたんですか」

「しかし敵はあの【生徒会】だ」

　答えるつもりはないようだった。彼女はそのまま続ける。

「彼らが擁ようしている部下の数は恐らく、数万以上。彼らが今後、いかなる方法でこちらの活動を妨ぼう害がいしてくるか分からん。その中には、恐らく力ずくという手もあるだろう」

　生徒数十万人以上という巨大学園を一手に治める【生徒会】──。彼らは完全無欠の存在である【会長】の指示で動く、非常に統制のとれた組織だ。それ故に物事を解決するべくとる手段も並ではない。前回はどうにかこちらが勝利する形で終わったが、次もそうなるとは限らない。いや、【天才】である自分がいるのだ。負けはしない。そうはしないが……少々面めん倒どうなことにはなりそうだった。

（あいつは、また邪じや魔まをしに来るだろうか……）

　タケトは、【生徒会】に所属している幼おさな馴な染じみの姿を思おもい浮うかべる。

　途と端たんに、ミコから頬をつねられた。

「……ふぁんでふか（なんですか）」

「室むろ伏ふし朱あか音ねのことを考えていたな？」

「ふぉくふぁかりふぁふぃたね（よく分かりましたね）」

「私はなんでもお見通しなのだよ」

　そう言いながら、どこか不ふ機き嫌げんそうなミコである。怪け訝げんな顔をするが説明はしてくれず、手を放すと彼女は言った。

「ともあれ、そんな場合、こちらも実力行使に出なければならないことがあるかもしれん。暴力に暴力で対たい抗こうするのは悲しいことだが、それでもやらねばならない時が来れば、そうすべきと私は考える」

「仰おつしやる通りだと思います」

「それでも、やはり戦力と言えるのがタケトくん一人というのは少し考え物だ。せめて後もう一人、なんでもいいが格かく闘とう能力のある人材が欲ほしいところなのだ」

「なるほど。よく分かりました」

　それで宣伝をして人を集め、人を探そうということなのだろう。

「しかし会長、先ほど仰られた手段では少々まどろっこしいと言いますか。時間がかかり過ぎるのではありませんか？　それで人が集まるとは、必ずしも言えませんし」

　それでなくても、この【裏生徒会】は【生徒会】から目をつけられているし、先の佳奈のことでそれに拍はく車しやがかかっている。この千陣学園は事実上、【生徒会】によって支配されているも同然であり、その中で自分たちのような危険な集団に参加しようとする生徒は、たとえ宣伝をしたところでどこにもいないのではないだろうか。

「うむ、だろうと思った」

「ええ!?　会長さん!?」

　羞しゆう恥ち心しんを我が慢まんしてミコに従おうとした佳奈は、かなりのショックを受けた顔で叫さけんだ。

「ど、どういうことですか？　わたし、その、一応、役に立とうと頑がん張ばったんですが……」

「そのことは非常に感謝している。無論、上原くんの行動が無む駄だだとは思わない。しかし」

「しかし？」

「端たん的てきに言えば、私が単にキミの猫耳メイド姿を見たかったというほうが大きいのだ！　すまない！」

「しょ、正直！　いや、会長さん、あのー！」

「……許してやってくれ、上原さん。会長は恐らく、同志が増えてはしゃいでみたかったのだ」

「はっはっは。タケトくんにはなんでもお見通しだな」

「うう……いえ、いいんですけど……」

　項うな垂だれる猫耳メイド姿の、学園アイドル。改めて見ると、すごい光景である。そんな彼女を、マイがポッキーをあげて慰なぐさめていた。

「上原くんには私から改めて謝罪の意を込め、後でオレンジジュースを奢おごろう。ごめん」

「……ありがとうございます。でも、本当にいいんですよ。わたし、タケトさんと会長さんには、御ご恩おんを返したかったんですから」

　ポッキーを齧かじって、佳奈ははにかんだ。

「なんでも言って下さいね。わたし、頑張りますから」

「では明日、撮さつ影えい会かいをやろうか。チケットはもう完売している」

「かか、会長さん!?」

「せいりばんごう、ぜろぜろいちばん」

「まま、マイちゃん!?」

「会長、話が進みませんが」

「うむ、すまない」

　タケトから降りると、実に楽しそうな顔でミコが言った。

「というわけで、宣伝はまあ、行うが、他の方法でも人材確保に努めようと思ってな」

「ふむ。ということは、既すでに何人か当たりはつけているのですか？」

「さすがタケトくん。その通りだ」

　机によじのぼると腰こしかけて、彼女は指を振ふる。

「マイに頼たのんで、この学園で格闘能力に優れる者を複数名、ピックアップしてもらった。その中で私は、これだと思う人物を一人選んだのだ」

「どなたなんですか？」

　佳奈の質問に、ミコは頷うなずいて答えた。

「タケトくん、キミは──【隠き塚づか宗そう吉きち】という生徒を知っているかね？」

「……？　いえ、寡か聞ぶんながら、存じ上げておりませ」

　がたん！　と音が鳴る。

　タケトは驚おどろいて言葉を途と切ぎれさせ、何事かと目をしばたたいた。

　佳奈が椅子から滑すべり落おちて、愕がく然ぜんとした顔をしている。

「？　上原さん、どうした？」

「あ、す、すみません。あの……」

　埃ほこりを払はらいながら立ち上がり、恐る恐ると言った感じで、尋ねる。

「隠塚さんって……もしかして、【鬼おにの宗吉】って呼ばれている方ではないですか……？」

「なんだ、知っていたのか」

　ミコがあっさりそう返すと、佳奈は「えーっ！」と口に手を当てた。

「か、会長さん、本気ですか!?」

「本気と書いてマジだが」

「上原さん、知り合いなのか？」

　首を傾かしげたタケトに、彼女は頬を掻かきながら、

「い、いえ、知り合いというわけではないんですが……その。わたしも、花か梨りんちゃんや千せん李りちゃんから聞いただけなので」

　花梨、千李というのは佳奈の友人の名だ。声楽科に所属する彼女が以前、精神的な問題で声が出なくなったのを解決した時、二人には世話になった。

「ふむ。僕はまだ一か月ほど前にこの学園に編入してきたばかりだからな。あまり事情には詳くわしくないのだが、有名人なのか？」

「はあ……えと、まあ。そのようです」

「隠塚宗吉は、剣けん道どう部ぶ」

　ぽつりと、マイが喋しやべった。パソコンのキーボードを打だ鍵けんしながら、いつものように【仕事モード】で流りゆう暢ちように難しい言葉を交えて話し始める。

「中等部から千陣学園に所属。入学前にも多くの大会で優勝している。その外見の迫はく力りよくと、仕合時における圧あつ倒とう的てきなまでの強さから【鬼の宗吉】とあだ名がついたと思われる」

「なるほど。中々に優秀な人間のようだ」

　タケトが言うと、ミコが頷いた。

「うむ、その実力は確かのようだな。他にも色々と居るには居るが、今のところ彼かれからスカウトしてみるのが一番いいと思う」

「でで、でも、花梨ちゃんや千李ちゃんは、その人ってすごく暴力的で、すぐに襲おそい掛かかってくるっていう噂うわさがあるって……！　もう何人も、被ひ害がいに遭あっているそうなんです！」

「はっはっは。やんちゃ坊ぼう主ずだな」

「そんな近所の子どもをあしらうように!?」

「会長の器うつわを示すお言葉だな」

　口角を上げながら、タケトは言う。

「まあ、所しよ詮せんは噂だろう。会ってから判断しても遅おそくはないと思うが」

「それは……そうですが」

「大だい丈じよう夫ぶだ。もし何かあっても、上原くんは守るぞ」

「その通りだ」

「タケトくんがな！」

「半ば予想していましたが、実際に耳にすると聞きき逃のがせない台詞ですね」

　ため息をつきながら、それでも自分以外に彼かの女じよたちを守れる人間はいないだろうな、と思った。こればかりは仕方がないことだ。

「まあ、私も出来うる限りの努力はしよう。どちらにしろ、上原くんは何も心配しなくていい」

「……そうですね。それに、噂だけで人を判断するのはいけないことです。分かりました。わたしも行きます」

「……かながいくなら、ワタシもいく」

　モバイルパソコンを持ち、マイが立ち上がった。

「うむ。では全員一いつ致ちということで、まずは隠塚宗吉を探すところから始めようか！」

「……知らないんですか？」

　佳奈の質問に、ミコはきっぱりとこう答えた。

「知らないな！」

「とても爽さわやかなお答えです、会長」

　しかしタケトはもう、慣れたものだ。即そく座ざにこう助言した。

「では、まず剣道部に行ってみましょう。恐らくはそこにいる可能性が高い」

「なるほど、その通りだ！　よし、それでは行くぞ！」

　ミコは、そう言ってタケトに指示を出す。

「……またですか？」

「まただ！」

　やれやれと思いながら、それでもタケトは、それに従い前ぜん傾けいする。「とぅっ！」という掛け声ごえとともに、背中にずしりとした重みが伸のし掛かった。そのまま彼女は、肩の上までよじ登ってくる。

「よし、それでは──【裏生徒会本部】、出動！」

　いつものように肩かた車ぐるまをしてもらったミコは、嬉うれしそうにそう叫んだ。

「……大変ですね」

「まぁ、もうどうこう言う気はなくなった」

　苦く笑しようして、タケトは歩き始める。そんな自分の裾すそを、くいくいと引く者がいる。振り向むくと、マイだった。

「どうした、マイ」

「おかしください」

　またか、と思った。彼女の口くち癖ぐせのようなものだ。マイは、情報を提供する代わりになんらかの菓か子しを要求するのである。

「……あまり食べるなよ。糖とう尿によう病びようになるぞ」

　ポケットから、彼女用のラムネを取り出して手て渡わたした。それを受け取りながら、マイはぼそりと呟つぶやく。

「たけと、ちょっと気になることがある」

「……？　なんだ」

「隠塚宗吉は、そんなに期待しないほうがいいかもしれない」

　どういう意味だ、と尋たずねようとしたが、彼女はそのまま先に歩いていってしまった。

「おい！」

　と思わず声をかけると、マイは足を止めて、タケトにだけ聞こえるように答える。

「……情報が、まちがっていたなら、それでいい」

　意味深な言葉の真意を、それ以上言うことはなく、彼女はそのまま外に出た。

「……なんだというんだ」

　疑問を感じながらも、タケトは、さっきから思っていたことを口にする。

「ところで三人とも……その格好のまま行くのか？」

『…………』

　三人の中で即座に佳奈が踵きびすを返したのは、当然の成り行きであった。



　静かな部屋にはクラシック曲が流れている。全すべてが活動を始める朝に相応ふさわしい、落ち着いた柔やわらかなメロディだった。

「会長、お茶をどうぞ」

　微笑ほほえみと共にティーカップを差し出したのは、千陣学園における中心的存在──【生徒会】の副会長、千ち早はや静せい香かである。

　それを受け取り、氷ひ室むろ当とう世せいはカップに口を添そえる。学園、そして【生徒会】における最高指導者、生徒会長その人だ。

「ハーブティーか。中々に良い香かおりだ」

「脳を活性化させるよう、葉を選別しブレンド致いたしました」

「なるほど。さすが静香、抜ぬかりはないな」

「……勿もつ体たいないお言葉です」

　表面上では冷静を保っているものの、その頬ほほにはわずかな朱しゆが見えた。氷室はカップを置いて、机き上じように置かれた書類を眺ながめる。

「特に目立ったトラブルはないようだな」

「ええ。ここ一か月は、これまでと同じく平和そのものです」

　頷いて、彼はページをめくった。学園における様々な事じ項こうの許可を求める文面をざっと見て、判子を手に取る。それを見るや否いなや、静香が朱しゆ肉にくをとって差し出した。特にそちらに視線をやることもなく、当然であるかのように赤をつけて書類に押おした。

「ところで、【彼ら】の動向は？」

　その発言と同時に、音もなく降り立つ影かげがある。小こ柄がらな体に無へ徹てつした表情、生徒会の【書記】である伊い佐さ奈な神楽かぐらだった。彼女から渡わたされた書類を氷室が手にとると、その姿は煙けむりのごとく消え去る。

「……なるほど。大人しくはしているようだな」

　文面を読んだ氷室が言うのに、静香は頷いた。

「ええ。言ってはなんですが、こちらが拍ひよう子し抜ぬけするほどにその鳴りを潜ひそめているようです。ここ一か月の行動を神楽に探さぐらせましたが、人助けやボランティア、雑務処理など、色々と動いてはいるようですが目立ったものは見当たりません」

「ふむ」

「前回のように大事を仕出かすつもりは、彼らにはないということでしょうか？」

「……さて、どうだろうな」

　手を組み報告書を眺めながら、氷室は言った。

「あれだけのことをしておいて、次がないということは考えられまい。そろそろ、何かあるとは思うが」

「天音ミコのみならばいざ知らず、あの男……郡武人という人間を味方につけた以上は、今までのように小規模な活動を続けるつもりはない、ということですか」

「恐おそらくは、な」

「……厄やつ介かいと言えば、そうですね」

　小さく吐と息いきして、静香はティーカップを置いていた盆ぼんを抱かかえた。

「しかし……あの郡武人ですが」

「どうかしたかね？」

「いえ、彼自身【天才】と名乗っていたようですが、本当にそうなのでしょうか？」

　視線を傾かたむけて、氷室は目で説明を問うた。彼女は頷く。

「確かに頭脳や判断力はありますし、咄とつ嗟さの機転も利きくとは思います。いえ、だからこそ解げせないのです。前回のライブ騒そう動どうは、私達たちが妨害をしていたからこそ結果的に上原佳奈はその不安定な精神状態から脱だつすることが出来ました。しかし、もしそうでなかったら？」

　小首を傾げて、伺うかがいを立てるように、

「もし仮面のままで歌ったとしても、果たして根本的な解決にはならなかったのではないでしょうか。少々作戦が杜ず撰さんであると言いますか、よく考えてみれば【天才】と自じ称しようするにはやや詰つめが甘あまいように思えるのです。……もちろん、あそこまでのことを成なし遂とげたのは評価すべきだとは思いますが」

　片口を上げて、そんな彼女に氷室は言った。

「さて……それはどうだろうな。君は少し、不思議に思わなかったかね？」

「……と、言いますと？」

「朱音が現れてからの流れが、どうも綺き麗れいに過ぎるのだよ。多少、運があったとして、それでもやはりあまりに彼らに都合良過ぎる。まるで……」

　能面ながら、どこか面おも白しろがるような口調で。

「……まるで、最初から全て彼の予想通りであったかのように」

　静香は目をしばたたかせて、信じられぬというような顔で口を開いた。

「会長。ではまさか、郡武人は初めから上原佳奈に仮面を取らせるつもりだったと……？」

「考え過ぎかもしれない。全ては仮定の話だ。しかし……もし、郡武人が初めから、上原佳奈が仮面をとることで自分自身として歌うという状じよう況きようを望み、そうなるよう我々をも巻き込んで事を成そうとしていたら」

「……考えられない話ではないですが」

「考えられない話ではない。……それだけでも十分に、彼は興味深い人間だと言える」

　ティーカップを手にとって、その香りを楽しむ。

「静香、気を付けることだ。時期的に言えば、そろそろだろう」

「何か、彼らが仕し掛かけてくると？」

「最初からそう大規模なことはしまい。だが……これから少しずつ、彼らは削そぎ取とろうとするはずだ。我々の、力をな」

「そうはさせません」

　制服の裾から見える柄えに手をやって、静香はきっぱりと言った。

「この学園を統治するのは氷室会長ただお一人です。それらをサポートするのが私達【生徒会】の役目。彼らのような輩やからには決して屈くつしは致しません」

「心強い言葉だ。頼もしいな」

　微笑みを浮かべた氷室に、彼女ははっとしたような表情を見せ、即座に顔を背そむけた。

「……？　どうした」

「い、いえ」

　しばらくしてから前を向いた静香の顔は、いつも通りだった。だが、どこか不自然にも見える。そう、何か爆ばく発はつしそうな感情を抑おさえ込むように。

「……今の言葉、寝ねる前に三度、唱えるように致します」

「なにか言ったか？」

　いえ、と首を振り、そこで思い出したように静香は言った。

「……申し訳ありません、会長。私はそろそろ、定例会議に出なければなりませんので」

「ああ、そうだったな。……時に、後こう輩はい達たちは元気か？」

「はい。二人とも、こちらが思う以上に育ってくれています」

「それは何よりだ。二人とも、この学園にとって有益な存在となるはずだからな」

「ええ。厳しく指導致します」

「宜よろしく頼む」

　そこで深々と頭を下げ、静香は「それでは、失礼致します」と足音もなく歩き始めた。やがて扉とびらを開けると、出ていく。

「……【天才】か」

　それを見送った後に、氷室は独り呟いた。

「現実を知って尚なお、そう言える心を持ち続けて居いられるのなら……郡武人、君は本物なのだがな」










　　　第一章　武道の心得／敗北の剣士





　千せん陣じん学園の剣道部と言えば、世界にもその名を知られる選手を何人も輩はい出しゆつしていることで、他に漏もれず有名だ。それ故ゆえ敷しき地ち内ないにも巨きよ大だいな道場を構えており、一流の指導者の下、日々鍛たん錬れんに勤いそしんでいる。

　しかしタケトたちが辿たどり着ついたその施し設せつからは、稽けい古こでの掛け声や激しく竹刀しないで打ち合う音などは一いつ切さい聞こえてこなかった。

　それどころか、巨大な観音開きの扉は閉まっており、中に人がいる気配もない。

「……休みでしょうか？」

　中を確かめようとしていた佳か奈なは、無理だったらしく振り返かえってそう尋ねる。

「どうもそのようだな」タケトが答え、腕うでを組んだ。

「ふむ、妙みようだな。千陣学園では決められた日以外の休みは、基本的にないはずなのだが」

　彼の頭の上で、同じようなポーズをとったミコが解せぬといった風に言った。

「すまない、誰だれかいないか！」

　扉を叩たたくも返答はない。耳をつけて聞いてみるが、やはりというか物音一つしなかった。

「……ふむ、これは少々、当てが外れたようだな」

「どうしますか？　一いつ旦たん、帰って出直すという手もありますが」

「そうだな」

　ミコは、唸うなりながら首を傾げる。そして口を開いた。

「よし、強行突とつ破ぱだ」

「もう一度言いますが、一旦帰って出直すという手もあります」

「上うえ原はらくん、巨大な丸太を用意だ！」

「あ、はい！」

「上原さん、はいじゃない！」

　この子は時々、わざとなのか天然なのか分からなくなる時がある。ため息をつきながらタケトは言った。

「……とりあえず、本部に帰き還かんしませんか？」

「ふむ。しょうがない、日を改めることにしよう。他の依い頼らいも溜たまっていることだし」

「おかしの時間もあることだし」

「マイちゃんはさっきチョコを食べていたでしょう……」

「あんしんして。次はぱい」

「だからなに!?」

　お菓子を取り出そうとしたマイは、ぱんぱんに詰まった鞄かばんを佳奈に取り上げられ、「かえしてー」と飛とび跳はねる。その光景を生温かく見守っていたタケトとミコに、声がかかった。

「道場になにか御ご用ようですか？」

　そちらの方に視線をやって──タケトは、目を見開く。

　物事には、時に余計な装そう飾しよくを加えて飾かざり立たてるより、あえてシンプルに装よそおった方がよりよく際きわ立だつことがある。シンプル・イズ・ベストという言葉がある程ほどだ。過か剰じような語句は、その物が放つ真なる像を逆に霞かすませてしまう。

　だからタケトは、目の前に居た人物を端たん的てきに評した。

　美少年だ。間ま違ちがうことなき、美しき少年だった。

　彼は鴉からす羽ばにも似た色の短い髪かみをタオルで拭ふきながら、自分たちに問いかける。

「今日、道場は休みですよ」

「……あなたは？」

　言いながら、タケトは美少年を観察した。外見と、その変声期を迎むかえていない声こわ音ねから考えるに、恐らくは中等部の生徒だろう。道どう着ぎ姿でいるところを見ると、竹刀こそ持ってはいないが剣道部員なのかもしれない。

















「ああ、大変失礼致しました」

　そう言って、美少年は深々と頭を下げる。

「ボクは、御み納のう葵あおいと申します。千陣学園の中等部・一年・武道科・剣道部に所属しております」

「……これは丁てい寧ねいに」

　タケトが頭を下げようとすると、ミコが器用に飛び降りて、同じように礼をした。

「僕ぼくは郡こおり武たけ人と。高等部・一年・普ふ通つう科かに所属している」

「私は天あま音ねミコ。同じく高等部の一年だ」

　慌あわてて佳奈も駆かけ寄よってきて、挨あい拶さつをする。マイはその隙すきに、取り戻もどした鞄をがさがさと探っていた。抜け目めがない。

「皆みなさん、ボクの先せん輩ぱいですね。宜しくお願い致します。……ところで、道場に何か御用でしょうか？」

「今日は休みと聞いたが、何かあったのか？」

　ミコの質問に、彼は頷うなずく。

「ええ、部長に少し用事がありまして。週に一、二度はこうして休みになるんです」

「あなたは道場にいたようだが？」

　タケトがそう訊きくと、葵はああ、と微笑んだ。

「自主的に鍛錬をしていたのですよ。一日でも欠かすと体が鈍なまりますからね」

「なるほど、素す晴ばらしい心がけだな。武道を志す者としては理想的だ！」

　褒ほめ称たたえるミコの言葉に、彼は苦笑した。

「いえ、単純に剣けん道どう以外、やることがないだけですよ。要するに、暇ひま人じんなのです」

「それでも称しよう賛さんに価することだ。なあ、タケトくん？」

「ええ、そうですね。人が休んでいる時こそ、自己を高めるいいチャンスですから」

「ありがとうございます」

　はにかんだ葵は、ところで、と首を傾かしげる。

「皆さん、何か剣けん道どう部ぶに御用ですか？　何方どなたかとお会いになろうと思ったとか？」

「ふむ、鋭するどいな。その通りだ」

　ミコが頷くと、彼は、

「なるほど。ボクで宜しければ、伝言を承うけたまわりますが。ひょっとしてオウカ先輩でしょうか？」

「オウカ先輩……？」

　佳奈は、きょとんとした顔で目をしばたたかせる。タケトにも思い当たる節はない。

「あ、違ちがいますか。では、どなたの？」

「キミは、隠き塚づか宗そう吉きちという男を知っているか？」

　その時。

「……隠塚宗吉？」

　それまで穏おだやかであった葵の表情が、不意に陰かげった。まるで不ふ愉ゆ快かいな言葉を耳にしたかとでも言うように、顔をしかめる。

「彼に何か御用ですか？」

「……いや、少し話があるだけなのだが。不ま味ずかっただろうか？」

「いえ、そういうわけではありませんが。ただ、少々聞きたくない名前だったもので」

　露ろ骨こつに不快さを露あらわにしたままで、葵は言う。

「あんな男に何の御用か分かりませんが、隠塚先せん輩ぱいならいつも、高等部の第三校舎裏で稽古をしていますよ」

「……そうか。ありがとう」

　先ほどとはまるで違う態度に不可解さを感じているようだったが、ミコはそれ以上尋ねずにその場で跳ちよう躍やくした。虫のようにタケトへ張り付いて、少しずつ登っていく。

「……何をされているのですか？」

「気にするな」

　タケトは言って、ミコが肩かたへ上がるのを手伝いながら尋ねた。

「随ずい分ぶん、隠塚宗吉を嫌きらっているんだな」

「……いえ、別に」

　嘆たん息そくして、視線を逸そらす。

「ただ、ボクは何よりも【敗者】が嫌いだと……それだけのことです」

　その言葉には、これ以上のことを語るつもりがないように思えた。それは、誰かに向けた彼かれなりの最後の優やさしさのように思えて。

「……そうか。理解した」

　タケトは、それ以上に突っ込んだことは訊けなかった。



　最初それは、なんの異音であるか分からなかった。

　巨大な何かが大気を砕くだくかのような、奇き妙みような風鳴りが聞こえてくる。

　だがやがて近づくと、その正体を知ることになった。

　千陣学園高等部第三校舎裏。木々の生おい茂しげる庭で、一人、剣けんを振ふるう生徒がいる。

　硬こう質しつな髪は左右の一部だけが二つ寝ね癖ぐせのように伸のび、まるで鬼おにの角のように見えた。

　粗そ野やな顔に吊つり上あがった目、頬に一筋の傷、そして道着の上からも分かるよく鍛きたえ上げられた体と、中々に迫はく力りよくのある外見をしている。

　彼が木刀を振る度に、轟ごう、と空気が震ふるえた。それもそのはず、通常の二倍はあろうかという太い造りで、おまけにその先には輪状の重りが二つついている。普ふ通つうの人間なら持つだけでも相当の苦労をしそうな代しろ物ものだった。

「あれが隠塚宗吉でしょうか」

「どうやらそのようだな。中々に努力家のようだ」

　タケトの頭の上で、ミコが感心したように言った。腕の振りを鍛えるためだとしても、かなり並はずれている。

「な、なんか怖こわそうな人ですよ。大だい丈じよう夫ぶでしょうか……」

「じょうほうによると」

　ぽつりとマイが呟く。

「五十人くらいころしている」

「ひ、ひいい！」

「マイ、嘘うそをつくな」

　ミコの指し摘てきに彼かの女じよは素知らぬ顔で飴あめを取り出した。

「お前、情報屋が虚きよ偽ぎの情報を流すとは、品性を疑うぞ……」

　タケトが半眼で睨にらむも、マイは口をもごもごとさせながら、

「じょうほうは正しいものも間違っているものも含ふくめて、じょうほう。ワタシの役目はそれを望むものにつたえること」

「上原さんがその情報を望んでいたとは思えないが」

「……かなの場合は、ワタシのしゅみ」

「マイがＳっ娘こだったとはな……」

「会長、もっと突っ込むところがあるかと思います」悲ひ惨さん過ぎてあえて口には出さないが。

「マイちゃん、ひどい……」

　えぐえぐと泣きそうになっている佳奈を、マイは頭を撫なでて慰なぐさめていたが、元げん凶きようがどこにあるか分かっているのだろうか。

「とりあえず、練習中のようですがどうされますか？　会長」

「待つというのも手だが、致し方かたあるまい。うぃーんがしゃ」

「？　うぃーんがしゃ？」

「今、タケトくんリモコンを前に歩かせるよう操作した」

「僕はついに会長専用のロボットになってしまったわけですね……」

「うぃーんがしゃ！　うぃーんがしゃ！」

　聞いてくれるまでやめるつもりはないらしい。タケトは仕方なく歩き始めた。

　そこでなんと声をかけようかと、一いつ瞬しゆん迷う。

「キミ！　そこのイキでいなせな剣道少年！」

　逡しゆん巡じゆんする必要もなかった。ミコが大声で呼びかける。

「少し時間はあるか！　キミにとっても決して損はしない情報なので、まずは話だけでもどうだろうか！」

「会長、まるでマルチ商法です」

「大だい丈じよう夫ぶ、ねずみ講だ」

「会長さん、それ、一いつ緒しよです……」

　しかし少年は素す振ぶりを続けていた。集中していて聞こえないのか、それとも、初めから聞く気がないのか。

「ふむぅ。困ったな。人見知りをする少年なのだろうか」

「みこの魅み力りよくにまいったのでは？」

「え……そ、それは困ったな。お友達からでどうだろう」

「意外に乗り気ですね!?」

　慄おののくタケトは、ふと、漏れた言葉を聞く。

「……何の用だ」

　少年だった。木刀を頭上に掲かかげ、一気に振り下おろしながら低い声で言う。

「見ての通り稽古中だ。用事があるなら後にしろ」

「少しだけでいいのだが、話を聞いてもらえないか？」

「帰れ」

　にべもない。タケトはやれやれこれは骨が折れそうだと、眼鏡のツルを押し上げた。

「あなたが隠塚宗吉か？」

「…………」

「違うのか。ならばなんという名前だ」

「田た中なか太た郎ろうではないのか？」

「普通過ぎてレアになっている名前ですね。僕は道どう明みよう寺じ三さぶ郎ろう太たを押しますが」

「武士みたいなお名前ですね……」

「いぬのうんこという名前はいかが？」

「いかがじゃねーよ！」

　がすっ、という音を共に切っ先が地面に埋うずまる。少年は、こちらをぎらりと睨んだ。

「さっきから喧けん嘩か売ってんのか！　どこの親が息子むすこにうんこってつけんだよ！」

「うんこに昔、命を救われたとか、そういう事情があるかもしれないではないか！　うんこを馬ば鹿かにしないでもらいたい！」

「会長、あまりうんこと連発しないで下さい。小学生ではないんですから」

「しょうがくせいでもうんことか言わない」

　マイは侮あなどらないでくれ、と言いたげな顔で注意した。

「しかしうんこは食物が胃できちんと消化されたというその証明であってだな、結果的に汚お物ぶつとなっていてもその過程は評価されるべきであり……」

「ですが会長、この場合イメージとしての問題ではないでしょうか。仮に役に立っていると言っても田中エアバッグと名付けられると結構なダメージがあるのと同じように……」

「しかしタケトくん、うんこはだなぁ」

「うるせえなお前ら！　どんだけうんこで引っ張んだよ！　もういいよ！　オレが悪かったよ！　隠塚宗吉だよ！」

　よし、勝った。タケトはわずかに口角を上げた。この手のタイプは真正面からいくよりも、じわじわと回り込んだ方がやりやすい。

「そうか、ありがとう。隠塚くんか。私は天音ミコ、キミと同じ高等部の一年だ」

　ミコを皮切りに、銘めい々めい、全員が自己紹しよう介かいを済ます。もう稽古を続ける気力をなくしたのか、宗吉は木刀を腰こし元もとに携たずさえながら不ふ機き嫌げんそうに言った。

「で、なんか用かよ」

「隠塚君、キミは【生徒会】に興味はないかね？」

「ねえよ。帰れチビ」

　珍めずらしくミコがショックを受けた顔になった。どうやら禁止ワードだったらしい。肩の上から降りて、タケトの背中にコアラよろしくしがみつく。

「か、会長さんにチビって言わないでください。いいじゃないですか、可愛かわいいんですから！」

「あぁ!?」

「うひゃぁ！」

　威い勢せいよく飛び出だしたものの、佳奈は宗吉の一いつ喝かつでタケトの後ろに隠かくれた。怯おびえながらもかばわずにはいられなかったのだろう。その行こう為いへタケトは素す直なおな称賛を示し、彼女を守るように前へ出た。

「ぶしつけですまなかったな。代わりに説明しよう。僕たちは【裏生徒会】と言って、現状の【生徒会】の在り方に異議を唱える者の集まりだ。今は生徒達たちの悩なやみを受け付け、それを解決することを目的として動いている」

「……裏生徒会って、ああ、あれか。前にライブとかやったっつー奴やつらか」

「知っていてくれたか」

「あんだけ派手にやりゃ嫌いやでも耳に入るだろ。で、そいつらが何の用だ？」

「率そつ直ちよくに言おう。あなたをスカウトに来た」

「……オレを？」

「ああ。【裏生徒会】のメンバーになって欲ほしい。僕ぼく達たちにはあなたのように、強力な同志が必要なんだ」

「今ならとてもカッコいいバッチがついてくるぞ！」

　ショックから立ち直ったのか、タケトの背中からひょっこりと顔を出してミコが言った。そしてタケトの肩かた越ごしに何かを投げる。

　受け止めた宗吉は、それをちらりと見た。【裏生徒会】のメンバーは誰でも知っている、彼女お手製の【ＵＳ】と書かれた（とてもカッコ悪い）バッチだ。

「なんだこりゃ」

「【裏生徒会】に入ると、それが貰もらえるのだ。どうだ、欲しくなっただろう！」

「いらん」

　即そく座ざに宗吉は投げ捨てた。

「がーん!?」

「……」だろうなあ、とタケトは思った。

「わざわざご足労願って悪いんだけどな」

　宗吉は嘆息して、木刀を構えた。大きく振り上げる。

「オレは忙いそがしいんだ。あんたらみたいな暇ひまつぶしに付き合う謂いわれはねぇよ」

「そう思われるのも仕方はないが、僕達はこれでも真面目まじめにやっている。この学園の、優ゆう秀しゆうな者だけを選別し贔ひい屓きするやり方は変えなければならない。地道かもしれないが、意味のある行動をしていると思っている」

「思っているだけじゃねぇのか」

　鼻を鳴らして、勢いよく振り下ろした。

「この学園を変える？　それがどんだけ難しいと思ってんだ。悪いけどな、戯言たわごとにしか聞こえねぇーよ」

　鼻を鳴らし、嘲あざけるように。

「──そういうのを、無む駄だな努力って言うんだよ」

　宗吉は、そう断じた。

「…………」

　やれやれ、とタケトは息をついた。こうまで真正面から否定されると返す言葉がない。確かに無む謀ぼうと言われればそれまでなのだから。

　……だがその時、すっと、タケト達の中から上原佳奈が前に出た。彼女は地面に転がったバッチを拾い上げ、それを宗吉へ突つき出す。そしてぼそりと呟つぶやいた。

「……ってください」

「あぁ!?」

　鷹たかのような目で射い抜ぬかれ、一いつ瞬しゆん怯ひるむも、しかし今度は逃にげてこない。そのまま、逆に大きく叫さけんだ。

「謝あやまってください！」

「……なんだと？」

　少し震える声で、それでもしっかと大地に両足を踏ふん張ばって。ぐっと恐きよう怖ふを飲み込むようにして、言った。

「会長さんが作ったバッチを捨てたこと。それに、タケトさんとミコさんのやっていることを馬鹿にしたこと。ちゃんと謝ってください」

















「なんでオレがそんなこと──」

「あなたは！」

　言葉を遮さえぎって。佳奈は、尚なおも続ける。

「あなたは、他人のためにほとんど徹てつ夜やで、何かを成なし遂とげたことはありますか？」

「…………」

「誰かのことを想おもって、大きな、とても大きな敵を相手に戦ったことはありますか？　タケトさんも、ミコさんも、本当にこの学園を変えたい、生徒のことを救いたいと思っているんです。そのために動いているんです」

　懸けん命めいに、訴うつたえるよう。

「お二人のことを何も知らないで、無駄だなんて言ったことを、謝ってください！」

　真っ直ぐと、主張する。

「……うるせぇよ。消えろ」

「嫌です。あなたが謝ってくれるまで、わたし、ここを動きません！」

「てめぇ……」

　ぎゅっと、木刀の柄つかを握にぎる手の力が強まる。不ま味ずい、とタケトは思った。宗吉の目が、血走っている。

「上原さん、もういい！」

「ダメです！　わたし……わたしがここで逃げちゃ、お二人に申し訳が立ちません！」

　佳奈が、宗吉の手を握る。そして、詰つめ寄った。

「ちゃんと、お二人に謝って──」

「うるせぇって」

　だが、その拘こう束そくは振り払はらわれる。同時に、宗吉は怒いかりに任せたよう木刀を頭上に掲げた。

「言ってんだろうがっ！」

　即座に反応出来たことを、タケトは己に感謝する。ミコが慌てたように降りた直後、走り出して宗吉と佳奈の間に入り込んだ。その瞬しゆん間かん、

「……っ！」

　防ぼう御ぎよのために庇かばった腕に、凄すさまじい衝しよう撃げきと痛みが走った。

「ぐっ……！」

「た、タケトさん！」

　巨大な木刀が、少しのブレもなく叩きこまれたのだ。タケトは思わず悲鳴を上げそうになったが、どうにかそれを抑おさえ込むことに成功した。押おし殺ころした声を上げる。

「大丈夫だ。問題は……ない」

「……お、お前」

　宗吉は、自分でも驚おどろいたような顔をして固まっていた。タケトはぽつりと呟く。

「なにを……苛いら々いらしている」

「……なに？」

「あなたも剣けん士しであるならば、平常心是道という言葉を知っているはずだ」

　息をついて、腕を下ろした。

「常に平静な心を保ち冷れい徹てつな精神を持つべき立場の人間が、先ほどから妙みように喧嘩を売るような真ま似ねばかりしている。勿もち論ろん、僕たちの対応が不味かったことも認めよう。それについては謝る。しかしだ」

　眼がん光こう鋭するどく、宗吉を見み据すえる。

「無む抵てい抗こうな女性に対して剣を振るうなどというのは、武道を志す者としてあるまじき行為だとは思わないのか」

「…………」

「……どうやら、あなたを同志に引き入れようと思ったこちらが間違いだったようだな」

　踵きびすを返し、背中越ごしに言葉を投げる。

「立派な成績を持っているようだが、肝かん心じんの本人がこれでは、あなたの快かい進しん撃げきも長くは続かないだろうな」

　そして心配げな顔を向ける佳奈に微び笑しようを返して、タケトは歩き始めた。

「た、タケトさん……」

「仕方がない。出直そう。また選び直しだ」

　しかし、そこに。

「待てよ」

　声がかかり、足を止める。振り返かえると、宗吉が頭を掻かいて所在なさげで居た。

「なんだ」

　どこか気まずそうにしていたものの、やがて彼は、逸らしていた目を合わせる。そして申し訳なさそうに、口を開いた。

「……その、悪かったよ。あんた……上原って言ったか」

「あ、はい」

　彼は両手を腰こしに真まっ直すぐと添そえると、そのまま腰をきっちりと曲げ、深々と頭を下げる。

「申し訳なかった。別にあんたの大事な人達を馬鹿にしたわけじゃない。ただ……いや、言い訳だな。とにかく、すまなかった」

「い、いえ、あの、わたしもちょっと……やり過ぎました」

　慌てて謝罪する佳奈にもう一度、礼をしてから、宗吉はタケトの方にも同じようにした。

「あんたにも、すまないことをした。確かに言う通りだ。剣士として……いや、人としてやるべきことではないことをやった」

「……いや、いい。こちらも少々、出過ぎた真似をした」

　……どうやらただ粗野なだけの人間ではないらしい。しかし顔を上げた宗吉は、

「だけど、悪い。……オレは、あんたらの仲間にはなれねぇ」

　再び目を逸らし、自じ嘲ちよう気味に笑えみを浮うかべて。

「オレは……あんたらの陣じん営えいに加わるような、そんな大それた人間じゃねぇのさ」

「……どういうことだ」

「話はここまでだ。悪いが帰ってくれ」

　それ以上なにも言うことはない。

　宗吉からは、そんな拒きよ絶ぜつのオーラが漂ただよっているように思えた。

「……そうか」

　どれだけ言葉を重ねても、今この場では宗吉はうんと言わないだろう。そんな予感を強く覚え、タケトは息をついた。

「そういうことなら仕方ない。諦あきらめるとするよ」

「ああ、悪いな」

「謝る必要はない。強要することは出来ないからな」

「……おう」

「ただ、その気になったらいつでもうちに──」

「タケトくんっ！」

　がばり、と後ろからミコに抱だきつかれた。彼女はそのまま前に回ってくると、顔やら頭やらをべちべちと触さわってくる。

「い、いきなりのことでびっくりしてしばらく動けなかったぞ！　だ、大丈夫か!?　怪け我がをしていないか!?　お腹なかとか痛くないか!?」

「……会長、すみません、今、割とシリアスな話をしていたのですが」

「眼鏡は大丈夫か!?　キミは眼鏡が割れると実力の半分も出せなくなるからな!?」

「僕は別に眼鏡に全すべてを預けているわけではありません」

「しかし大事になっていたら大変だ。早さつ速そく、今から保健室に行くぞ！」

「いや、あの、会長……」

　こほん、と咳せき払ばらいしてタケトは言った。

「大丈夫です。大した傷ではありま」

「会長チョップ！」

　遠えん慮りよのない手刀が、タケトの木刀を打ち込まれた腕うでに決まった。

「ほぐわぐっ！」

　雷かみなりが直ちよく撃げきしたかのような激しい痛みに、思わずその場へしゃがみこむ。

「ほら、やっぱり無理をしているじゃないか。会長チョップはパンチ力だぞ。しかしそうなると、会長パンチは何になるのだろうな？」

「わ、わかりませんが、チョップ力ではないでしょうか……」

　ふるふると生まれたての小こ鹿じかがごとく震えているタケトは、それでも律りち儀ぎに答えた。

「た、タケトさん、早く治ち療りようしに行きましょう！」

「……うむ」

「しにかけているのならとどめを刺さしたほうがいいのでは……」

「マイちゃん！　どうしてそう、タケトさんには口を開くなり毒を吐はくの！」

　佳奈に叱しかられたマイは、そっぽを向いた。しかし、やがてごそごそと鞄かばんを探さぐると飴あめを取り出す。そして、タケトの元にやってくるとそれを差し出した。

「……なんだ」

「あげる」

「お前が僕ぼくにお菓か子しをくれるとはな……」

　苦く笑しようして受け取ると、彼女は明後日の方を見ながら、そっけなく言う。

「……かなをまもってくれて、ありがと」

「マイちゃん……」

　嬉うれしそうに顔を綻ほころばせた佳奈は、そのまま駆かけ寄よると、マイを抱きしめた。

「可愛いー！」

　だがその勢いでタケトの方に倒たおれこみ、マイの右手が、思い切り怪我をしている腕に当たった。

「ほぐわぐっ！」

「わ、わあ、ごめんなさい！」

「……ごめんして」

　再び小鹿になるタケトだった。

「……変な奴らだな」

　宗吉が苦笑をすると、タケトは涙なみだ目で肩を竦すくめて言う。

「……万ばん事じがこんな感じだ。気が向いたら階段下の【裏生徒会本部】まで遊びに来てくれ」

「あぁ、そうするよ。ところで……あんた、郡武人だっけか」

「ああ、そうだが」

「どっかで聞いたことがあると思ったが、そうか、あんたか。ウチに満点合格して編入してきた奴ってのは」

「その通りだ」

「優秀なんだな」

「優秀？」

　眼鏡のツルを押し上げて、タケトは口角を上げる。

「【天才】と呼んでくれ」

「……なるほど」

　その言葉へ呆あつ気けにとられていた宗吉は、しかし、息をつく。

「そりゃ大したもんだ」

　そしてくるりと背中を向けると、軽く手を上げた。

「そんじゃな。オレは隠塚宗吉」

　どこか、己おのれを憐あわれむような声こわ音ねを含ませて。

「……【凡ぼん人じん】さ」



　結果的に腕の怪け我がが打ち身で済んだのは日ごろ鍛きたえている成果が出たのか、それとも運の問題だろうか。果たしてどちらだろうと、タケトは考えた。ともあれ、

「振り出しに、戻もどってしまいましたねぇ」

　昼休み。【裏生徒会本部】に集まった四人は、また最初から仲間集めをしようと会議を始めることにした。

「まぁ、しょうがない。こればかりは無む理り矢や理りにするわけにもいかんからな」

　タケトの膝ひざの上に乗って【プリッツ】を食べていたミコは、考え深げに言う。定位置ではないが、ここも彼女のお気に入りの場所らしかった。

「……僕の場合は強制的に入れようとしていた思おも惑わくがあったように思えますが」

　読んでいた【相対性理論】という題名の本を閉じ、タケトがちくりとトゲを刺す。しかしミコは動じなかった。

「だってタケトくんが欲しかったんだもん」

「だもんって……会長」

「愛されてますねぇ、タケトさん」

　ほのぼのと言った佳奈の膝の上に座すわり、パソコンを叩たたいていたマイがぽつりと呟く。

「利用されているだけではなかろうか」

「こら、マイちゃん！」

「はっはっは」

「会長、否定して下さい」

　タケトの願いには応こたえず、佳奈の出してくれた茶を啜すすりながらミコが言った。

「とにかく、他の候補を見つけることとしよう。マイ、頼たのむぞ」

「ぎょい」

　かたかたとキーボードを打だ鍵けんし、その瞳ひとみが目まぐるしく動く。

「しかしマイは、【裏生徒会】のメンバーだから情報の報ほう酬しゆうは貰わないのか？」

　タケトの問いに、彼女はクッキーを咥くわえながら答えた。

「もらってる」

「しかし、そうは見えないが」

「みこにもらってる」

「……？　会長さん、なにかあげたんですか？　お菓子？」

「うん？　ああ」

　事もなげに、ミコは返す。

「上原くんの隠し撮どりＤＶＤだが」

「さらっととんでもないことを告白してきましたね」

「き、聞いてませんよ!?　わたし！」

「はっはっは。言ったら隠し撮りにならんよ」

「朗ほがらかに！　朗らかに自供した！」

「会長、なんでも爽さわやかに言えば許されるものでもないのですが」

「仕方がないのだ！　承しよう諾だくを得られないだろうから、盗ぬすみ撮どりする他なかったのだよ……！」

「会長、なんでも同情を買える言い方をすれば許されるものでもありません」

「中々に厳しいものだな……なら、どうすればまかり通ると言うのだね！」

「どうかすれば犯罪がまかり通る世の中もどうでしょうか……」

「というかそのＤＶＤ、出してくださいよぅ」

　焦あせる佳奈に、ミコは小首を傾かしげて笑った。

「まあ、嘘うそだ。本当は私秘蔵のお菓子をあげている」

「……会長さん、怒りますよ？」

「うむ、私もそろそろやり過ぎかなと思っていたところだ。ごめんなさいしておこう」

　にこにこと頭を下げるミコに、佳奈は脱だつ力りよくしたかのようにマイの頭の上へ突っ伏ぷした。

「もう、いいです……」

　もしかして彼女は【裏生徒会】に入って後こう悔かいしているのかもしれないな、とタケトは思った。さっきはあれだけカッコいいことを言ったのだから、もうどうしようも出来ないが。

「しかし戦力になると言えば、結構な数が当たりそうなものですが」

「確かにそうなのだが、しかし、いわば用心棒に当たるような実力の持ち主とすると、やはり優秀な生徒が多くてな。こちらの活動に時間が割さける人間は中々いないのだよ」

　そこでタケトはある疑問に思い当たった。情報によれば隠塚宗吉も相応に優すぐれた人材のはずだ。それなのになぜ、ミコは彼かれに目をつけたのだろうか。

「会長、ご質問よろしいでしょうか」

「なんだね？」

「隠塚宗吉ですが、どのような理由で、会長は彼をお選びになったのでしょうか？」

「ああ。なるほど、もっともな理由だな」

　頷うなずいて、ミコは指を立てる。そして口を開いた。

「マイに聞いたのだがな。あの隠塚宗吉という男は、最近──」

　その時。不意に、とてつもない声量が古びた【裏生徒会本部】に響ひびき渡わたった。

「たのもうっ!!　ここがっ!!　【裏生徒会本部】かっ!!」

　音波兵器のような大声である。びっくりしてタケトの頭にしがみついていたミコは、目をぱちくりとさせた。

「な、なんだ。江え戸ど時代にでもタイムスリップしたのか？」

「……さあ、なんでしょうね」

　耳を塞ふさぎながら訝いぶかしげな顔を向けると、入口に一人の女生徒が立っていた。

　一目でそれと分かるほど、凛り々りしい少女だ。長い髪かみをポニーテールにして腰元まで垂らしており、きりりとした目に強く引き結ばれた唇くちびる、それに均整のとれたプロポーションと、美しいと共に格好の良さも滲にじませる人物だった。その右手には、布に包まれた長い棒のようなものをもっている。

「もう一度尋たずねるっ!!　ここがっ!!　【裏生徒会本部】なのかっ!!」

「その通りだっ!!」

　ミコが叫び返した。

「ここがっ！　【裏生徒会本部】であるぞっ！　キミはっ！　なにもげほげほいげうげほ」

「会長、張り合わないで良いです」

　咳せき込んだミコを下ろして背中を撫なでるタケトに、少女は大きく頭を下げる。

「失礼したっ!!　わたくしは、紫し咲ざき桜おう花かと申す者っ!!　ここ【裏生徒会本部】に願いの義あって、参った次し第だいっ!!」

「……紫咲さん」

「なんだろうかっ!!」

「普ふ通つうにしゃべれないのだろうか」

「しゃべれますが」

　しゃべれるのかよ！　と、つっこむのは心の中だけにした。

「……それでは、やや低めのトーンで頼む。うちの仲間が怯えている」

　隅すみっこの方で小動物のように震ふるえる佳奈と、それを守るように立っているマイを指差す。

「やや、これは失礼。わたくし、人様とお会いする時はきちんとその耳に届くよう声を大きくしなさいと、両親から教わっています故ゆえ」

「そうか……まあ、それは大変に良いことだと思うが、今の状態でも十分に届いているから心配しなくてもいい」

「なるほど。それでは普ふ段だんの調子で話させて頂きます故、勘かん弁べんの程ほどをお願い申し上げます」

　咳払いをした桜花に、ミコが尋たずねた。

「それで、紫咲くんだったか。何か【裏生徒会】に御ご用ようかな？」

「はい。実はわたくし、しばらく前から困り果てていることがありまして。友人よりここの存在を聞きおよび、これ幸いと願いに参った次第です」

「そうか……なるほど。ところで紫咲くん」

「なんでしょうか」

　ミコはタケトに抱かかえ込まれながら、慈じ愛あいに満ちた眼まな差ざしで、こうアドバイスする。

「そろそろ……【ござる】って言っても、いいんだぞ？」

「なにを強要させようとしているんですか」

「だってこのスタイルでこの喋しやべり方かたでござるって言わないなんて、おかしいじゃないか！　言うじゃないか！　後一歩じゃないか！」

「どんな偏へん見けんですか」

「だって武士だろう!?」

「武士ではありません」

「いえ、武士なのですが」

「武士なのか！」

　今度は口に出してしまった。さすがにここは突っ込まずにはおれなかったのだ。

「わたくし、剣けん道どうを嗜たしなんでおりまして、そういう観点からすると武士であると言えるでしょう。しかし語ご尾びにござるとはつけません。あしからず」

「なんだ、つまらないなぁ」

「会長、無理を仰おつしやってはいけません」

「申し訳ないでござる」

「紫咲さん、無理をしてはいけない」

　桜花は、コホンと咳払いした。わずかに頬ほほが赤い。

「失敬。一寸ちよつと、ふざけてみた次第です」

　意外にノリは良いらしかった。タケトは苦笑して自己紹しよう介かいをする。ミコもそれに続いた。

「ご紹しよう介かい有あり難がとう御ご座ざいます。……実は今日、こちらに依い頼らいへ参ったのは、わたくしの幼おさな馴な染じみのことなのです」

　どうやら危険な人物ではないらしいと思ったのか、そろそろと戻ってきた佳奈が淹いれた茶を差し出す。それに、彼かの女じよは軽く頭を下げた。

「……幼馴染での用件と言うと？」

「実は……その。……【ソウちゃん】についてなのですが」

『……【ソウちゃん】？』

　それまでのイメージとはかけ離はなれたその呼び方に、一同は声を合わせた。桜花は恥はずかしそうに頬を赤らめ、下を向く。

「し、失敬。いけないとは思いながら、わたくし、どうも昔からの呼び方を改めることが出来ませんで……。先ほど口にした、幼馴染のことなのです」

「ああ、幼馴染はソウちゃんというのか」

　合が点てんがいったように、ミコは頷いた。

「……本名はなんと言うのだろうか？」

　タケトの質問に、桜花は顎あごを引く。

「ソウちゃんは、下の名前をとって呼んでおりまして。彼の名前は──」

　そして、意外過ぎる名前を告げるのだった。

「──隠塚宗吉です」



「なんだあんたら、また来たのか」

　意外そうな顔でそう言ったのは、今日も校舎裏で鍛たん錬れんに勤いそしんでいた隠塚宗吉であった。

「物分かりの悪い奴やつらじゃないと思ったが……オレの見込み違ちがいか？」

　言葉とは裏腹に、今日はその声に剣けん呑のんな響きはない。今は心を静めているのだろう。

「安心したまえ、今日はキミをスカウトしにきたのではない」

　腕を組んだミコが、タケトの頭の上で頷く。

「私たちは、依頼を受けて来たのだ」

「……依頼？　ああ、そういえばあんたら、生徒の悩なやみを受け付けるとか言ってたな。オレに用事ってわけか」

「その通り！」

「オレに誰だれかを助けて欲ほしいのか？」

　素す振ぶりを再開しながら、そっけなく訊きく。特に興味もなさそうなその表情が、次にタケトが発した台詞せりふに固まった。

「逆だ。君を助けて欲しいと言われた。──紫咲桜花という女生徒に」

「…………」

　勢いよく振ふられていた切っ先が止まり、ゆっくりと下がっていく。陽光で照り返す汗あせを拭ふくこともせず、彼は言った。

「……オウカが？」

「あの……隠塚さん、剣けん道どう部ぶですよね？」

　佳奈の問いに頷いて、彼は息をつく。

「まあ、そうだな。……正確には、剣道部【だった】というべきだろうがな」

「だとすれば、紫咲くんが言っていたのは本当だったのか」

　ミコが、首を傾げる。

「キミが──剣道部を辞やめた、と聞いたが」

「オレはそのつもりだ」

「しかし、この学園でキミのような生徒が、部活を辞めるというのはどういうことか……分かっているのだろうな？」

　伺うかがいを立てたミコへ、宗吉は黙だまり込んだ。しばらくすると、ぶん、と風を切る音がした。

「分かってる」

　まるで何かの幻げん影えいを断たち切きるように、勢いよく刃やいばを落とす。

「……だから、出すのは【退学届】だ」

　千陣学園は、遍あまねく全ての才能を集め、それを育て、実を結ばせることを目的として創設された学校だ。つまるところ、この学園に集まる以上、全ての生徒は勉学なり、スポーツなり、芸術なりを【極きわめること】が最終目標となる。だがそれは逆を言えば、【極めなければ居る意味がない】ということでもあった。中ちゆう途と半はん端ぱな志で物事を計ろうとするのならば、別の、普通の学校に行った方がいい。千陣に在ざい籍せきする以上、向上心を失った人間は存在価値をなくすのだ。

　だから隠塚宗吉のように【剣道部】に所属する人間がそこを辞めるということは……即すなわち、この学園を去ることを意味している。

「なぜ辞める」

　タケトは率そつ直ちよくに尋ねた。

「この学園に入るだけでも相当の苦労をしてきたはずだ。それを簡単に投げ捨てるのか」

「……簡単か。あんた、意地の悪い質問をするんだな」

　宗吉は息をつき、その手を止めた。握にぎった拳こぶしを開き、その手の平をじっと見下ろす。

「オウカに頼まれてきた以上、知ってるんだろ？……オレが、なんでこの学校を辞めることにしたのか」

　そしてその、色を失ったような瞳にタケト達たちを映した。

「簡単なんかじゃないさ。失った。全てをだ」

　自嘲気味に、口角を上げて。

「砕くだかれちまったのさ。──ちっぽけなプライドを、粉々にな」

　宗吉は、力無く言った。



「……わたくしは、ソウちゃんと物心つく前からの友達でした」

　長い睫まつげをそっと伏ふせ、桜花はぽつり、ぽつりと語り始める。

「その頃ころわたくしは、今のように両親の教えからこのような堅かた苦くるしい話し方ではありましたが……体の方は弱く、よく同級生から苛いじめられておりました」

「紫咲さんが、ですか……？」

　とてもそうは見えないのだろう。目をぱちくりとさせて、佳奈が言った。

「はい。元々病気がちではあったのですが、生来の小心さが災わざわいし、少しでも強く、そして恐こわそうな相手には逆らえず……思い出したくもないことを散々とやられてきました」

「…………」

　タケトは口を閉ざしたまま、奥おく歯ばを噛かみ締しめた。

　脳のう裏りに過るのは、己の幼い頃の姿だ。力もなく、立ち回りの上う手まさもなく。世よ渡わたりが出来ず、人と話すことさえ一苦労で。

　だから標的にされたのだろう。クラスメイトから、謂いわれのないイジメを受けた。それに抗あらがうことも出来ず、耐たえ忍しのび続け。媚こびた笑いが、いつしか仮面のように固まっていた。

「……タケトくん？」

　そっと、ミコが声をかけた。タケトは我に返り、ぎこちなさを隠かくすように微笑ほほえむ。

「はい？」

「……いや」

　首を振って、ミコは前を向く。しかし膝の上に乗ったまま、その小さな手はタケトのそれを握った。その強さに、思わず目を見開く。そのまま、彼女は言った。

「平気だぞ。今のキミは、すこぶる格好かつこいい」

「……会長？」

「タケトくんは、私にとって誰よりも頼たよりになる相棒だ。だから……平気なんだぞ」

　それ以上は何も言わない。だがタケトにはなんとなく、ミコは全てを知っているように思えた。弱かった時代の自分を。巨きよ大だいな世界の波に、抗うことさえ考えなかったその姿を。

　だからタケトもまた、言葉を続けることはしなかった。代わりに、空いた手でミコの頭を撫で、そっと口を開く。

「……ありがとうございます」

「……うん」

　気のせいだろうか。彼女の頬は、少し、赤く見えた。

「……ですが、そんなわたくしを、ソウちゃんは救ってくれたのです」

　桜花は過去を思い出すように、虚こ空くうに視線を這はわせて言った。

「ソウちゃんは、いつもわたくしを守ってくれておりました。どんな時、どんな場所でも。必ず駆けつけて、わたくしの前に立ちました」

　その顔に浮かぶのは、かつてを懐なつかしむ柔やわらかな笑みだ。自然に相手を想おもう感情の発はつ露ろが、形となって無意識に浮かぶ。それだけで、タケトは気が付いた。

　ああ、彼女は宗吉が好きなのだと。

「そんなある時、ソウちゃんはわたくしに申しました。お前は、剣道をやった方がいい。オレはいつでもお前を守ってやる。だけど、オレが駆けつけるまでの間、自分の身は自分で守るんだ……と」

　愛いとおしげに、恐おそらく竹刀しないであると思われる、淡あわい色の布に包まれたそれを手で撫でた。

「わたくしは臆おく病びようなものですから、当然、最初は嫌いやで仕方ありませんでした。ですがソウちゃんは常にわたくしの傍そばにいて、その一挙手一投足を見、そして指導をしてくれたのです。覚えの悪いわたくしのことですから、稽けい古こには普通の何倍も時間がかかりました。それでも彼は、少しの不平や不満も言わずに、ずっと付き合ってくれていたのです」

　そして彼女は、少しずつ、少しずつではあるが、剣道の腕が上達していった。やがて初めて級をとる頃になると、その魅み力りよくにとり憑つかれていったという。

「剣道は、一対一の真しん剣けん勝負です。若い者も、年老いた者も、男も、女も、皆みな同じ舞ぶ台たい上で雌し雄ゆうを決する。そこには謂いわれのない差別も、理り不ふ尽じんな圧力もない。ただ純じゆん粋すいに、己の実力だけを武器に立ち向かう。……そこに感じ入るものがありました」

　それから、桜花は延々と一人で稽古を続けた。道場以外、宗吉が関かかわる、関わらないは別にして、毎日、毎日、こつこつと努力を重ねたのだ。

「そうしてわたくしはいつのまにか、苛められないようになっていました。気付いてはおりませんでしたが、わたくしは随ずい分ぶんと強くなっていたようです。その気配を、苛めていた相手も感じ取ったのでしょう。それでもわたくしは、剣道をやり続けました。もう当初の目的も忘れていたのです」

　ただ強くなる。それだけを目標に、己を鍛え続けた。

「すると、人間としてのサガでしょうか。……わたくしは、己を試ためしてみたくなりました」

　いつしか桜花は、誰よりも力のある剣けん士しになりたいと願うようになった。いや……正確には、宗吉以外の誰よりも。

「ソウちゃんは、そんなわたくしをとても評価して下さいました。そして彼は、小学六年も終わりに近づいた頃、こう申したのです」

　桜花、千陣学園を受験してみないか。

「皆みな様さまも知っておられるでしょう。この学園にだけある特別な試験。それを通った人間は、一流であると認められた証あかしであるという」

「……【能力推すい薦せん】か」

　合点がいったように、タケトは軽く頷いた。

「ええ、そうです。ソウちゃんは、それに挑ちよう戦せんすると申しました。そしてわたくしもまた、無む謀ぼうだと思いながらも受験し……そして、合格致いたしました」

　佳奈が、驚おどろいたような顔をする。彼女もまた、その歌声を評価され【能力推薦】でこの学園に入った生徒だったからだ。

「紫咲くんは、【能力推薦】に受かるほどの実力者だったのか。それは素す晴ばらしいな」

「いえ、わたくしなどとても」

　謙けん遜そんするように首を振る桜花であったが、マイのぽつりと呟つぶやいた言葉に目を見開く。

「……【千せん陣じん王おう華か】」

「なんだ？　それは」

　振り向むいたタケトに、彼女はチョコバーを口から離して答えた。

「紫咲桜花。千陣学園高等部・武芸科所属。中等部における試験にて、【能力推薦】を志願し、満点合格。以後、この学園における剣道部の仕合で全て全勝、無敗。その鮮あざやかな太た刀ち捌さばきに、ついたあだ名が……【千陣王華】」

「あ……わたし、聞いたことあります！」

　手を上げて、佳奈が立ち上がった。

「すごく強い女の人が剣道部に居るって。宮本武蔵の再来かって言われてるんでしょう？」

　慌あわてたように、桜花は手を振った。

「わたくしなど、かの宮本公の足もとにも及およびませぬ！　彼の記した書物は全て目を通しておりますが、全く敵かなう気が致しません！」

「そ、そうですか？　とにかくすごいとは聞いたんですけど……」

「いえ、まったく。まったくですっ!!」

「まあ、君がどの程度凄すごいのかはこの際置いておこう。ところで、だ」

　タケトは、「宮本武蔵ってあれだろう。刃と峰みねが逆になった刀を使った元人斬きりの……」と言いかけたミコの口を塞ぎながら、桜花に尋ねた。

「紫咲さんの方はともかく、隠塚宗吉の方はどうなったんだ」

「……それなのですが」

　そこで突とつ然ぜん、落ち込んだように桜花は顔を伏せた。唇を噛み、か細い声で続ける。

「ソウちゃんは……結局、【能力推薦】には不合格でした」

　ため息をついた桜花に、ミコが質問を重ねた。

「だが、隠塚くんはこの学園に所属ぞくしているようだが」

「はい。と、申しますのも彼は能力推薦こそ受けられなかったものの、その成績は高く評価され、通常試験と合わせて【補欠合格】となったからです」

「ほぅ。とすると隠塚くんもそう捨てたものではないということだな」

「そうなのです、天音殿どの！　ソウちゃんは素晴らしいのです！　凄すごい人なのです！」

「殿って……」

　ここまでくるともう時代劇である。目をキラキラさせ宗吉の優れたところを語り続ける彼女に、タケトはわざとやっているのだろうか、と疑いつつ、

「しかし所しよ詮せんは【補欠合格】だろう。そう誇ほこれるものでもないと思うが？」

「そこになおれえええええ！」

「ええ!?」

　突然激高した桜花はゆらりと立ち上がると、持っていた棒を包つつむ布を取とり払はらった。中から出てきたのは、よく使いこまれた竹刀だ。

「ソウちゃんを貶おとしめるとは、いい度胸をしておられる。そこになおれ！　成敗致そう！」

「わ、わあ！　いきなり武士化しましたよ!?」

「落ち着くんだ、紫咲さん」

「よろしい。ならば本日、子の刻、らんらんパークにて仕合を行おうではないかね！」

「会長、火に油を注がないで下さい！　どこにあるんですか、その楽しそうな場所は！」

　本人に承諾なく仕合を行おうとするミコを止めつつ、タケトは言った。

「とにかく、気を静めてくれ。別に君の幼馴染を悪く言ったつもりはない。客観的な事実を述べただけだ。……ただ、まあ、言葉が過ぎたことは謝あやまる」

「……ふむぅ」

　その言葉を聞いて、桜花は殺気だった己を静めるよう深呼吸した。深々と頭を垂れる。

「失敬。少々、血が上っておりました」

「……いや、分かってくれればいいんだが」

　座り直すと場を取り繕つくろうように、こほん、と空から咳せきをした。

「……わたくしは、補欠でもなんでも、合格したことそのものを誇るべきだと申しました。ソウちゃんも、そのことについてはわたくしの申す通りだと答えたのですが……」

「現実という情報は、ひじょうにも人の意義もうばう」

　佳奈の淹れた茶を啜りながら、マイが言う。

「おうかは満点ごうかく、そうきちは補欠ごうかく。どうとらえても、そこは変わらない」

「マイちゃん、言い過ぎだよ！」

「いえ……そこな少女の申す通りです。どうわたくしが誤ご魔ま化かそうとしても、その事実はソウちゃんの胸に刻み込まれていました」

　指を絡からめ、桜花は形いい唇を引き結んだ。苦しげに、言葉を漏もらす。

「千陣学園に入るなり、ソウちゃんは今まで以上に鍛錬を続けました。傍はた目めから見ていても過ぎたと思う程、自らを痛めつけるが如く……その様はとてもではありませんが、直視できるものではなかった」

「……その気持ちは、僕にもわかる」

　人は己の足りない部分を知った時、必死で足あ掻がき、それを得ようとする。どれだけ高く、遠いものだと思えても。それでも手を伸のばすことをやめようとはしない。一歩、一歩進んでいるのだと信じて。

「わたくしは何度も止めようと致しました。しかし、ソウちゃんのあの、ぞっとするほどに思いつめた顔を見ると……とても言い出せる雰ふん囲い気きではありませんでした」

　だが、宗吉の猛もう特とつ訓くんはその効果を徐じよ々じよにではあるが示し始めた。桜花には届かぬものの、他の生徒には圧あつ倒とう的てきなまでの強さで勝利を重ねていったのである。いつしかその姿と、あまりに勝ちへ執しゆう着ちやくする在り様を見て、彼はこう呼ばれるようになった。

　鬼おにの宗吉、と。

「……ですが、それだけで終わっていればまだよかった。心配ではありますが、ソウちゃんはぎりぎりの線で思いとどまっていた。自分の実力が上がっていくのを分かっていたのでしょう。このままいけば、あるいは、わたくしを超こえるかもしれない。そう言われることに、喜びを感じる余よ裕ゆうさえあるようでした。……しかし」

　運が悪かった。そう済ませることが出来れば、どんなに良かっただろうか。

　だが、それだけではない悪意が、宗吉に牙きばを剥むいた。

「今年のことです。……中等部に、ある生徒が合格して入ってきました。その生徒は【能力推薦】に満点合格し、それ以前より【神童】と呼ばれていたほどの実力者でした」

　その名前を、

「……御納葵」

　タケトは目をしばたたかせた。いや、彼だけではない。佳奈もミコも、覚えのある名前に小首を傾げる。

「もしかして、会長……」

「ああ、間ま違ちがいないようだな」

　剣道部で、御納葵。二つとある条件ではない。昨日会ったあの美少年のことだろう。

「葵を知っておられるのですか？」

「うむ、少しな。とりあえず、気にせず先を進めてくれたまえ」

　桜花は不思議そうな顔をしていたが、やがて続きを話し始めた。

「葵は……恐ろしいほどの才能を有していました。まだ未熟な部分があるとは言え、年ねん齢れいで比べると、既すでにわたくしを大きく超えていたでしょう。洗練された太た刀ち筋すじに、無む駄だのない動き。確実に敵を仕留める判断力……いずれも神に与あたえられた至宝です」

「それは……凄そうだな」

　あまりに度が過ぎていて、想像も出来ないが。

「はい。葵は入学して早々、瞬またたく間まにわたくしと部長以外の生徒、上級生も含ふくめた全すべてを打うち倒たおしたのです」

「……全て、か」

　タケトは呟いた。その言葉の意味するところを、彼は悟さとっている。

「それは……隠塚宗吉も、含まれていたんだな？」

「ええ、その通りです」

　沈ちん痛つうな面おも持もちで、桜花は零こぼした。

「ソウちゃんは、何度も葵に挑いどみ続けました。どれほど無残に倒れても、毎日のように挑戦し続けたのです。ですがその度に、目を背そむけたくなるほど一方的に倒され続けました」

　仮に宗吉が一度敗れて逃にげていれば、そのようなことにはならなかったのかもしれない。

　たまたまだ、と己おのれを誤魔化すことも出来る。

　調子が悪かったのだ、と言い訳をすることも出来る。

　いつか追おい越こしてやるさ、と逃とう避ひをすることも出来た。

　だが、彼はそのどれもを選せん択たくしなかった。

　宗吉は──ただ、抗い続けることを選んだのだ。

「そして……何度目かの敗北だったでしょうか。葵は、倒れ伏ふすソウちゃんに向かって、こう言ったのです」

　先せん輩ぱい、もう諦あきらめてはいかがですか。──あなたには、【才能】が無い。

「……決定打でした」

　宗吉にとっては、もっとも聞きたくない、耳を塞ぎたい言葉だっただろう。

　だが、それを対戦相手に言われてしまった。もっとも彼が憎にくむべき相手に。

「ソウちゃんは、道場を出て行きました。そして……それきり、剣道部には戻もどってきませんでした」

　何度、桜花が呼よび掛かけても。宗吉が答えることはなかった。

　ただ一心不乱に何かから目を逸そらすよう、校舎裏で素振りをし続けて居た。

「……わ、わたくしにはもう、どうすることも出来ません」

　鼻を啜すすり上あげて、固めた二つの拳を、桜花は膝ひざの上に置いた。

「わたくしの声は、ソウちゃんの心に届かない。ずっと、ずっと長く居て、そして、これからもずっと、ずっと、仲良くしたかったのに」

　宗吉は桜花と話すことさえ、拒きよ絶ぜつした。まるで。

「まるで……わたくしを避さけるように。そして、わたくしが無む理り矢や理りにこちらを向かせようとした瞬しゆん間かん、彼はこう申したのです」

　……ほっといてくれねぇか。

「お前には……」

　お前には、わからねぇんだよ。オレの気持ちなんかな。

「……それ以上、何も申すことは出来ませんでした。これ以上、踏ふみ入ってはいけない。それほどに思いつめた表情でした。このまま強ごう引いんに進めても、逆にソウちゃんを傷つけることなのだと……そう思ったのです」

　じわりと、目め尻じりに涙なみだを溜ためて。桜花は、震える声で言った。

「考えてみれば、わかることでした。ソウちゃんはずっと、追い詰つめられていたのです。わたくしなどが【能力推薦】で受かったから。剣道を教えたのは自分なのに。先にやっていたのはソウちゃんなのに……と」

　タケトが何かを言おうと口を開く。しかし、ミコに止められた。

「タケトくん。上原くんの時と同じだ。理り屈くつではない」

　腕うでを組み、重々しい口調で。

「彼女は隠塚くんがそうなってしまったことを、己のせいだと悔くいている。……どのような正論があろうと、その結果は変わらんよ。言葉如ごときでは、変えることは出来ん」

「……そうですね」

　頷いて、タケトは言った。

「分かった。それで、紫咲さん、あなたは僕ぼくたちに何を依頼したいんだ」

「……郡殿」

「そう思ったから来たんだろう。あなたもまた追い詰められているのではないか。なにせ」

　苦く笑しようして、ミコの肩かたに手を置く。

「なにせ僕たちは、あの【生徒会】に喧けん嘩かを売ったならず者の集まりだ。正面切って相談に来る程に、急ぐことなのだろう？　遠えん慮りよなく言ってくれ」

「……あ、ありがとうございます」

　涙を拭ぬぐい、桜花は言った。

「わ、わたくしはもう、ソウちゃんに何も出来ません。わたくしでは恐らく無理なのです。……ソウちゃんは、自分のことを恐れています」

　その事実を、深く悲しむように。

「敗北を恐れる自分を恐れている……だからわたくしが行けば、否いや応おう無なしにそれを思い出してしまう。故に」

「みなまで言わなくてもいい、紫咲くん」

　手で押おしとめて、ミコは笑った。

「分かった。私達に任せたまえ。必ず隠塚くんを説得して、キミの元に連つれ戻すぞ」

「ほ……本当ですか？　天音殿！」

「任せて下さい！」

　胸を叩たたいて、佳奈が大きく頷く。

「わたしたちは、【裏生徒会】！　悩み苦しむ生徒の味方です！」

「……後々のふどうひょうのために」

「わあ！　今の発言はなんでもないですよ！」

　慌ててマイを覆おおい隠した彼女の姿に、桜花はクスリと笑った。

「有あり難がとうございます。勿もち論ろん、わたくしもタダとは申しません。何かありましたら、なんでもご協力させて頂きます」

「うむ、天晴あつぱれだ、紫咲くん！」

　ミコはタケトから飛び降りると、羽織った【旧生徒会服】の懐ふところより、扇せん子すを取り出した。それを広げていくと、中には下手くそな筆文字で【天てん下か泰たい平へい】と書かれている。

「我わが【裏生徒会】に任せておけば、世は全て事も無し、だ！」

「……会長、そんなものいつ作ったんですか？」

「会長ショップで買った」

「会長ショップ!?」

「会長ショップ」

「……便利なものがあるんですね」

　一いつ瞬しゆん、タケトは更さらに小さくなったミコがわーわー言いながら店に駆かけ込んでいく様子を思い浮うかべた。和なごむ。

「まあ、別名は、百円ショップと言うのだが」

「そっちが本名では」

「気にするな！　世は全て事も無しだ！」

「それを言えば丸く収まるもんでもないですよ……まあ、いいですけど」

　ため息をついて、タケトは桜花に言った。

「とにかく、事情は分かった。僕ぼく達たちに任せておいてくれ。……なんとかしてみよう」

「……出来ますか？」

　得意げに眼鏡のツルを押し上げ、誇らしくこう述べる。

「勿論だ。──僕は、【天才】だからな」



　宗吉は、息をついた。袴はかまの帯に木刀を差して、腕を組む。

「……オウカの奴、余計な真ま似ねを」

「キミを心配しているのだよ。たった一人の幼馴染だからな」

　ミコのその台詞に、彼は嘆たん息そくする。

「別にオレは逃避をしているわけでもねぇよ」

「ほぅ、それではなぜ剣道部に戻らないのだ？」

「…………」

　目を逸らして、宗吉は唇くちびるを舐なめた。そして、口を開く。

「大分と前からな。……分かってたんだよ」

「……分かっていた、ですか？」

　佳奈の質問に頷うなずく。

「成長していくオウカを見ていりゃ、嫌でもわかるさ。あいつには【才能】がある。だから努力し続ければし続けるほど、強くなる。時間はかかるかもしれねぇが、あいつはいずれ、世界に通用するレベルにもなるだろう」

「それがどうした」

「そんなあいつを見ているとな、思い知らされんのさ。……オレの、無能さにな」

　地面を見下ろし、彼かれは続けた。まるで、そこに這い蹲つくばったことを思い出すかのように。

「土台、無理な話だったんだ。オレは所詮、凡ぼん人じん。どう足掻いたってオウカや、それに葵みたいな【天才】には敵わねぇ」

「しかし、キミは己を鍛きたえていたではないか。それこそ、過ぎるほど懸けん命めいに」

「それでも認めたくなかったんだよ。だから鍛錬し続けた。だけどよ……」

　くっ、と、己を嘲あざ笑わらうかのような声を出す。

「葵にぶちのめされた時、分かったよ。嗚あ呼あ、もう、ダメなんだってな。正確には、改めて自覚させられたってことかね……」

　視線を逸らし、蒼そう穹きゆうを仰あおいだ。飛び行く鳥を見つめ、

「それで、もういいかって思ったのさ。執着したって仕方ねえ。誰もが最強になれるわけじゃねえ。そんなガキでも分かる理屈が、ようやく身に染しみたんだ」

「で、でも！」

　佳奈が前に出て、両手を広げた。

「わ、分からないじゃないですか、そんなの！　努力すれば、きっと夢は叶かないます！」

「……へっ」

　その言葉に、宗吉は笑った。馬ば鹿かにするがごとく。タケトは眉まゆをひそめた。

「なにが、可お笑かしい」

「可笑しいさ、【天才】さんよ」

　木刀を抜ぬいて、正眼に構える。その切っ先をタケトに向けたまま、宗吉は言った。

「上原佳奈さん………だっけか。あんた、見たことあるぜ。随分、生徒の間で噂うわさになっていたろ？　【歌うた姫ひめ】ってな。……こいつらとライブをやったのはあんただったよな」

「あ……その。はい」

　躊躇ためらいながらも首しゆ肯こうすると、宗吉は細く息を吐はき出した。

「あんたもまた、【天才】ってわけだ。じゃあ、わからねぇと思うぜ。努力をすれば、夢が叶う……そんな言葉の持つ滑こつ稽けいさもな」

「どういう意味だ」

「その言葉を言った奴やつが誰かはしらねぇ。だけど当然、そいつは夢を叶えたはずだ。だからそんなことを白々と口に出来んのさ。努力をした。結果が出た。だからそれみたことかと知った顔で言う。お前らも己を高めろ。さらば報むくわれる……ってな」

　ゆらりと上げた刃を、

「……だけどな。あんたら、知ってんのか？」

　勢いよく、宗吉は振り下おろした。

「あんたらが夢を叶えた裏で──何人、何十、何百、何千もの人間が、挫ざ折せつしてんだよ」

「……あ」

　佳奈が口を押さえ、気まずそうな顔をする。そんな彼女を、宗吉は笑った。

「別に悪いことじゃねぇ。それが当たり前だ。結果の出るやつもいれば、出ないやつもいる。そうやって世の中は成り立ってる」

「……だから、諦めたというのか？」

　タケトの問いに、彼は目を合わせる。そして、

「はっ──まあ、簡単に言えばそうなるな。オレはオウカや葵、お前らと違って……【こっち側】の人間だったってことだ」

「こっち、とはどっちだ」

「敗北者の側ってことだよ」

　口に上らせることはやはり屈くつ辱じよくであるのか、睨にらみつけるようにして言った。

「だから、オウカに言っといてくれ。オレはもういい。お前は才能があるんだから、オレのことなんてほっといて、もっと上を目指せ……ってな」

「……キミは、それでいいのか？」

「何度も言わせんなよ、天音さんよ」

「会長だ」

「…………」

　静まり返った。

「あまねさ」

「会・長・だ」

　宗吉は目を逸らし、しばらく黙だまり込んでいた。だが、徐々に視線を戻しながら、呟く。

「……会長さんよ」

　折れた。見た目にそぐわず、優やさしい人ひと柄がらなのかもしれない。

「会長さん、オレはもういいんだよ。全部分かったからよ」

「全部、分かった、か」

　タケトは、一言、一言を噛み締めるように口へ出す。

「したり顔で言ってくれるものだな。……フン、面おも白しろい」

「あぁ？」

「会長、申し訳ありませんが少し降りて頂けますか？」

「うん？　うむ、構わんが……」

　きょとんとしながらも、ミコはずりずりとなまけもののような動きで降りていった。スカートの乱れを直す。それを見て頭を下げた後、タケトは前を向いた。

「【ソウキチ】、予備の竹刀か木刀はあるか」

「……あん？」

　急に呼び方を変えたタケトに怪け訝げんな顔を示しながらも、宗吉は傍に立て掛けていた竹刀をとって投げた。

「ほらよ」

　受け取って、タケトはそれを見下ろす。手て触ざわりを確かめるように、柄つかを何度か握にぎった。

「た、タケトさん？……どうしたんですか？」

「上原さん、下がっていてくれないか。会長も」

「…………。なるほど」

　佳奈も、マイも不思議そうな顔をしているが、ミコだけが全てを承知したように言った。

「どうしてもやる気か？　タケトくん」

「ええ。ぐだぐだとここで言っても仕方ありません。彼のようなタイプは、こうするのが一番です」

　そう答え、タケトは……真まっ直すぐと、竹刀を立てた。中段の構え、と呼ばれる型だ。

「た、タケトさん、どうしたんですか!?」

「しぬつもりならおかしおいてけ」

「お前は置いてけ堀ぼりの妖よう怪かいか。……とにかく、やってみるだけだ。心配するな」

「し、心配しますよ！　タケトさん、もしかして隠塚さんと戦うつもりですか!?」

「そのつもりだ」

「……なに？」

　宗吉の顔が、当とう惑わくのそれに変わる。

「け、剣けん道どうの経験は？」

「知識としては少し。実戦経験は、以前に一か月ほど」

「だだだだ、ダメですぅ！」

　慌てて飛びついた佳奈は、ぶんぶんと首を振ふった。

「怪け我がします折れちゃいます骨が内臓に刺ささって死んじゃいます！」

「……物もの凄すごく先のことまで想像しているようだが、多分そんなことにはならないと思う」

「でで、でも！」

「離はなれたまえ、上原くん」

　ミコに手をかけられて、佳奈は涙目で訴うつたえる。

「だ、だってタケトさんが！　今度は打ち身じゃ済まないかもしれないんですよ!?」

「それでもだ」

　真剣な顔で、ミコは首を振った。

「それでも、離れたまえ」

「か、会長さんは心配じゃないんですか!?」

「問題ない」

　そこで、彼かの女じよは微笑みを浮かべた。

「信じている。──タケトくんは、無敵だからな」

「……会長さん」

　佳奈は、しばらくタケトとミコを見比べていた。だが、やがて、大きく息をつく。

「……。分かりました」

　名な残ごり惜おしそうに、それでもタケトの体から手を放した。

「会長さんが言うんですから、わたしもそれを信じます……。でもタケトさん、絶対に無理をしないで下さいね？」

「承知した」

　頷いて、タケトは右足を出し、左足を擦するようにわずか後ろへ下がらせる。

「……てめぇ、嘗なめてんのか？」

「さて、どうだかな」

　イラつきを隠さず、宗吉は舌打ちをした。

「実力行使ってわけか。……いくらオレでも素人しろうと同然の奴相手に負けるわけねぇだろ」

「それは分からんぞ」

　口角を上げ、タケトは言い放つ。

「──勝負に怯おびえて逃げるような男だ。易やす々やすとのされてしまうのではないか？」

　怒いかりを剥き出しにして、挑ちよう発はつに乗る……タケトはそう思っていた。だが、宗吉は逆に、その台詞せりふで冷静さを取り戻したかのように表情を消した。滑すべるように、言葉を紡つむぐ。

「……いいぜ。やってやるよ」

　木刀を置いて、傍かたわらにあるもう一本の竹刀を手にとる。タケトと同じく中段に構えた。

「悪いが防具は無しだ。それに……手加減は、できねぇぞ」

「元よりそのつもりだ」

「……フン」

　互たがいに、一歩も譲ゆずらぬ視線が中央で交差する。

「会長さん、音おん頭どとってくれねえか」

「……了りよう解かいした」

「では、三本勝負といこう」

　ミコの言葉に、宗吉は、頷いた。

「分かった。……それじゃあ、まあ、覚かく悟ごを決めとけ」

「それはこちらの台詞だ」

「……二人とも、準備はいいか？」

　ミコに質問へ、互いに顎あごを引く。次の瞬間だった。

「それでは──」

　彼女が、腕を上げる。

「──仕合、開始！」

　その時宗吉は、既にタケトの懐に飛び込んでいた。

「……っ!?」

　下方からの轟ごう風ふうが髪かみを浮かせたと同時、竹刀が大きく弾はじかれる。

「胴どう──っ！」

　直後、回転する竹刀が真っ直ぐと腹を打ち据すえた。

「……ぐっ！」

　鈍どん痛つうが胃を刺し激げきし、内容物が喉のど奥おくにせり上がる。だがタケトはどうにかそれを抑おさえ、その場に這はい蹲るに留めた。

「……会長さん、一本か？」

「……、ああ、一本だ」

「ほら、立てよ郡さん。てめえが仕し掛かけた仕合だぜ？」

「……無論だ」

　震ふるえる手で大地を掴つかみながら、それでもゆらりと立ち上がる。息をついて、竹刀しないを握る力を強めた。

「まだ一本目……。今度は僕がとる」

「あぁ、そうかよ」

　再び間合いをとって構えた二人に、ミコが号令をかけた。

「二本目──開始っ！」

「──イヤァッ！」

　覇声と共に飛び込んだ宗吉の体が、タケトの体を突つき飛とばした。その強さに思わずよろめくと、すかさず上段からの打ち込みが決まる。

「面──っ！」

　だが、危あやういところで攻こう撃げきを打ち返し、代わりにタケトは踏み込んで突きを放った。

「突きぃ──っ！」

　しかし宗吉は体をのけ反らせると、わずか鼻先を掠かすめるに凌しのいだ。

「甘あまいんだよ！」

　返す刀で切り上げた竹刀が、タケトのそれを弾く。無防備になった手首に刃やいばが迫せまった。

「小手ェ──っ！」

　すんでのところで防いだ鍔つばに当たり、事なきを得る。一いつ旦たん離はなれた二人は互いに息をついた。

「……ちっ、そう簡単にはいかねぇってか」

「こちらにも……譲れないものがあるのでな」

　構えた竹刀をぴたりとタケトの眉み間けんへ当てる位置に置き、宗吉は鼻を鳴らす。

「……フン。【天才】……つったっけな。あんたの顔、葵に似てるよ」

「……ほぅ」

「自分には不可能がないって面だ。自信満々で、恐れるものも何もなくて……いいよな、てめぇらは」

　奥おく歯ばを噛かみ締しめ、彼は睨みつけた。

「──行くぜえええ！」

　疾しつ走そう。剣道は間合いを徐々に詰めることも作戦の一つだが、彼には根っからそのようなことは頭にないらしい。常に勢い、力のままに突き進すすむ。

「めぇぇえええええんっ！」

　振り上げた切っ先が天を突き、そのまま鉄てつ槌ついがごとく落とされる。

「っ！　くそっ！」

　あまりに素す直なおすぎる攻撃へ、タケトは防ぼう御ぎよの構えをとった。しかし。

「……っ、ぐぉ……っ！」

　ばづんっ、という凄すさまじい音と共に、竹刀はへし折れた。破は片へんが散って地面にばらばらと落ちる。その瞬間、タケトの頭ず蓋がいに強きよう烈れつな一いち撃げきが下った。

「……っ！」

　悲鳴もなく、彼はその場に崩くずれ落おちる。視界が明めい滅めつし、脳がぐらぐらと揺ゆれた。吐き気けがこみ上げる。

「た、タケトさん！」

「行くな、上原くん！」

　駆け寄よろうとした佳奈に、ミコの叱しつ責せきが飛ぶ。

「会長命令だ。行くことは……許さん！」

「で、でも……！」

「……二本目だ。これで終わりだな」

　宗吉は息をつき、納刀する構えをとった。ゆっくりと頭を下げようとする。

「……まだ一本ではないぞ、隠塚くん」

「なに……？」

「たけと、生きてる」

　マイの指差す姿に、タケトは微び苦く笑しようする。死んだ方がいいような言い方だ。彼女らしいと言えばそうなのだが。

「完全に面が決まったわけではない。まだ勝負は決まっていないぞ」

「……おいおい、正気かよ」

　呆あつ気けにとられたような顔で、宗吉は言った。

「確かにそうかもしれねぇけどよ……こいつの姿見ただろ。これ以上の仕合はむ……」

　しかしその台詞の途と中ちゆうで、息を呑のむ。

「……あまりうちのタケトくんを、嘗めてもらっては困るな」

　口こう端たんを上げて、ミコが言った。

「彼はこれで中々、肉体派のところもあるのだぞ」

「……お褒ほめ頂き、恐きよう縮しゆくです」

　折れた竹刀を地面に突き立たて、タケトはどうにか立ち上がった。構えをとるも、ぐらぐらと視界は揺れている。おまけに全ての物が二重に見えていた。これは、かなり不ま味ずい状態なのかもしれない。

「て、てめえ……なに考えてんだ」

「仕合をするんだろう？」

　ふらつきながら、それでも切っ先だけは相手に向けることをやめない。

「まだ勝負は、ついていないぞ……！」

「常識で考えろ！　ただでさえ防具もないんだ！　これ以上やったらてめえ、死ぬぞ!?」

「……常識か」

　それがどうした。そんな風に、タケトは笑った。

「僕が、最も嫌きらう言葉だ」

「……なに？」

「【お前】もそうやって、諦めてきたんだろう。過去から流れ着いた常識という……ゴミのようなものを。掻かき抱いだき、眺ながめ、したり顔で呟いて。仕方ない。こうなってしまうのは当たり前だと。『オレとあいつらは違ちがう。大部分の奴は、そう考えているのだから』と」

　柄を握り締め、どうかすれば意識を喪そう失しつしそうな状態の己を必死で繋つなぎ留め。

「確かにお前の言う通り、夢は全ての人間が叶えられるわけではない……」

　息を吸い込んで、ゆっくりと吐いた。

「努力をしたから、報われるわけでは決してない。時に志半ばで倒れることもあるだろう」

「…………」

「しかし、だ。その現状を踏まえて、あえて僕は言おう」

　力強く、言い放った。

「【夢は諦めなければ叶う】……これは、純然たる事実だ」

「……なに？」

「僕は【天才】だ。だが、初めからそうだったわけではない。そして未いまだ、その境地には達していない。器うつわだけが先にあり、それに追いつこうとしている状態。この先どうなるかなど、分からない。だが、それでも僕は諦めない」

「それは……てめえに、幾いくらかは才能があるからだろうさ」

「ほざけ！」

　振り上げた竹刀を、勢いよく地面へ落とす。そして空いた手を、眼鏡にかけた。そのまま──後ろへ、放ほうり投なげる。

「才能があるかどうかなど、死ぬその直前まで分からんッ！」

「…………」

「いいか、夢は諦めなければ叶う。そう認にん識しきすることに間違いはない。だが、問題は」

　タケトはそこではっきりと、宣言する。

「問題は──志半ばで倒れるかもしれないその覚悟が、お前にあるのかどうかだ！」

「……なにが言いたい」

「お前は先ほど、逃避ではないと言った。だが、僕からすればそんなものは言い訳だ。クズにも満たない最低の詭き弁べんだ。お前は逃げた。最後の最後まで抗あらがわず、【どうせこんなところだろう】と、どこかで限界を勝手に示して。自分を試ためさずに尻尾しつぽを巻いて後退したんだ！」

「てめぇ……！」

「求めてる手を伸ばし続ける覚悟もなく、なにが【才能】だ！　寝ね言ごとをほざくのも程ほど々ほどにしろ！　少しは自分に喧嘩を仕掛けてみたらどうだ！　この──臆おく病びよう者ものがっ！」

　竹刀を振り払い、宗吉は叫さけんだ。

「オレに説教かよ！　いい御ご身み分ぶんじゃねぇか！」

「説教だと？　下らん。説教とは、相手のことを想おもって言うことだ。これはただの僕の怒り。敬けい称しようをつける価値もない、ソウキチという情けない男に向けた──ただの、憎しみだ！」

「……ぐっ」

「僕はお前が大だい嫌きらいだ。お前は自分の都合がいいよう逃げ道みちを用意して、そこに隠かくれて痛みをやり過ごし、苦労して進む人たちをただ羨うらやむだけの──クズ野や郎ろうだ！」

　そのまま、折れた竹刀を拾い上げると一歩進む。タケトは、尚なおも続けた。

「だから僕はお前などには負けん！　何度やられても立ち上がる！　そして──」

　間合いを詰めながら、少しずつ、それでも確実に。

「そして、お前に、勝つ……っ！」

　タケトは近づくと、上段から渾こん身しんの力で、

「……っ！」

　下ろそうとした直後だった。意識が、一いつ瞬しゆん喪そう失しつする。そして気が付いた時には、地面に倒れ伏ふしていた。

「くっ……ぐ……」

　立ち上がれ、と叱しつ咤たする。何度も、何度もそう言い聞かせた。だが、力が入らない。どんどんと抜けていく。

「くそ……っ！　くそ！」

「……あんた」

　呆ぼう然ぜんと立ったまま、宗吉が言った。

「あんた……なんなんだよ」

　力無く、そこで口元を緩ゆるめる。

「なんなんだよ、その、無駄な根こん性じようは」

　そして、大きくため息をついた。ぼそりと呟つぶやく。

「……やめた」

「なに……？」

「やめた。アホらしくなってきた」

　竹刀を納めると、宗吉は頭を掻いた。

「なっさけねぇ理由であんたと戦ってんのが馬鹿みたいに思えてきたっつってんだよ。んだよ、熱くなりやがって。こっちの立つ瀬せがないじゃねえか」

「勝負はまだ……ついて……ないぞ」

「オレの負けだ、負け」

　肩を竦すくめて、手を差し出だした。

「その無駄な根性には負けたよ。言うこと聞いてやるから、とっとと保健室に行きやがれ」

「…………」

　それを握って起こしてもらうと、タケトは宗吉の肩に担かつがれる。

「……いいのか？」

　その問いかけに、彼は苦笑した。

「……これ以上やったら、あんた再起不能になる。それに一番問題なのは、そうなってもあんたは何も後こう悔かいしないだろうってことだ」

　困ったように、眉まゆ根ねを下げて。

「そんな相手に逃にげる為ための剣けんを振れるほど……オレはまだ、堕おちちゃいねぇつもりだよ」

　そして、瞼まぶたを閉じて、首を振る。

「ただ……上う手まくいくかなんて保証はねぇぞ。オレは一度、逃げたんだからな。ここまでされちゃ、断れねぇけどよ」

　そこで、タケトも笑いながら言った。

「……そんなことを言っているが、本当は待っていたんじゃないのか？」

「ああん？」

「どこかでは期待していたんだろう。誰だれかが強引に連れ戻してくれることをな」

「……んなことねぇよ」

「そうか？　僕の幼おさな馴な染じみもそうだが……大たい抵てい、君のような人間は、素直じゃないんだがな」

「もっかい落とすぞ、コラ」

「それは勘かん弁べん願いたい」

　しばらく見つめ合って、二人はどちらともなく噴ふき出す。そのまま、笑い続けた。

「……臆病者か」

　宗吉は、もう一度、空を仰いだ。今度はどこか、眩まぶしそうに。

「きっついが……確かに、そうかもなぁ」

「……ソウキチ」

　そこに、

「タケトくん」

　静かな声で、ミコが近づいてきた。目の前で止まって、じっと見つめる。

「……はい、会長」

「勝ったのかな？」

「ええ、まあ、そのようです」

「……もう、終わったのだな？」

「そうだな。剣けん道どう部ぶでも、どこでも連れてってくれよ。煮にるなり焼くなり好きにしろ」

「ふむ……そうか」

　そこで、彼女はしばらくじっとしたままでいた。あまりに動きがないので、タケトは心配になって問いかける。

「あの……会長？」

「…………」

　すると、突とつ然ぜん、

「……頑がん張ばり過ぎじゃないか」

　じわ、とミコの目に涙なみだが浮かんだ。驚おどろいて、声も出ない。

「頑張り過ぎじゃないか……タケトくん！」

　泣きながら、彼女は跳とび上がると、タケトに抱だきついた。

「無む茶ちやするなよぉ、タケトくん……っ！」

　えぐえぐと嗚お咽えつを上げて、そのまま泣き続ける。

「しし、信じてたけど、不安だってあって！」

　子どものように、震える声で。

「と、途中から、す、すっごく心配してしまったじゃないかぁ──っ！」

「……すみません」

　思わず、苦笑した。首にかじりついたミコの背中を、ぽんぽんと軽く叩く。

「今度からは、気を付けますから」

「うう……でも、タケトくんは、タケトくんが思うように、行動をするんだぞ」

「どっちですか」

「りょ、両方だぁ！」

「そんな無茶な……」

「だ、だってキミは【天才】じゃないかぁ！」

「……まだあなたは、そうやって盾たてにする」

　それでも、タケトは、笑って頷いた。頭を撫なでながら、

「分かりましたよ。出来るだけ気を付けて、でも、躊ちゆう躇ちよはしません」

「……うん、それでいい」

　その姿へ、宗吉は呆あきれたように呟いた。

「本当、変な奴らだな」

「その通りだな」

　未だぐらつく頭で、タケトは苦笑した。

「だけど……だからこそ、信しん頼らい出来る」

　その目には、こちらへ駆け寄ってくる佳奈とマイの姿もまた、映っているのだった。










　　　第二章　意外な再会／二度目の攻防





　タケト達が再度、剣道部の道場を訪おとずれたのはそれからしばらく経たってからのことだった。腹と頭の傷を見せに保健室へ行ったところ、精密検査をする必要があると言われたためだ。

　不幸中の幸いというべきか、胴打ちされた箇か所しよは大きく腫はれ上がっていたものの骨にまで傷が及およんでいるわけではなかった。これはタケトが日ごろから体を鍛えていたということにも起因するのだろうが、一番可能性が高いのは宗そう吉きちがわずかに力を弱めていたことであろう、と思った。彼は否定したが、その頬ほほがやや赤くなっていたところを見ると恐おそらく事実。あれほどいきり立っていても、人を気き遣づかう心を残しているという優しさが、桜おう花かが宗吉を好きになったところの一つなのかもしれない。

　一番重要な面打ちされたところだが、これも大きなコブが出来た程度で収まった。こちらは、事前に防いでいたのがある程度ダメージを減らす効果をもたらしたのかもしれない。

　結果的にタケトは後に残るような傷は負わなかったが、診みてもらった千せん陣じん学園専属の医師にどうしてこんな怪我をしたのかと問とい詰つめられ、誤ご魔ま化かすのに苦労した。ともかく。

「…………」

　タケト達【裏生徒会】のメンバーに加えて宗吉を入れた五名の面々は、だだっ広い道場にそれぞれ座していた。

　一体、何なん畳じよう分の敷しき地ち面積を持っているのだろうか。想像もつかない。タケト達が座すわっている場所は中央辺りの仕合場、その左右の壁かべ際ぎわには剣けん士したちがずらりと正座して並んでいる。いずれもぴしりとした姿勢を保ち、微び動どうだにせず目を伏せていた。

（……重々しいな）

　武士道、という言葉を強く感じる空間である。視線を上にやると額がく縁ぶちがあり、誰が書いたものか【一意専心】という四文字熟語が筆文字で綴つづられていた。

「タケトくん、あの漢字はなんと読むのかね。いちいもっぱらこころか」

「会長、わざと読んでませんか。いちいせんしん、です」

「いちいせんしん……何事も進んだ技術は一位になるということだな」

「それは一位先進です」

「偉えらくなると心を深く潜もぐらせて活動することが必要、という戒いましめだな！」

「それは一尉潜せん心しんです。会長、わざと読んでいますね」

「場を和なごませようかと思って……」

　しかし周りにいる連中は、全く表情を動かさない。ミコは不満そうに頬を膨ふくらませた。

「ユーモアセンスもないと、いざという時に平常心を保っていられんぞ」

「そこに関しては同意致いたしますが、単純に会長のギャグがつまらないのではないですか」

「そ、そんなことないぞ。タケトくん、この靴くつ下したドイツんだ？」

「オランダ。だから会長、つまらないんだと」

「……ぷふっ」

「上うえ原はらさん!?」

　予想外な方向に受けたようだった。佳か奈なが口を押さえて、腹を抱かかえている。それを見てミコは、満足げに微笑ほほえんだ。

「あんたら、真面目まじめにやれよ……」

　あきれ顔で言う宗吉に、マイが頷いた。

「しんせいな道場ですぞ」

「そういうお前は神聖な道場でティラミス食ってんじゃねぇよ」

「てぃらみすではない……」

　きりっとした顔で、言い返す。

「かすたーどてぃらみすだ……！」

「いいから静かにしろって言ってんだよ！」

　宗吉は半ギレになって床ゆかを叩いた。それで、一いつ旦たんは静まり返る。再び雑音のなくなった空間で、タケトは口を開いた。

「ところで、部長というのはいつ来るんだ？　ソウキチ」

「さあ、わかんねぇな。一応、話は通ったみたいだが……」

　道場の前を掃そう除じしていた一年に、部長と話がしたいと告げると、一旦は忙いそがしいからと断られかけたが宗吉の顔を見た途と端たん、その生徒は慌あわてたように中へ駆け込んでいったのだ。そのまま数分待たされたものの、帰ってきた時には『面会の了解を貰もらえたので中で待つように』と告げられた。

　もうしばらくかかるかもしれない、とタケトは考え、だったらと何な故ぜか自分の膝ひざの上で正座をしているミコに小声で話しかけた。

「会長」

「ん？　なんだね」

「少しお尋たずねしますが、会長はもしや……宗吉のことを知っていたのではありませんか？」

　彼女はその問いに振り返かえって片眉まゆを上げたが、やがて前を向いて頷く。

「ん、まあな。そこまで深いところを知っているわけではなかったが」

「やはり、ですか」

　あの時、ミコが言いかけたのはこのことだったのだ。それほど有能な生徒であればこちらの方に割さく時間はないのではないか、という意味で投げかけた疑問に彼女はこう答えようとしたのだろう。

──あの隠き塚づか宗吉という男は、最近──剣道部の活動をしていないようなのだ

「……隠塚宗吉は優ゆう秀しゆうでありながら何かのトラブルを抱えている。普ふ通つうにスカウトしたところで彼が素直に協力してくれるとは限らないが、もしそれを解決したら、結果的にこちらへ引き込むチャンスとなるのではないか。そんな風に考えたのではありませんか」

「ふむ、最初はそう思ったな」

　マイが言っていた、『隠塚宗吉に期待しない方がいいかもしれない』とはこのことを意味していたのだろう。彼女はあれでも正当な報ほう酬しゆうで仕事をしているプロだ。正確で詳くわしい情報でない限りは無む闇やみに提供しないという信念を持っており、だからこそあそこであえて、ミコ以外には口にしなかったのかもしれない。

「今はどう思っていますか？　少々、厄やつ介かいなことになりそうですが」

「君はどう思う。宗吉はそのような苦労をしてもウチに引き入れるべき人材だと思うか？」

　タケトは顎に手をやり、考えた。だが、それほど時間をかけることもなく彼は口にした。

「そう、思います」

「……ふむ。そうか。私もそう思う」

　ミコはタケトに背中を預けながら、

「隠塚くんは少々荒あらっぽいが、誤りを正せる男だ。本当に捻ねじ曲まがった人間は、何をどう言われてもどこかに逃げ場所を探してそこに駆かけ込み、聞かない振りをする。しかし彼はタケトくんの訴えを真正面から受け止め、考えた後に行動した。中々に見どころはあると思う。それに、あの強さは、見事だ」

「僕ぼくもそう思います。それに……あの男、どこか見捨ててはおけません」

　まるで、昔の自分を見ているようで。ミコが、くすりと笑った。

「キミも中々にお人ひと好よしだな。打算的に見えて熱情的、冷れい酷こくに見えてその実どこかそう徹てつし切れていないところがある」

「……未熟なのかもしれませんね。まだ」

「そこが良いのだよ」

　噛み締めるように、ミコは言った。

「タケトくんはそうでなくてはならない。その想いが、この学園を変えるのだと私は思う」

　微笑んで、タケトは頭を下げた。

「ありがとうございます」

「うん。……うん、タケトくん？」

「はい？」

「ちょっと……顔が近いぞ」

　ミコは自分の膝の上に乗っている。そのため、タケトが頭を下げると、仰あおぐよう見上げた彼女の顔とほぼくっつくくらいの近さになるのだ。

「いや、それは会長が僕の膝の上に居るからでは……というか今いま更さらですが、なぜわざわざそんなところで正座をするのですか」

「冷たい床の上よりキミの温かさを感じていたいのだよ」

「……そうですか」

　そんなものか、と納なつ得とくする。そんなタケトを見て、ミコはなぜか頬を赤らませた。そして視線を戻もどし、呟く。

「……中々に思い切った台詞だったのだが、通じなかったか」

「なにか言いましたか？」

「ん、なんでもない」

　ふるふるとミコが首を振ったその時だった。軋きしむような音を立てて、奥おくにある扉とびらが開く。

　そこから現れたのは、女性と見み紛まがう程ほどに整った顔をした少年、御み納のう葵あおいだった。

　彼は音もなく道場を歩きながら、ちらりとこちらを見る。

　タケト、ミコ、佳奈、マイに会え釈しやくをした。しかし、宗吉を見た瞬しゆん間かん、露ろ骨こつに顔を顰しかめる。

「……よくこの道場に顔を出せましたね、隠塚先せん輩ぱい」

　宗吉は沈ちん痛つうそうな面おも持もちを見せ、しかしそれでもしっかりと前を向いて口を開いた。

「葵……お前の言いたいことは分かる。でもな、オレは」

「言葉など無用です。全すべては結果のみが語る。どう言い訳をしようと、あなたが逃げたという、その事実は変わりません」

　完かん膚ぷなきまでに拒きよ絶ぜつの意を示した葵に、宗吉は息をつく。

「……そうだな。その通りだ」

「頑がん固こだな、キミは」

　ミコが呆れたように、肩かたを竦めた。

「少しは柔じゆう軟なんさを持たなければ、この先やっていけんぞ？」

「お言葉ですが、ボクは今までずっとこうしてきました。これから先も、己おのれを貫つらぬいていくつもりです」

「……それが原因でもし、敗北を帰すことになったらどうする？　愚ぐ直ちよくなまでの道が必ずしも、全てにおいて成功を生むわけではないぞ」

















　タケトが発した質問へ、葵は少し沈ちん黙もくする。だが、彼ははっきりと答えた。

「ボクがボクとしての生き方をまっとうし、その結果、何らかの失敗を犯おかしたのならそれまでです。その時は、潔いさぎよく負けを認めますよ」

「なるほど。立派なことだな」

　恐らくは本心だろう。だが、それだけに少し葵の弱点が見えた気がした。

（……どうやら、彼は物事を真まっ直すぐ見過ぎるきらいがあるようだな）

　それが理由で失敗してもその事実を認める程度の気持ちはあるようだが、それとてまさかそんなことはないだろう、という感情が見え隠れしているように思える。だが、その自信こそが隙すきになるということもあった。

　葵はそのまま進んで前方、左方に腰こしを下ろす。定規を入れたかのように真っ直ぐとした姿勢を保ち、そのまま沈黙した。

　それを見計らったように、どたどたという乱暴な足音が響ひびく。

　次ついで、閉められた扉が再びがらりと開いた。

「ソウちゃん！」

　現れたのはタケトの予想通り、紫し咲ざき桜花だ。彼女は息を切らしながら何度も肩を上下させ、宗吉を見て目を輝かがやかせる。

「やはり、戻ってきて下さったのですね！」

「……オウカ」

「わたくしは信じておりました。ソウちゃんがこのまま終わるはずはないと！　ああ……ソウちゃん！」

「いや、落ち着けってお前」

「落ち着いてなどいられますか！　わたくしは……ずっと、ソウちゃんのことを……！」

「オウカ！　落ち着きなさい！」

　今にも駆け出さん勢いで喋しやべるオウカを止めたのは、聞き覚えのある声だった。

　彼女の後ろから出てきた人物に、タケトは目を見開く。

「部長がすぐに来られるのよ？　失態を見せないで」

「……も、申し訳ありません。室むろ伏ふし殿どの」

　いつもと違い、白い道着姿ではあるが、その顔を見み間ま違ちがえるはずはなかった。特とく徴ちよう的てきなサイドテールの髪が、長身のオウカに向かって指を突き付つけた拍ひよう子しにふわりと揺れる。

「……朱あか音ね？」

「あなたはどうしてそう、隠塚宗吉のことになると我を忘れるの。いくら成績がいいと言っても自制する心を忘れる様では、今度の大会で……え？」

　彼女もまた気付いたようだった。くるりとこちらを向いて、次の瞬間、先ほど注意したことも忘れて思い切り我を忘れた。

「え……ええええええええええええええっ!?」

　飛び上がって、着地した後にのけ反る。

「どど、どうしてここにタケトがいるのよ!?」

「……それはこちらが訊ききたい」

　訝いぶかしげな顔で、タケトは尋ねた。

「どうしてお前がここにいるんだ。【生徒会】の仕事はどうした」

　室伏朱音。タケトの幼馴染であり、生徒会の【会計】を担にない、千陣学園の風紀を取とり締まる【生徒会執しつ行こう部ぶ】の部長でもある。

「あの、タケトさん……あの人って、前にライブに来ていた人ですよね？」

「ああ、そうだな」

「剣道部の部員さんだったんですか？」

　佳奈の質問に、タケトは首を傾かしげた。以前の件があってから、朱音とは一いつ切さい会っていなかったため、この学園における彼女のことに関しては何も知らないのだ。

「わ、わたしは【生徒会執行部】よ。取り締まる相手がどんな手で向かってくるか分からない。だから武道一いつ般ぱんには通じておく必要があるのよ」

「なるほど、それで剣けん道どうを習っているのか」

「そうよ。……それより、あなたこそどうしてここにいるのよ」

「私がいる以上は自明の理だと思うが？」

　タケトの膝の上で、ミコがふんぞり返った。それを見て、朱音が目を吊つり上あげる。

「あ、天あま音ねミコ！　あんたが来たってことはまた【裏生徒会】の……っていうか！　ちょっと！　どうしてあなたがタケトの膝の上に乗ってるのよ!?」

「ここが私の特等席だからだが」

「一体いつ決まったのよ、そんなの！　認めないわよ！」

「キミが認めなくてもこちらには契けい約やく書しよがあってな……」

「ありません」

「ここにある」

　ミコは取り出して、朱音に突き付けた。薄うすい紙に、【わたし、郡こおり武たけ人との肩と膝の上は天音ミコの特等席であるとここに認める　タケト】と書かれ、【天音】と判子まで押おしてあった。

「どう見ても会長の捺なつ印いんなのですが」

「見解の相そう違いだな。これ以上は水みず掛かけ論ろんだ」

「思い切り物証があるのですが!?」

「ちょ、な、なによそれ！」

　慌てたように、朱音はずかずかとこちらへ歩み寄った。

「よこしなさいよ！」

「やーだよー」

　奪うばおうとする手から逃のがれ、ひらひらと踊おどるように舞まうミコ。それを見て唸うなり、朱音は懐ふところからペンが収納出来るタイプのメモ帳を取り出した。一枚破ってそこに、すらすらと何かを書かき綴る。そして、

「タケト！　ここに判子押しなさい！」

　と、差し出した。【郡武人は室伏朱音に膝と肩の上を貸す。後、言う事も聞く　タケト】と書かれている。

「押すと思っているのかお前は」

「なんでよ！　天音ミコには押したんでしょう!?」

「お前の目は節穴か。よく見ろ。あれは会長の判子だ」

















「じゃ、じゃあわたしが判子を押せば通るのね!?」

「物もの凄すごく無む茶ちや苦く茶ちやなことを言い出したな……」

　なぜかじわりと目元に涙を浮うかべて、朱音は紙をぐしゃぐしゃと握にぎりしめた。

「も、もういいわ。こ、こんなの気にしてないんだから。大体あなた、よくノコノコとわたしの前に姿を現せたものね。自分が何をしたか分かっているの？」

「どちらかと言うとお前が僕の前に姿を見せたんだが……」

「それくらい予想していなさいよ！」

「神様か僕は」

「神にくらいなりなさいよ！　面接受けたらいいじゃない！」

「創造主を正社員扱あつかいするな」

　大分混乱している……とタケトは思った。こと、朱音はミコと関かかわると冷静さを失うようだ。これは何も言わない方がいいと黙だまっていると、ようやく彼女は落ち着いたようだった。真っ赤になっていた顔が、戻っていく。

「……ちょ、ちょっと何かが分からなくなっていたわ」

「だろうな」誰しもの共通認識だろう。

　こほん、と場を誤魔化すように咳せきを一つ、朱音は言った。

「ま、まあいいわ。あなたも反省しているだろうし……」

「いや、全くしていないが」

「し、しなさいよ！　してるってことにしなさいよ！　話が進まないでしょ!?」

「お前……まあ、いい。分かった。してるということしておく」

　妙みような言い方だが彼女は満足したようだった。頷うなずいて、腕うでを組むとそっぽを向く。

「ま、まあ、それなら許してあげないこともないわ。昔からあなたは、何をするにも依い怙こ地じだったものね」

　頷く。正確には、【天才】を目指し始めた頃ころからだが。

「でも、わたしのプライドを傷つけたことは許しがたいわね」

「それは悪かったな」

「……本当にそう思ってるんでしょうね？」

　じろ、と睨にらまれて、タケトは首しゆ肯こうした。

「まあ、結果的にお前を道どう化けにしてしまったことに関しては悪いと思っている」

「そ、そう……。でもね、言葉だけじゃダメね」

「じゃあどうすればいいんだ」

　そこで、朱音は黙り込んだ。ちら、ちら、とタケトを見る。口をもごもごとさせて、何かを言いたそうにしていた。だが、形には出さない。

「なんだ」

「……あの。あなた、明日は暇ひまかしら」

「勉強をしている」

「ぐっ……」怯ひるみそうになるも、朱音はもう一度、問いを投げかけた。「じゃ、じゃあ、来週は？」

「【裏生徒会】の仕事があるな」

「ら、来月は!?」

「テストが始まるから今までの授業のおさらいをしなくてはならな」

「な、なによー！」

　両手を上げて、彼女は喧々と抗こう議ぎする。

「芸能人!?　芸能人なの!?　なんでプライベートがそんなに充じゆう実じつしてんのよ！」

「……充実してるか？」

「タケトさん、タケトさん」

　後ろから小声で呼びかけられ、タケトは後ろを向く。佳奈が口に手を当てて言った。

「察してあげなくちゃダメですよ。室伏さんは、きっとタケトさんとデートをした……」

「Son of a bitch the kick ass!（うるせぇ、ケツ蹴けり上げるぞ！）」

　道どう着ぎの背に手を入れた朱音が、ずるりと円えん筒とう状じようの黒い何かを取り出した。彼女が得意とする得物、【ショットガン】だ。

「ひぁぁ！」

　エアガンであると言えど改造をしてあるらしく、相当に威い力りよくがある。がしゃんっ、とポンプを引く音を立てて佳奈に向けた。

「余計なことは言わなくていいの！　あなたは黙っていなさい！」

「は、はい！」

「……【生徒会】の会計ってこんなにきつかったか？」

　宗吉が訝しげな声を出すが、タケトには答えられない。昔から、自分とやりとりとしているとたまに彼女はこうなるのである。理由は不明だった。

「なんだ室伏くん、キミはタケトくんとデートがしたかったのか」

　ミコがにやにやとしながら、やってきた。朱音の腰に手を当てる。

「それならそうと、素す直なおに言えばいいじゃないか」

「そ、そんなことないわよ。なにを言ってるの？　大体、幼馴染なんだから今更デートもないでしょう」

　鼻を鳴らしてそっぽを向いた彼かの女じよに、タケトは頷いた。

「そうだな。別に特別話をすることもないだろう」

「ありなさいよ！」

「どっちなんだ、お前は!?」

　もうわけがわからない。ショットガンの銃じゆう口こうを突つき付けられて目を白黒とさせるタケトだったが、彼女は背後からの声に目を見開いた。

「朱音、その辺りにしておきなさい」

　反応は速かった。素す早ばやく体勢を戻すと、ショットガンを仕し舞まう。

　いや、彼女だけではなかった。それまでのタケト達のやりとりをきょとんとしたまま見守っていたオウカも、何をやっているのだと馬ば鹿かにしたような顔をしていた葵も、即そく座ざに直立不動の構えをとる。

　一いつ瞬しゆんで、場に張りつめた糸のような緊きん張ちようが渡わたった。

「平常心是道ですよ。普ふ段だんの貴女あなたらしくありませんね」

　朱音は振ふり返ると、踵きびすを合わせて角度良い敬礼をした。

「し、失礼致しました！」

　その時、彼女の背中越ごしに隠れていた後ろが見えて。

「……なるほどな」

　予想はしていた。朱音が居る以上、あの人がいないわけではないと。

　例えるならば、一本の真しん剣けんだろう。危あやうさの中に芸術としての優美さを見せ、容易たやすく人を惹ひきつけるが持ち主以外には、決して傍そばまで近づけさせない畏い怖ふをも兼かね合あわせている。

「……お久しぶりですね、【裏生徒会】の方々」

　形良い唇くちびるから、静かな言葉が紡つむがれる。

「何か、お話があるとかで。稽けい古こ前であまり時間は取れませんが、それで宜よろしければ」

　大和やまと撫子なでしこかくやという佇たたずまいを見せながら、その人物──生徒会・副会長……千ち早はや静せい香かは、微笑んだ。

「剣道部、部長の私がお聞き致しましょう」

　タケトの脳のう裏りを、嫌いやな予感が過る。なるほど、彼女が出てきたかと。これは、相当に面めん倒どうなことになりそうだ。

　静香はその名の通り、静かなる仕草でその場に正座した。傍かたわらには、自らの得物である日本刀──模造品ではあるが──を置く。

「して……本日は、どのようなお話でしょうか？」

「ふん、キミか。だったら都合良い」

　ミコはその場にどっかと座って、胡坐を組んだ。不敵に笑い、

「【生徒会】に気を遣つかう必要などないからな」

「あ、あなたねぇ！」

　しかしその態度にも少しの動どう揺ようも見せず、静香はくすりと笑い返す。

「貴女に遠えん慮りよなどという言葉が存在していたこと自体、私にとっては殊こと更さら、意外でしたね」

「本来なら持ち合わせているのだがな。しかし私は、場を弁わきまえる人間なのだよ」

「それはそれは。では私も、遠慮しないことに致しますね」

　表面上はどちらも笑え顔がおである。が、そこには互たがいを思おもい遣やる心などない。

「……なんだか、怖こわいんですけど、タケトさん」

「安心しろ。少なくとも君に被ひ害がいが及ぶことはないだろう」

「それはそうでしょうけど……」

「かな、あめ食べる？」

「ありがとう。マイちゃんは無敵だね……」

　ここに入ってきてから延々とマイペースにパソコンをいじっていたマイは、やはり我わが道みちを突っ走ぱしるがごとく自由だ。受け取った飴あめを食べる佳奈に頷いた後、再び作業を始めた。

「それで、今日はどのような御ご用ようで？」

「ああ、それなのですが、千早副会長」

　タケトは、早々に本題へ入ることにした。焦じらしていては、いつミコと静香の対決が再び始まるとも知れない。

「ここにいる隠塚宗吉という男はご存じですね？」

「……ええ」

　タケトに促うながされ、宗吉は立ち上がると前に出て頭を下げた。再び、そのまま正座する。

「確か──先日、葵との仕合後に我が剣道部から出て行き、それ以降戻ってきてはいない、と聞きましたが」

「……その通りです」

　宗吉が口を開く。弁明めいたことを口にしない。彼かれは事前に、そう言っていた。

「正直にお話しします。オレは、葵に敗北してから後、それを認めることが出来ず、この場から逃げ出しました」

「……ソウちゃん」

「なるほど。情けのない話ですね。剣士に有るまじき行こう為いです」

　容よう赦しやのない一言が静香から放たれるが、彼は動揺する素そ振ぶりを見せなかった。真っ直ぐと見つめて、頷く。

「その通りです。言い訳も出来ません。オレは情けない男でした」

「なるほど、お認めになると。それは結構ですが……それで、そんな貴方あなたが今更ここに何の御用ですか？」

「千早副会長、ソウキチは……」

「率そつ直ちよくに言う」

　床に三つ指をつくと、宗吉は深々と頭を下げた。そして、はっきりと告げる。

「オレをこの部活に戻して欲ほしい。もう一度、剣道をやってみたいんだ」

「お前……」

　タケトは目をしばたたかせた。本人から申し出るとは思っていなかったのだ。

「ソウちゃん！」

　嬉うれしそうな声が、道場内に弾はじける。

「良かった……やはり、郡殿どの達たちに頼たのんで正解だったのですね!?　わ、わたくしは……！」

「オウカ」

　静香の静かなる叱しつ責せき。しかし彼女はそれだけで、黙り込んでしまう。有う無むを言わせない調子が刃やいばのように突き刺ささったからだろう。

「成なる程。一度出て行ったにも拘かかわらず、もう一度、剣道をしたいから戻して欲しいと。そう言うわけですね」

「……部長の言うことは尤もつともです。都合の良い話だと、オレも思います。ですが」

「……ですが、彼は再度、挑ちよう戦せんしてみようという気き概がいを持った。そこは評価するべき部分ではありませんか」

　静香が、そう発言したタケトを見た。

「夢破れた人間が、挫ざ折せつの中で闘とう争そう心しんを持ち、舞い戻る……成る程。美しい話ですね」

「そう思うなら、了りよう承しようしてやれ。別に難しい話ではないだろう。彼はまだ退学届も出していないんだ」

「そうですね」

　ミコの言葉に軽く頷いて、彼女は続ける。

「確かに彼……隠塚宗吉はまだ剣道部を辞やめる、と言ったわけではありません。ですから、戻すことは可能でしょう」

「それなら……隠塚さん、また剣道をやれるんですか!?」

　身を乗り出して尋ねた佳奈に、静香は微笑んだ。そして、こう断言する。

「──駄だ目めです」

　宗吉が目を見開いた。オウカもまた、ほっとしかけていた表情を固める。

「……なぜですか」

　タケトは、全員の想おもいを代弁するがごとくそう訊いた。

「なぜ、か。説明するまでもない質問ですね。隠塚宗吉、彼が敗北者だからです」

「敗北者……？」

「この千陣学園は並なみ大たい抵ていの成績では入ることが出来ない。しかし入学して尚、熾し烈れつな争いは続き、優秀な人間の中で選ばれた更さらに優秀な人間だけが卒業を許されます。その中で最もやってはならぬこと。それは、敵、そして自分自身に背を向けて逃げ出すことです」

「しかし、隠塚くんはそんな自分を反省して……」

「反省しようが、しまいが、そんなことは関係ありません」

　ミコの意見を一刀両断して、静香は言った。

「隠塚宗吉が葵だけでなく、己に負けてここを去ったのは厳然たる事実。修しゆ行ぎようの道は常に一方通行。戻って休んでやり直そうなどという軟なん弱じやく者を受け入れるほど、この学園の懐は広くありません」

　宗吉は、返す言葉もなく黙り込んだ。握りしめた拳こぶしを、膝に叩たたきつける。

「物事を極きわめるとは、つまりそれほどに辛つらく苦しいことなのです。一分、一秒と無む駄だにする時間を持たず、己を常に高め続ける。余計なことを考えない。それが出来ないというのならば、隠塚宗吉……その時点で、貴方には【才能】が無かったということですよ」

「……そうだな」

　宗吉は息をついた。ひどく肩を落としながら。

「あ、あんまりです！」

　佳奈が立ち上がると、静香に向かって訴うつたえた。

「た、確かに隠塚さんは一度、諦あきらめたかもしれません！　だけど……！　だけど誰だって、自分を疑う時があるはずです！」

「上原佳奈。では尋ねますが」

　真っ直ぐと見み据すえられ、彼女はぐっと押し黙る。

「精神的な問題を置いて、貴女は……自分に才能が無いと思ったことがありますか？」

「そ、それは……」

　答えに困ったかのように目を逸そらし。佳奈は、しばらくしてから首を振った。

「あ、ありません。わたし、歌が好きだから。それしか、頭になかったんです」

「そう。それはとても素す晴ばらしいことですね。そして……同時に正解でもあるのですよ」

　微び笑しようを携たずさえて、静香はタケトと、その傍にいるミコへ視線を合わせた。

「本当に才溢あふれる人は、自分が夢を叶かなえられないのではないかなどとは思いません。いくら謙けん虚きよにしていても。どれだけ謙けん遜そんしても。どこかに強固な自信を持っているものです。だから疑わない。己を信じ続ける。それが【才能】です」

「己を信じ続ける、才能……ですか」

　タケトがそう言うと、彼女は頷いた。

「郡武人、そして天音ミコ。貴方がたもそうでしょう。揺ゆるぎない意志をもって我が【生徒会】に抗あらがった。そこには、自分たちならやれるという確信があったはずです」

　そして、宗吉を見る。

「だが、そこにいる隠塚宗吉にはそれがなかった。だから逃にげた。惰だ弱じやくで脆ぜい弱じやく。無能で無価値。そんな者に……戻る場所など、もうありませんよ」

　タケトは、奥おく歯ばを噛かみ締しめた。

（……正論か）

　逆らう部分も見当たらない程に。厳しい。確かに厳しいが……それは真実だ。

　他の学校は生徒を育はぐくむことを目的としている。だからやり直しのチャンスは与あたえられて然しかるべきだ。だが、千陣学園は特別な場所だ。

　ここに至ってはそんななまぬるい精神はない。

　誰よりも強く。誰よりも賢かしこく。誰よりも美しく。

　ただそれだけが目的だ。もとより、生徒をサポートしようなどという心はない。少なくとも、氷ひ室むろ当とう世せいが統治する内は。……だから。

「……副会長の仰おつしやることは尤もです」

　タケトは、

「しかし」そして、「しかしだ」

　ミコは──、

『その言い方は──気に入らない』

　二人は、抗うのだ。

「……何かご意見でも？」

「大いにあるとも」

　ミコは立ち上がると、腕を組んだ。その際に、羽織っている【旧・生徒会服】がはためいて揺れる。彼女の兄であり、元この学園の生徒会長であった男の象しよう徴ちようが。

「良いか？　私が、そしてタケトくんが、上原くんが、マイが、キミ達たちに逆らったのは別に確証があったわけではない。ただ腹が立ったからだ。理り不ふ尽じんだと思ったからだ。一発殴なぐりたいと思ったからだ」

「……それはあまりに単純ですね」

「そう、単純だ。何も難しいことはない。勝手に人を分ぶん析せきしていい気になってくれるなよ」

「副会長。ソウキチは確かに逃げた。それは言い逃れ出来ません。しかしだ。才能があるからこそ、不安になることもあります。進めば進むほど、足りないものは見えてきます。それは彼が努力をし続けた結果だ。ソウキチはそのことが分からず、そこが【限界】だと勝手に決めて逃げたに過ぎない」

「なにを仰りたいのですか？」

「あなたは先ほどから、全てを知っているように話している。だが、会長の言う通り僕ぼく達たちのことさえも見み抜ぬけていない。そんなあなたが、どうしてソウキチに才能がないと言えるのでしょうか？……あまり、この男を侮あなどらないで頂きたい」

　膝の上に置いた手を、ぎゅっと握り。タケトは宗吉を見ながら言った。

「タケトくんの言う通りだ。隠塚くんはひょっとすると、ここにいる連中を──千早、キミさえも追おい抜ぬく才能をもっているかもしれんぞ」

「彼が？」

　口角をわずかに上げて、静香は嘲ちよう笑しようするように返す。

「それは、とても面おも白しろい冗じよう談だんですね。貴女の話す言葉で初めて笑えた気がします」

「冗談かどうかは、実際に見てもらった方が早いのではないか？」

　つかつかと歩み寄り、ミコは床に手をつくと、どっかとその場に足を投げ出した。

「天音ミコ！　副会長に無礼な──！」

「仕合をしたい」

「……なんですって？」

　怒いかりのまま取り押さえようとした朱音は、その台詞せりふに止まった。

「仕合……ですか」

　意味が分からないのだろう。きょとんとした顔で、静香は目をしばたたかせた。その表情に、ミコは満足げな笑えみを浮かべ、

「ああ。仕合だ。キミのところにいる五人と、隠塚くんを入れたウチの五人で──剣道の仕合をしないか？」

「お、おい、天音さん！」

　慌てたように、宗吉が止めに入った。

「なに言ってんだ、あんた！　無む茶ちやにも程があるぞ！」

「そ、そうですよ、会長さん！　わたし、剣道なんて出来ませんよ!?」

　同調する佳奈はしかし、横手から引っ張られて、マイの方を向く。

「な、なに？　マイちゃん」

　マイの声が聞こえてくる。

「みこもむりだって理解してる。だけど、だいじょうぶ」

　それに、タケトは微笑んだ。

（そう。よく分かっているな、マイ）

　彼には、ミコが何を考えているかは分かっていた。正せい攻こう法ほうにいったところで、静香は宗吉の帰き還かんを許さないだろう。だとすれば、許されるように仕向ければいいのだ。

　多少強ごう引いんでも、場を、流れを承しよう諾だくの方向にもっていく。

　ミコが後ろ手に、小さくピースサインを出した。後は任せたぞ、というサインだ。

　彼女がはったりをきかせる。そして、そのサポートを自分が行う。

　それは信しん頼らいの証だ。それに彼女は、その無む謀ぼうな提案を本当の意味で不可能であるとは思っていない。

（なにせ──ここに、【天才】がいるからな）

　何とか出来ると思っているのだ。郡武人という人間が。

「……本気ですか？」

「ああ、本気だとも」

　自信満々に、ミコは言った。

「その仕合を行えば、キミは自らの愚おろかな発言を悔くいるだろう。隠塚くんを決して失いたくないと思い、自ら申し出てくるはずだ。──彼を、剣けん道どう部ぶに戻して欲しいとな」

「…………」

「副会長！　聞いてはいけません！」

　朱音が必死の説得をする。

「この女のことです！　また良からぬことを考えているに違ちがいありません！」

「なんだ、人を詐さ欺ぎ師しのように」

「前回が前回だったじゃないの！」

「あれは単純にキミが勝手に勘かん違ちがいして恥はじを掻かいただけだろう？　違うのか？　んん？」

　いじめっ子である。

「うっ……ぐ、うう！」

　涙なみだ目になった朱音が、背中に手を入れた。

「さ、Son of a bitch──」

「朱音」

　清流のごとき淀よどみない声が、スラングを止める。

「気を静めなさい。神聖な道場でそのような口くち汚ぎたないことを言うものでありません」

「……も、申し訳ありません」

「天音ミコ」

　呼び声一つ。静香は、息をついた。

「……分かりました。その申し出、受けましょう」

「ふ、副会長！」

　微笑を作り、彼女は続ける。

「ですが、一方的にあなたの意見を取り入れるのもなんですね。こちらからも条件を出しましょう」

「条件？　なんだ、言ってみるといい」

「そうですね。まずは一つ、そちらの大将を隠塚宗吉にすること」

「隠塚くんを？　何な故ぜだ」

「部への復帰をかけた仕合なのです。その張本人が、こちらの大将である私を相手どるのが筋というものでしょう」

　その時、タケトは静香の視線がわずかに動いて桜花を見たのに気付いた。それに目を細め、しばらく考えたが、伺うかがいを立てるようにこちらを見たミコに頷く。

「……いいでしょう。それで構いませんよ」

「結構。……後は、もう一つ」

　そして彼女は、その冷ややかな視線を射い抜ぬくがごとくミコに放って。

「もし、この仕合に貴方がたが負けた場合」

　その、鮮せん烈れつとも呼べる返し技わざを仕し掛かけた。

「──【裏生徒会】は全員、その場で解散。以後は、私たちの指導に従って頂きます」

「そ……そんな！」

　佳奈は首を振る。

「なにも、そこまで……！」

「こちらの決定に異を唱えたのです。それくらいはやって頂きませんと。それとも、大きく出た割に……そこまでするのは、恐ろしいですか？」

　あからさまな挑ちよう発はつだった。断るように仕向けているのだ。ミコは静香の視線を真っ向から受けた。

「か、会長さん……！」

「…………」

　彼女はしばらく黙ったままだったが、やがて口を開く。

「タケトくん。……いけるか？」

　タケトは、躊躇ためらいもなく答えた。

「──問題ありません」

「よし、決まった！」

　手を叩き、そして、静香に向かって指を差した。

「ではその条件で仕合を行おうではないか！」

「……本当に宜しいのですね？」

「タケトくんが大だい丈じよう夫ぶだと言ったのだ。では、大丈夫なのだよ」

「あ、あなた……」

　信じられないものを見るような目で、朱音が言う。

「……タケトと出会ってまだ少しなのに、どうしてそんなにあいつを信用してるのよ」

「それはタケトくんが、タケトくんだからだ」

　髪かみをさらりと流して、ミコは小首を傾げた。

「他に、必要な言葉があるか？」

「……くっ」

　何かに負けたような表情で、朱音は奥歯を噛み締める。

「わ、分かったわよ。副会長がそれでいいというなら、わたしに異論はないわ。でも、もしあなたたちが負けたら……」

　そこで耳まで赤くして、朱音は叫さけんだ。

「たたた、たた、タケトは、ここ、こちらに頂くわよっ！」

「あげん！」

「もらうわよ！」

「あげん！」

「……僕の意見は一切無視か？」

　置いて行かれた気分である。

「宜しい。互いに条件が合がつ致ちしたところで、十日後にこの道場で対決。それで良いですね？」

「ああ、もちろんだ」

　静香の問いにミコは深く頷いて、羽織った【旧・生徒会服】を払はらった。

「それでは楽しみにしているがいい。私たちの──完全勝利する姿をな！」



「……カッコいいことを言ったのはいいけどよ」

【裏生徒会本部】。薄うす汚ぎたなくうらぶれた部室で、宗吉は出された茶を飲んで湯呑を置いた。

「あんたら、剣道やったことあんのか？」

　マイとパソコンでオセロをやっていた佳奈は、慌てたように首を振る。

「い、いえ、あの、わたし運動は本当にダメで……逆上がりも出来ないんですよ」

「そっちのチビ……マイだっけか。お前は」

「……これでもかつては剣けん聖せいとよばれた女よ」

「なに？」

　クリックして黒のコマほとんどを白に変えて、マイは言った。

「ネットの中で」

「速すみやかにヴァーチャルの世界に帰れてめえは」

「ぎょい」

　宗吉はタケトへと視線を移し、そこで小首を傾げる。

「あんたは確か経験あるんだよな？」

「あるにはあるが、あくまでも基き礎そしか知らん。相手はセミプロにも等しい連中だからな。僕などが敵かなうはずもないだろう」

「……清すが々すがしいほどに敗北宣言しやがって。で、あんた、会長さんは？」

「私か！」

　ミコは齧かじっていた煎せん餅べいを置いて、椅い子すの塔とうの上に立った。足をひじ掛かけの上に置き、腕を組んで明後日の方向を向く。そして彼女は、堂々と言い放った。

「経験は──ないなっ！」

「大方予想してたが、そう胸を張って言われるとイラッとするもんがあるな、おい」

　こめかみをひくつかせた宗吉が、平手で机を叩く。

「どうするんだよ！　素人しろうとばっかりか！　こんなんで勝てるわけねぇだろうが！」

「うむ。しかしあの場合、ああでもしないと要求は受け入れて貰もらえなかったと思うが？」

「……まあ、そうだけどよ」

　タケトの指し摘てきに渋しぶ々しぶと頷き、宗吉は頭を抱えた。

「だからって十日の間であいつらに勝てるよう、お前らを鍛きたえるなんて不可能に近ぇぞ」

「なせばなる！」

　ミコは再び、立って足をひじ掛けの上に置いた。腕を組んで、明後日の方を向く。

「なさねばならぬ──何事も！」

「さっきからあんたはそのポーズをとらねぇと何も言えねぇのか！　ぶっ殺すぞ！」

「おお、犯罪宣言だー」

　タケトは言った。

「会長になんという口の利きき方かたをするんだ。世が世なら磔はりつけ獄ごく門もんの上市中引き回し、最終的に温泉に入ってコーヒー牛乳だぞ」

「最後だけちょっと気を利かせんな！　そこまでやったんなら行くところまで行けよ！」

「行くところまで行けだと……隠塚くん、キミはマゾだったのか」

「非道覚かく悟ごで堕おちることに陶とう酔すいする……。なるほど、真性のマゾだな」

「隠塚さん、マゾだったんですか？」

「きっこうしばりはまかせろ」

「あんたら全員オレを馬鹿にするために存在してんのか！」

　もう少し遊んでもよかったが、これ以上は彼の体力が持たないだろう。ぜえぜえ言っている宗吉を見て、タケトは息をついた。

「……無謀なのは承知の上だ」

　厳しい目で、彼を見据えて。

「しかしソウキチ。一度道を外れた者が元に戻ろうとする時、そこにはリスクが伴ともなって当然だろう。ことこの学園においては、そのハードルが高くなることは分かっていたはずだ」

「……ぐっ」

　反論出来ないのか押し黙る。タケトは続けた。

「勝利はする。いや、しなければならないんだ。どれだけ厳しい条件があってもな」

「で、でもよ。負けたらあんたらまで解散させられるんだろ？　よくわかんねぇけど、あんたらだってあの【生徒会】に喧けん嘩か売ってんだ。それなりの理由があってのことだろうよ。それなのに、オレのためにあんな大それたこと言っちまって……本当によかったのか？」

「いいわけないな」

「いや、だったら！」

「だが、ああしなければお前を助けられなかった。だったらそれを選せん択たくする。それのどこに問題があるんだ？」

　わけがわからない、といった顔で宗吉が自分を見る。だが、その考えはここにいる全員がもっているはずだった。ミコが口を開く。

「隠塚くん、私たちは確かに【生徒会】を敵にしている。そしてそれは、ある大きな目的のためだ。しかし、だからと言って尻しりごみをしていてはいつまでも達成など出来ん。大事は小事の積み重ねになって出来ているのだ。私達の目的は【誰だれにとっても救いになる学園】、つまりは生徒一人一人の心が重要となる」

　椅子の上で足を組み、彼女は微笑ほほえんだ。

「目の前に救わなければならない人間がいる。ならばそれを助けることに全力を注ごう。先を見据えて今から目を逸らすような真ま似ねをすれば、すぐに足を踏ふみ外はずして奈な落らくに落ちる」

「だから、そうしなければ君を救えないのならば、それがどれだけ馬鹿げた無茶苦茶なことであろうと、僕たちは達する以外に選択がないんだ」

　タケトは眼鏡のツルを押し上げて、口角を上げた。

「つまり──それが、僕たちの夢を達するに決めた【覚悟】というわけだ」

「……あんたら」

　宗吉はため息をつく。そして頭を乱雑に掻くと、低くうなった。

「理り屈くつは分かるけどよ。でも、実際は無理だろ？　どうするんだ。助すけっ人とでも連れてくるのか？」

「いや、僕ははっきりとここにいる五人で挑戦すると言った。約束を違えればそれを口実に仕合は取り消されるだろう」

「だったら、どうすんだ」

「別に正攻法でいく必要はどこにもない」

　薄く笑って、タケトは人差し指を立てた。

「まあ、少し聞け。僕に【作戦】がある」

「……作戦、だと？」

「宗吉以外は素人集団である僕たちが、精せい鋭えい揃ぞろいのあちらに勝利する鍵かぎは三つ。一つ、情報を制すること。一つ、仕掛けるタイミングを図はかること。そして最後に──相手の狙ねらいを逆手にとることだ」

「……相手の狙い？」

「その辺りは追々と説明しよう。ともあれ、実行すれば必ず上う手まくいくはずだ」

　そう言って囁ささやくような声で、タケトは続ける。

「まずは、仕合の流れだが──」



　精神統一。それは剣けん士しに与えられた唯ゆい一いつにして絶対の命だ。

　揺るがず。乱れず。疑わず。ただ目の前の敵に対し、勝ちを信じて突き進すすむ。

　冷れい徹てつなまでの精神で。研とぎ澄すまされた思考で。──刃のように、鋭するどく尖とがった信念で。

（ただ、一つの想いの下に突き進むのみ）

　虚こ空くうに添そえられた切っ先が、窓から差し込む月明かりを照り返す。

（……即すなわち、それが）

　高く頭上に掲かかげた刀を彼女──千早静香は、次の瞬間、風切るように振り落としていた。

「一意、専心……！」

　ぴたりと、床ゆかに当たる寸前で動きが止まる。細く息をつき、また同じ動作を繰くり返かえした。

　何度も。何度も。飽あきることもなく、ただ、何かにとり憑つかれたかのように。

　下部からの切り上げに幻げん想そうの敵を殺す。そのまま腕を引くと、刺突の構えをとった。

（ひたすらに──）

　槍やりのごとき鋭さをもって、彼女の得物が相手の喉のど笛ぶえを突き刺す。

（──斬きり、突き、殺す……！）

　緩ゆるやかな軌き道どうを描えがく刃は斜ななめ左ひだりに流され、彼女は閉じていた目を開いた。そして、

「何か御用ですか、朱音」

　その名に相応ふさわしい、凛りんとした涼すずやかな声を漏もらす。

「……気付いておられたのですね」

　背後から足音。やがて前に回ってきた室伏朱音は、静香の前で踵を揃そろえて敬礼した。

「失礼致しました。集中されているようでしたのでお声をかけられず……」

「いえ、問題ありません。そろそろ休きゆう憩けいしようと思っていたところでしたから」

　鞘さやの鯉こい口ぐちに指をかけ、滑すべるように模造刀を仕舞った。

「私に話があるのではないですか」

　こくりと頷いて、朱音は少し目を逸らした。しかしすぐに視線を戻もどして、「……あの」と声を出す。

「タケ……郡武人と天音ミコが仕掛けてきた仕合ですが」

「それがどうかしましたか」

「わたしには、彼らがまともに勝負をするとは思えません」

　しばらく見つめ合った後、静香はそっと目を伏ふせた。柄つか頭がしらに手を伸のばし、その指で握る。

「でしょうね。前回の騒そう動どうを見る限り、郡武人は随ずい分ぶんと凝こった手を使ってくる輩やからのようです。だとすれば、真正面から向かってくることは考えられないでしょう」

「……あの、でしたら、副会長。わたしに考えがあるのですが」

　静香は踵を返し、また抜ばつ刀とうした。滑なめらかで、蠱こ惑わく的てきな輝かがやきを放つ刃を夜に走らせる。

「前回は彼らを侮っていたことに敗因があります。そこで今度はもっと慎しん重ちように事の次し第だいを探さぐらせ、彼らが行おうとしていることを探った上で……」

「朱音」

　上段からの振り下おろしだった。次いで、鮮あざやかなまでの横薙ぎを放つ。

「結構です。あちらが正攻法で来ないからと言ってこちらが外げ道どうに走る必要はありません」

「で、ですが……」

「剣けん道どうとは、一対一の真剣勝負」

　中段の構えで、見据えた視線の先、仮かり初そめの敵に狙いを定めた。

「彼らは自らが正しいと思うやり方でこちらに対たい抗こうする。ならば、私たちもそれに応じた、自らの信じる方法で打ちのめすのみです」

「しかし、それでは、万が一敗北した場合に……！」

「それで膝ひざを折ったのであれば、それは私が未熟であった、ただそれだけのこと」

　踏み込む。瞬間、覇声と共に静香は虚空を切きり裂さいた。

「──死を以もつて事を為なさんとすれば、鬼おにをも斬りてその忠心を示すべし」

　ついた息が、形もなく消えていく。

「されど心に留めおくべし。我、知らぬ者は我のみなり」

「…………」

「私とて完かん璧ぺきではありません。仮に敗れたのならば、まだ自らを高める機会が残っているということ」

　振り返ると、儀ぎ式しきめいた仕草で納刀した。そして静香は、微笑する。

「それはそれで、素晴らしいことです」

「……副会長は、負けることが恐こわくはないのですか？」

「真の敗北とは、己おのれが己で在ることを諦めた時に起こります」

　その細く柔やわらかい手で、朱音の頭を撫なでた。

「それまでは、幾いく度ど辛しん酸さんを嘗なめようとも……それは【負け】ではありません。大事を為すのならば、その程度の【覚悟】はあって然るべきです」

　彼女は唇を噛んで、俯うつむいた。手の平を、ぎゅっと握にぎる。

「ふ、副会長のお話はよく分かります。ですが……」

　見み透すかすような声で、静香は告げた。

「ですがそれだと、郡武人を【生徒会】に入れる切っ掛けをまた失う……ですか？」

「あっ──い、いえ、そういうわけでは……！」

　言葉とは裏腹に、耳じ朶だまで赤く染めて、朱音は素直な反応を示した。

「あ、あんな奴やつ、別にどうということはないんです。小さい頃ころはいつも泣いてて、いじめられてばっかりで、わたしがいなきゃ何も出来なくて……」

　指を絡からめながら、言い訳にもならない言い訳を並べていく。

「面倒な奴だなって思ってて、でも、わたしがいなければ何も出来ないものですから、その、なんとなくずっと一いつ緒しよに居て……。で、でも、ある時からあの男、変わって。堂々としているし、喧嘩は強くなるし、その……」

「だから、惹かれていった、ですか」

「ちち、違います！　あんなの……！　あんなの……うう」

　嫌きらい、とまで言えないのが朱音らしかった。スカートの裾すそを掴つかんで、涙目になって頬ほほを膨ふくらませる。そして、上目づかいで静香を睨んだ。

「副会長……いじわるしないで下さい」

「あら、ごめんなさい」

　くすくすと笑って、静香は歩き出した。

「でもね、朱音。あの手の人間は、強引にいこうとすればするほど拒きよ否ひ反応を示すものですよ。人一倍、自我が強いのですから」

「そ、そうなんですか？」

　ついて歩きながら一いつ生しよう懸けん命めい質問してくる朱音へ、口元を緩ませて答えた。

「ええ、そうです。先せん輩ぱいが言うのだから、間ま違ちがいはありません」

「……先輩？」

「似ているのですよ。彼と郡武人は。能力は天と地程ほどもある。ですが、その底にある物がどこか……」

　想い人を心に浮かべ、静香は胸の前でそっと手を握る。

「こちらが幾いくら心を示してみても関心さえ向けられない。……しかし離はなれられないのです」

「ふ、副会長、それって……」

「これ以上は、答えられません」

　片目を瞑つむって、微笑んだ。

「貴女も、私も、お互いに苦労しますね。あんな、鈍どん感かんな人を好きになって……」

　沈ちん黙もくの後。朱音は小さく、はい、と答えた。

「朱音、真まっ直すぐと生きなさい。貴女が彼を振り向むかせたいと願うなら。思うままに堂々と……己に恥はじぬように」

「……はい。でも」

　立ち止まった足音に後ろを向くと、朱音は、少しだけ悪戯いたずらっぽく笑った。

「わたしは時に、小こ狡ずるく立ち回りたいんです。あの自信満々の顔を、少しでも驚おどろかせたいですから」

「……なるほど」

　その表情に、静香は愛いとおしそうな笑みを浮かべた。

「幼おさな馴な染じみとは、良いものですね──」

　彼女の言葉を……どこか、羨うらやましく思うように。



　夜の校舎裏で、轟ごう々ごうと風の音が鳴っていた。

　重々しい木刀を振りながら、隠塚宗吉は考えている。

（……本当に上手くいくのか？）

　昼間、郡武人に聞いた一連の【作戦】を繰り返し何度も思い出していた。

　確かにそれが通用すれば、タケトたち素人集団でもなんとか勝てるかもしれない。

　だが、それはあくまでも【全すべてが何の問題もなく、彼の思い通り動いた場合】だ。

　だが往々にして頭で考える者が勘違いするように、この世界はそう単純なものではない。

　相手にするのはコンピューターのプログラムではなく、生きた人間だ。こちらの想像した通りの行動をとる可能性は決して百パーセントではない。何かのはずみで違うことをしたり、ちょっとしたきっかけでまるで予想だにしなかった動きを見せる場合もあるのだ。

　もしも、上手くいかなかったら。

（オレは剣道部を辞める……）

　いや、それならばまだいい。元よりそのつもりだったのだから。

　だが、タケトたちもまた、自らの活動をやめねばならないのである。

（せめてオレは……オレだけは真っ当に勝負が出来なけりゃ）

　そうすれば、少しでももしもの時の保険になる。

　背中が重い。ずしりと、伸し掛かるように。もはや、自分だけの問題ではないのだ。

　思えば、紫咲桜花を守ろうと決めた時もそうだった。

　彼女の両親は厳格であるが故ゆえに子供に対する優やさしさなど皆かい無むで、桜花が軟弱で気が小さいことをただ責め、フォローすることなどしなかった。

　彼女は人見知りでもあり同性の友達なども居おらず、男子に苛いじめられていても助けてくれる者などいなかった。

　だから自分が強くなるしかなかったのだ。

　世界の他の誰でもない。己だけが。隠塚宗吉という一人の男だけが、紫咲桜花という少女を守る盾たてであり、剣つるぎであった。

　だから彼は、それまで習っていた剣道をより懸けん命めいに行うことを決めたのだ。

　誰よりも強く。誰よりも上に。決して彼女がもう、泣かないように。

　二度と、あの悲しい顔をさせないように。

　桜花に剣道を勧すすめたのも、出来るだけ多くの時間、自分の傍そばに置いておくためだった。決して彼女に無理をしてまで強くなれと願ったわけではない。

　……しかし。

　桜花は強くなった。恐おそらくは誰よりも。多分、自分より遙はるかに。

　いつのまにか超こえられていたのだ。守るべきはずだった彼女に。守ってやるべき自分が。

　だが、それでも宗吉はいいと思った。彼女はもう誰に守ってもらわなくても大丈夫なのだと。自分の役目は終わったのだ。

　それでも剣道をやめなかったのは、意地のようなものだったのかもしれない。桜花の前ではいつも、強くて自信に溢れる幼馴染でいたかった。実際に、宗吉は桜花に次ぐ力を持っていたのだ。だが本当は自分自身、それ以上の実力を持てない己に嫌いや気けが差していた。しかし桜花の傍には、自分がいなければ駄目だ。そう思う一心で、稽古を繰り返した。

　そんな時、御納葵は現れた。

　葵は最初の仕合で恐るべき才能を以てして、宗吉を完かん膚ぷ無なきまでに打ちのめした。戦法も何もない。技術という言葉を超えている。圧あつ倒とう的てきにして、瞬しゆん間かん的てきな結末だった。

　宗吉は負けた。完全に。その時思ったのだ。嗚あ呼あ、もういいのだと。

　自分は頑がん張ばらなくてもいいのだ、と。

　桜花に張り合えるだけの存在が現れた。葵ならば彼女と同等の立場で戦えるだろう。だとすればもう……。

　もう、自分が桜花の傍に居る意味はない。

　そして宗吉は、タケトの言う通り逃げ出したのだ。自らの夢から。桜花をずっと守り続けるという想いから。その必要が、なくなったから。

「……オレは剣道部に戻れたとしても、どうすりゃいいんだろうな」

　いくら桜花が望んでいたとしても。このまま剣道を続けると決めても。恐らく、自分は葵に勝てはしない。それならば彼女の隣となりに並ぶことが出来ない。だったら。

「志半ばで倒たおれることの覚悟、か……」

　タケトの言葉を思い出す。それをもつには、どうすればいいのだろうか。叶わないかもしれない。そんな想いを抱だきながらも夢を追うには、なにが必要なのだろうか。

「タケトよ……その辺のことは、いくら【天才】だっつっても、教えてくれねえよな」

　自じ嘲ちよう気味に笑う。このまま戻ってもいいのだろうか。そもそも、本当に勝てるのか？

　そんな疑問が渦うずを巻き、振り払うために稽古を続けても、ちっとも集中できなかった。

「くそ……」

　木刀の切っ先を地面に突つき立たてて、宗吉はその場に座すわり込んだ。荒あらく乱れた息を整える。

「ソウちゃん……」

　そこに聞き馴な染じんだ声がして、宗吉はそちらを向いた。

　桜花が、木の陰かげに隠かくれるように立っている。

「よぉ……どうした」

「あ、失敬。その、稽古の邪じや魔まをしてはいけないと思ったのですが……」

「別にいいさ。もう終わるところだ」

　辺りに転がっていたペットボトルを手にとって、キャップを外した。

「なんか用か？」

　そのまま水を飲む宗吉に、桜花が言った。

「と、特になんでもないのですが、その、最近ソウちゃんとお話をしていなかったものですから」

「ああ、まあ……な」

　苦く笑しようして、宗吉は手を振った。それに誘さそわれ、おずおずとやってきた桜花は隣にちょこんと腰こしを下ろす。

「……いい夜ですね」

「ああ。月が出てる」

　仰あおいだ中天に、欠けることのない月が浮うかんでいた。桜花はそれを見て、声を上げる。

「……綺き麗れいですね」

「お前は昔から、月が好きだっけな」

「はい。わたくしは、月の淡あわい光が好きでした」

　くすり、と笑って。

「でも知っていますか？　月が素晴らしいと教えてくれたのは、ソウちゃんなのですよ」

「そうだっけか？」

「ええ。わたくしが泣いてばかりいると、肩かたを叩いてぐずぐず俯いていないで上を見ろと」

　そんなこともあったかと、宗吉はかつての自分を思い出した。ああ、そういえば何かを言った気がする。

「確か……」

「はい」

「……ああ、そうだ。『ちょっとやそっとのことでクヨクヨしないで月でも見てろ。あいつだけは』」

「……『あいつだけは、いつもお前を見守ってくれている』」

　我ながら随分と恥ずかしいことを言ったものだと思う。少し、頬が熱くなってきた。

「わりぃ、忘れてくれ。なんつうか、若気の至りだ」

「そんな。わたくしはあれで、救われたような心ここ地ちになったのですよ。とても、感じ入る言葉だと思います。あいつだけは、いつもお前を……」

「それ以上言うな。物もの凄すごい勢いでいたたまれなくなる」

　正直ここから今すぐ逃げ出したい。

「？　そうですか……ではやめておきます。でも。……でもですね、ソウちゃん」

「あん？」

「わたくしを見守ってくれていたのは、お月様だけではないのですよ」

「んん？　他に誰かいたっけ？」

「フフ。内ない緒しよです」

　怪け訝げんな顔をする宗吉に、桜花はくすくすと笑うだけで答えなかった。

「……ソウちゃん、剣道部には戻ってくるのですか？」

「…………。まあな」

　ごろんと転がって、頭の下で手を組んだ。

「お前があいつらに依い頼らいしたんだろ。戻ってやるさ。でもよ」

「……でも？」

「お前も別に、そんなオレばっかり構わなくてもいいんじゃないか？」

　きょとんとした顔をした桜花に、宗吉は言った。

「もうお前は昔の弱虫だったオウカじゃない。強くなったんだ。誰よりも。オレが守ってやる必要はなくなったのさ」

「そ、そんなこと……！」

「別にオレはそれでいいと思ってる。独りで生きられるなら、それに越こしたこたぁねぇさ」

　目を瞑り、気を遣つかわせないように口角を上げてみせた。

「だからお前は、オレのことばっか気にしてないで、葵とでも……」

「……ソウちゃん、違います」

　瞼まぶたを開くと、視線を傾かたむける。

「ソウちゃんは、何も分かってません」

「……オウカ？」

　寂さびしそうな。それでいてどこか怒おこっているような。複雑な感情をない交ぜにした顔で、桜花は呟つぶやいた。

「……ソウちゃん、覚えていますか？」

「ん？」

「ソウちゃんとわたくしが、幼い頃に交かわした約束です。覚えていますか？」

「……なんかしたっけか？」

　その台詞に彼女は、わずかに笑った。悲しさを思わせるような形で。

「いえ……覚えていないのなら、いいのです」

　あの時と同じ、月を見上げて。しかしどこか、ちぐはぐな想いを交差させて。

　宗吉と桜花は、ただ黙もくして時を過ごした。

　大きくなって、幼馴染だった自分たちにも、わずかな距きよ離りが生まれつつあることを自覚する。

　離れかけた心を繋つなぎ留めるには、短すぎる夜だと思った。










　　　第三章　それぞれの今日／それぞれの明日





　一歩、足を踏み入いれる。その瞬しゆん間かん、タケト達を大だい歓かん声せいが出で迎むかえた。

　広い道場には多くの生徒が集まっていた。中央の仕合場を囲むように何十、何百、いや、何千といるだろうか。皆みな、何かを期待するような目でこちらを見ている。

「ちょっ……なんですか？　これ」

　驚いたように立ち止まる佳か奈なへ、タケトは口を開く。

「今日の仕合を見学しに来た生徒だ。いわば場を盛り上げるためのギャラリーといったところだな」

「わ、わたし全然知りませんでした！」

「つか、オレも知らねぇんだけど……お前、何を仕出かすつもりだ？」

　訝いぶかしげな宗そう吉きちに、タケトは軽く頭を下げた。

「すまない。少し時間がなくて教える暇ひまがなかった。マイに頼んで、千せん陣じん学園のローカルネットワーク上である情報を流してもらったんだ」

「情報、ですか？」

「『○月×日、【裏生徒会】と【生徒会】の副会長、千ち早はや静せい香か率いる剣道部が対決を行う。こちらは素人集団。相手はプロと言っても問題ないほどの実力者達……。それでも』」

　ばさり、と【旧・生徒会服】を手で払って、ミコは高々と宣言した。

「それでも必ず、私たちは勝利する──とな！」

「……もしもまけた場合」

　マイが、首から下げたパソコンをかたかた打ちながら言う。

「【裏生徒会】のぜんいんで、希望者全員のひるごはん代一か月を肩かた代がわりする」

「えええええええ!?」

　思い切り動きのあるアクションでのけ反った後、佳奈は叫んだ。

「更にハードルを上げてどうするんですかっ！」

「……【裏生徒会】だからオレは入ってないよな？」

「なにを言う」

　タケトはぽんと、宗吉の肩に手を置いた。

「お前はもう、僕達の仲間だろう──？」

「慈じ愛あいに満ちた目で地じ獄ごくに引きずりこもうとするんじゃねええええ！」

「冗じよう談だんだ。しかし大だい丈じよう夫ぶだろう。要は」

「そう、要はだ諸君」

　先頭を歩きながら堂々と、ミコは腕うでを組んで声を張った。

「要は、勝利すれば何の問題もないのだっ！」

「……なんとなくなんだが」

　宗吉がげんなりした顔で言う。

「それは『当たらなければいいのだ！』って言い張りながら、猛もうスピードで突っ走ぱしる車の群れに突とつ貫かんしていくようなものだと思うんだが」

「うむ！」

　堂々と、ミコは腕を組んで声を張った。

「実に、上手い例えだっ！」

「やっぱりやめましょうよ──っ！」

　泣きそうな声でそう言って、佳奈はミコにしがみつく。

　しかし時とき既すでに遅おそし。もう事は動き出しているのであった。

「さて、では行こうか皆。【裏生徒会】──出しゆつ陣じんだ！」

「えうう、無謀ですよぉ……！」

「大丈夫、こういう時、少年漫まん画がでは分の悪い方が勝つ！」

「ひぃ、漫画脳です！」

「ゆとり教育の弊へい害がいだな……」

「社会に責任を丸投げするな」

　掛け合あいをしながら進んでいくと、仕合場の線を引いた仕切りの向こうに静香達たちを初めとした剣道部員たちが揃っていた。

　室むろ伏ふし朱あか音ね。御み納のう葵あおい。他、男子部員二人。そして……、

「ソウちゃん……」

　紫し咲ざき、桜おう花か。

「……オウカ」

　二人の交わした言葉はそれだけだった。

「なんだ、紫咲くんは仕合に参加しないのか」

　ミコの問いかけに、静香は頷うなずいた。

「桜花は隠き塚づか宗吉に近しい人間です。それ故に手心を加える可能性もある。よって今回は外させて頂きました」

「……なるほど。部員を信用していないわけだな？」

　意地が悪いとも思える質問だったが、彼かの女じよは特に感情を交えることなく答える。

「かように人の心は複雑なものです。その気がなくとも、相手が親しい人間であると無意識に手加減をすることもあります」

「まあ、それもそうか」

　初めから乗ってくるとも思っていなかったのだろう。ミコはあっさりと引き下がり、タケト達は一定の距離を保ったまま彼らの真向かいにそれぞれ坐ざした。

　待機していた別の部員が現れて、面、胴どう、小手、垂たれといった防具を置いていく。そして最後に、竹刀しないを手て渡わたされた。

　それらを確かめていると、静かな声で呼びかけられる。

「……ところで、天あま音ねミコ」

「なんだ？」

　千早静香は、あくまでも表情を変えずに問とい質ただした。

「これは一体、なんの真似ですか？」

「なんのことだ？」

「とぼけないでよ」

　きつく睨にらみつけ、朱音が手を振ふる。

「この騒さわぎは一体なんだって言ってるの！」

「見ての通り、ギャラリーだ。祭りは賑にぎやかな方がいいだろう？」

「……祭り、ですか」

「あなたは……！　真面目まじめにやる気があるの!?」

「ないぷー」

「きいいい！」

「朱音、落ち着きなさい」

　ため息をついて、静香が手で制す。

「相手に乗せられてどうするのですか。普ふ段だんの貴女あなたはもっと冷静だったはずですよ」

「……も、申し訳ありません」

　今にも掴みかかろうとしていた朱音は、その言葉ではっと我に返った。恥ずかしそうに元の位置へ戻る。

「それで、これだけの数の人間を集めた理由をお聞きしたいのですが？」

「特に理由はない」

　タケトは平然と答えた。

「ただの賑やかしだ」

「……貴方あなたが無意味な行動をとるとは思えませんが」

「確かに僕ぼくは【天才】だが、それは買かい被かぶりというものだ」

　薄うすく笑って、眼鏡を押おし上あげる。

「たまには勢いだけで行動することもある」

「その通り。タケトくんはこの前、学食で出た新メニューをろくに確かめもせずに注文したのだぞ！」

「会長、そこは話さなくていい部分です」

「……まあ、いいでしょう」

　意味ありげに微笑んだ後、静香は言った。

「追い返しても良いのですが、少々面めん倒どうです。それに天音ミコ、貴方のことですからどうせ、『この程度の見物客がいるくらいで、キミ達たちは仕合が出来なくなるのか。その程度の精神力なのか？』などと、挑発してくるでしょうからね。いちいち対応するのも、面倒です」

「な！　ちょっと、あなた！　そんな意地の悪いことを言おうとしていたわけ!?」

「はっはっは。静香、キミは少し考え過ぎだぞ。私はただ、この程度の見物客がいるくらいで、キミ達は仕合が出来なくなるのか。その程度の精神力なのか？　と挑発しようとしただけだ」

「どんぴしゃりじゃないのー！」

　両手を上げていきり立つ朱音であったが、ミコは口笛を吹いて素知らぬ顔をした。

「……これは郡こおり先輩が考えたのですか？」

　そこに、それまで黙だまり込んでいた葵が口を開いた。真っ直ぐとタケトを見み据すえてくる。

「まあ、そうだ」

「そうですか。正直、失望しました」

　淡たん々たんと、しかし、はっきりとした怒いかりを込めて。

「千早部長から聞いて、あなたは非常に優ゆう秀しゆうな人間であると思っていました。しかしこんな姑こ息そくな手を使うような人だったのですね」

「そうだな」

　特に否定することもなく、タケトは頷いた。

「僕は求める結果を成なし遂とげるためなら、たとえそれが卑ひ怯きようだと言われる手でも使う」

「恥ずかしいとは思わないのですか？」

「思わないな」

「……情けない。ボクがあなたなら、即そつ刻こく腹を切っているところです」

「正々堂々といって何もやり遂げられずに朽くち果はてるのならば、汚きたなくても結果を残す生き方をしたい、と僕は思う。勝手な理屈で死ぬのは自由だが、それでは救えぬものもある」

　批難するではなく。あくまでも自分の考えを、タケトは話した。

「君がそういう生き方をするのならば、それでいい。だが、僕の生き方も正しさの一つだ。そのことは覚えておいてもらえると、嬉うれしい」

　押し黙った葵は、不満げに俯いた。反論出来なかったらしい。

「……卑怯な言い方をしますね。それを押し潰つぶしたら、ボクの方が悪者になってしまう」

「それはすまないな」

　素知らぬ顔で、タケトは微笑んだ。

「キミもまだまだ修しゆ行ぎようが足りんな。タケトくんを言い負かすにはもっと経験が必要だぞ！」

「あなたに言われたくありません。ボクより小さい癖くせに」

　ミコは振り返ると跳とんでタケトに抱きついた。そのまま後ろに回って背中にしがみ付く。

「……あまりうちの会長を苛めないで頂きたい」

　どうやら身長のことを言われると、そこに隠れる癖がついたらしい。そのまま、ぶらぶらと揺ゆれた。

「あーいあい、あーいあい。あーいあい。あーいあい。おさーるさーんだよー」

「見ろ、会長が知らない世界に行ってしまわれた」

「……ボクが悪いのですか」

「みこはこれで結構、気にしぃだから」

「そうですよ！　会長さんが、何のために毎日牛乳を二リットル飲んで、お腹なか壊こわしていると思っているんですか！」

「う、上うえ原はらくん！　なぜそれを！　こっそりとしてたのに！」

「……気付いていなかったということに驚きを禁じえませんが」

「それだけ試ためして変わらないなら、さっさとやめればいいと思うんだが」

　ぽつりと言った宗吉は、【裏生徒会】の面々からじっと見つめられた。

「な、なんだよ！　なんか悪いこと言ったか!?」

「人の気持ちが分からない人間は地獄に落ちるぞ、ソウキチ」

「隠塚くんは鬼き畜ちくだ。鬼の畜ちく生しようだ。豆を投げてやる」

　その視線に押され、宗吉は頭を下げた。

「……ごめんなさい」

「いつまで遊んでいるのですか」

　ぴしゃりと言い放ち、静香はため息をついた。

「とにかく、集まった以上は仕方ありません。このまま進めることに致します」

　ただし、と前置きして、

「これで私たちが集中を乱すなどとは思わないことです。千陣学園の剣道部──その生はえ抜ぬきをあまり、嘗めないで下さい」

「勿もち論ろん、そんなことは分かっている」

　眼鏡を押し上げ、タケトは口くちの端はを上げた。

「並なみ大たい抵ていの相手ではない。それくらい理解して然しかるべきだろう？」

「……では、何のために？」

「さて、それを答える義理は僕ぼく達たちにはないな」

　それ以上、答えるつもりはなかった。静香はしばらく黙っていたが、追つい及きゆうする気をなくしたのだろう。深く、顎あごを引いた。

「分かりました。とにかく、仕合を始めます。形式は対戦。五対五で全てが終わった後、勝利数が多かった方を勝ちとします。よろしいですね？」

「うむ、問題ない」

　未いまだタケトの首にしがみ付きながら、ミコが答えた。朱音が強く睨み付つけている。

「よろしい。それでは──」

　すっと、静香は手を上げた。

「──これより、【裏生徒会】と【剣道部】の仕合を始めます」



「第一仕合、先せん鋒ぽうは前へ！」

　多くの観客が見守る中で、【裏生徒会】と【剣道部】の仕合はその幕を上げた。多くの生徒たちは裏生徒会側が敗北した際に支し払はらわれる代価を求めて、その是ぜ非ひを見定めるために集まっている。だが全てがそれだけではなく、中には物見遊ゆ山さん、あるいは彼かれらに何らかの期待を寄せる者も居た。前回の、上原佳奈に関する騒動で良くも悪くも【裏生徒会】はその名を広く知らしめたのだ。それまではボランティア活動としか認にん識しきされなかった集団が、どうやら【生徒会】に真っ向切って喧嘩を挑いどんでいるらしい……そんな噂うわさが飛とび交っているのだろう。表向き従っているようでいて、氷ひ室むろ当とう世せいの政治に不満を持つ者は少なくないのだ。そんな生徒達は、ある種試しているのだろう。

【裏生徒会】は、【生徒会】に対抗するに値あたいする者達か。その目的とはなんなのか、と。

「要はそのお披ひ露ろ目めというわけだな」

　タケトの膝の上で腕を組みながら、ミコは薄く笑った。

「隠塚くんを助けるという目的と、【裏生徒会】の存在をより強く示すという目的の、二つを一挙に成し遂げてしまおうというわけだ。さすがだな、タケトくん」

「恐れ入ります、会長」

「そんなことを考えていたんですか……」

　感心するように言った佳奈に、タケトは口角を上げる。

「まあ、それだけではないがな」

　彼女はきょとんとするが、それにはあえて説明しなかった。今全てを話してしまっては、少し【作戦】に不具合が生じる可能性もある。

「まったく、タケトくんも悪よのぅ」

　一人だけ全てを知っているミコが、扇せん子すを広げてぱたぱたと扇あおぐ。

「いえ、会長ほどでは」

「でも……その、本当に大丈夫なんでしょうか？」

　佳奈は、不安げな眼まな差ざしで仕合場に立つ人物を見た。

「タケトさんが話してくれた【作戦】……確かに上手くいけばこちらに有利となるとは思いますが、もしものことがあったら。特にあの子は、その、まだ小さいですし」

「まあ、彼女に至っては問題ないだろう。歳とし不相応にしたたかだからな。不測の事態にも対応する」

「そ、それはそうですね。……寧むしろ、わたしが頑張らなきゃいけないんだ」

　一人、気合を入れるようにガッツポーズをとる佳奈。

「にしても、あんた何気に意地悪い方法とるよなぁ」

　宗吉が呆あきれ半分、感心半分といった表情で息をついた。それにタケトは、鼻を鳴らす。

「別に僕は剣道で勝つとは一言も口にしていないぞ」

「……まぁ、そりゃそうだけどよ」

　そこで彼は口に手を当てた。

「おーい！　東とう央おう院いん、頑張れよー！」

「マイちゃーん！　ファイトー！」

　宗吉と佳奈が手を振ると、仕合場に立っていた少女──東央院マイは振り返り、無表情でびっとブイサインを出した。また前を向いて、竹刀を握る。

「さて……作戦開始だ」

　タケトがそう言うと、ミコが背中を預けて面おも白しろがるように唇くちびるを舐なめた。

「存分に引ひっ掻かき回まわしてやれ、マイ──」

















　これは一体、何の冗談なのだろうか。

　剣けん道どう部員である、高等部三年、北きた大おお路じ忍しのぶは困こん惑わくしていた。

　彼の目の前にはちょこねんと、一人の少女が立っている。

　体格からしてどう見ても初等部の生徒で、その身に装備した防具は彼女にとって大きいのか少し不ぶ恰かつ好こうに見える。その姿で竹刀を構えた姿は、まるで子どものチャンバラ遊びだ。

（部長の命令だとは言え……さすがに気が引けるな）

　やれやれと複雑な気持ちを抱く。本気でやったら、ただのイジメになってしまう。

「両者、対戦相手に礼！」

　審しん判ぱんの声に頭を下げると、マイもまた、ぺこり、と音が鳴りそうなほど深く礼をした。

「構え！」

　互たがいに中段に竹刀を置いて、そのまま待機。審判が、声を張り上げた。

「──それでは、第一仕合、開始！」

　まずどうすべきか、と北大路は考えた。仕合は三本勝負だ。全力でいってもいいが、多少の手心を加えても問題はないだろうと判断する。軽く面打ちからいってまず一本、フェイントを交えた胴打ちで気力を削そいでから、後は合わせやすい技わざで決めるのがいい。

（よし……）

　大まかなところはやりながら決めるとして、まずは最初の一いち撃げきからだ。

「悪いな、俺おれもやりたくてやってるわけじゃないんだが……」

　予想通り素人しろうと丸出しの妙みような構えで、それでも一丁前にやる気だけは見せている少女に向けて言った。

「わざと負けるってのはやっぱり出来ないんだ。後でジュースでも奢おごってやるから、ここは大人しく負けときな。それでいいだろ？」

「…………」

　少女──マイと呼ばれていたか──は面の裏側で何を考えているのか、それには答えない。ただ、ぽつりと呟いた。

「……わたしを、あまりなめないほうがいい」

「なに……？」

　その台詞に、ぎくりとさせられる。普ふ通つうならば何を馬ば鹿かな、と戯言たわごと扱あつかいで片づけるのだろう。しかし北大路はついこの間、実例を見たばかりだった。

　そう。若じやつ干かん十三歳にして、剣道部のナンバースリーであった隠塚宗吉を瞬しゆん殺さつした神童、御納葵という人間を。

（こいつも……まさか、素人しろうと臭くさく見せるための芝しば居いだったか!?）

　そんなわけがない。これは演技で為せるものではない。そう思うが、まるでしつこいカビのようにその考えが頭にこびりついて離れない。

（く……迂う闊かつには動けないか）

　そう思って見れば、無意味なほどに迫はく力りよくがある気がした。言い知れぬオーラのようなものを感じるのだ。

「……北大路先輩、落ち着いて下さい」

　その時、後ろから御納葵の声が聞こえた。

「敵の言葉に惑まどわれされないで下さい。ご自分の力を信じ、ただそれだけを支えに踏み込めば、必ず勝てます」

　振り向いた自分に、葵は微笑んだ。そして、ゆっくりと頷く。

（……そうだ。その通りだ。俺だって千陣学園の生徒だ。何も迷う必要はない）

　それで決心が出来た。ぐじぐじと考えている暇があれば、一本でも多く打ち込めばいいのだ。そう思って見ると、何も問題はない。ただの小学生ではないか。

「……よし、覚かく悟ごしろよ」

　息を吸い、そして吐はく。大丈夫。意識ははっきりと、集中する心は真っ直ぐ相手に向いている。北大路は、一いつ気き呵か成せいに責め立てるため踏み出した。そして、

（行くぞ──！）

　そのまま、一気に間合いを詰つめた。

「面ぇぇぇぇぇぇぇぇんっ！」

　振り被かぶった竹刀を、そのままマイの頭上へと勢いよく落とす。その瞬間だった。

「北大路忍。……アニメはほどほどにね」

「いいいっ!?」

　一撃が決まろうかというまさにその時、切っ先がぴたりと止まった。

「昨日は深夜十二時時からテレビアニメ、『殺さつ戮りく魔ま法ほう少女、きゅるりるリンカ』を観て、『おにいちゃんもうわたし、ダメみたい。この体が……！』を続け、その後ネットサーフィンしながら複数のエロ画像を落とした後ににっこり動画で『ろりっ子みるみる～公園編～』を連続視し聴ちよう、早朝五時ごろからリクテレビでやっている『朝からよろしく！　新旧アニソン大会』を楽しんでその様子を巨きよ大だい掲けい示じ板ばんで実じつ況きよう中ちゆう継けい、それから……」

「い、いやああああああああ！」

　竹刀を放ほうり出すと、北大路はその場で頭を抱かかえ込む。

「それ以上はやめてえええええええ！」

「学校でも携けい帯たい電話のワンセグで再放送の『空ノカナタ』を見続け、その後、ブログで延々と世界観とその後の展開についての予想と感想を書かき綴つづり……」

「ちがうのおおおおおおおおおお！」

　ずらずらと自分の恥ち部ぶをさらされていくことに耐たえ切れず、自分よりはるかに小さなマイにしがみつく。

「おれはオタクじゃないんだあああああああ！」

　だがそんな弁明はもはや、何の意味もなさなかった。今はまだ小声だが、いつ彼女が大きく自分がひた隠しにしていた恥部をバラしてしまうか分からない。とにかくどうしてか分からないが、マイは知っているのだ。……自分が重度のアニメ好きだということを。

「……まだまだあるけど」

「いい！　いいです！　ごめんなさい！　俺が！　俺が悪かったです！」

　既すでに満まん身しん創そう痍い状態だった。剣道も大事だが、有意義な学園生活も譲ゆずれない。北大路はがっくりとその場に膝をつき、ぼそりと言った。

「……棄き権けんします」

「あ……え？」

　審判があまりの事態にきょとんとしているのに、尚なおも叫んで立ち上がった。

「棄権だって……言ってるんだよおおおおおおおお！」

　そのまま走り出し、北大路は涙なみだの尾おをなびかせて、道場の外へと出て行くのだった。



「……終わりましたね？」

　観客達はざわめいて、突とつ然ぜんに予想だにしない展開となったことに戸と惑まどいを隠せないようだった。それはそうだろう。大の男が女の子にしがみついて、意味不明なことを言ったかと思えば、突然に仕合放ほう棄きして出て行ったのだ。

「まぁ、少々気の毒だとは思ったが……」

　タケトが言うのに、

「やむをえまい。こうでもせんとこっちは勝てないのだからな」

　ミコが少し複雑そうな顔でマイと戦った選手を見送った。タケトは首を振る。

「周りには知られないようにしたので大だい丈じよう夫ぶでしょうが。さすがに胸が痛みます」

「相手の傷を突いた方が、仕合運びは楽になると言ったのはタケトくんじゃないか？」

「……戦場における常じよう套とう手しゆ段だんですよ」

　マイが情報屋をやっている以上、この手の方法になるのは仕方がない。しかしこれは、そう何度も使えるものではないだろう。次鋒である佳奈は躊ちゆう躇ちよしてやれないだろうし、中ちゆう堅けんのミコ、副将のタケト、大将の宗吉に至っては相手が相手だ。この程度の小細工ではびくともしないに違ちがいない。

「勝った」

　無表情で親指を立てて帰き還かんするマイを、とりあえず迎むかえ入れた。

「すごいね、マイちゃん。具体的には分からなかったけど、何を言ったの？」

　ちなみに佳奈と宗吉にはマイが情報屋としての本分を活いかして相手に勝つ、ということしか言ってなかった。反対されかねない、と思ったのが大きい。

「ぺんはけんより強し」

　まさにそうとしか言いようのない仕合だっただろう。マイはそれだけ言って、とてとて歩き佳奈の隣に座った。

「かなもがんばれ」

「……うん。よし。なんだか分からないけど、わたしもやらなきゃね。マイちゃんに負けてられないよ」

　頷いて立ち上がり、佳奈は深呼吸した。面をつけようと持ったところで、

「あっと……」振り返って尋たずねる。

「あの、【面はなくていい】んでしたよね？」

「ああ、そうだ。君は特別何をしなくてもいい。ただ、面は外していって欲ほしい」

「……分かりました」

　わずかに不安そうな色をにじませながらも、佳奈は腹を決めたように面を床ゆかに置いた。

「大丈夫なんだろうな、本当に」

　心配する宗吉へ、ミコは首しゆ肯こうする。

「問題はないだろう。既にリサーチ済みだ」

「……だったらいいけどな」

「第二仕合！　次鋒は前へ！」

　先の困惑からは立ち直ったのか、それともいつまでも考えていても仕方がないと思ったのか、審判が声を張り上げた。

「で、では行ってきますね！」

　ぐっと手を握り締しめて、佳奈は前を向いた。

「ああ、頑張ってきてくれ」

「期待しているぞ、上原さん」

「……ふぁいと、かな」

「危なくなったらオレが間に入って棄権させる。行ってこい」

　それぞれの声せい援えんを背にして、佳奈は仕合場へと歩き出した。



「……先ほどのは一体なにがあったんでしょうか」

　眉まゆをひそめて北大路が出て行った入口を見やる朱音に、ため息一つ。

「大体わかります。つまらない手を使ったのでしょう。彼ららしいと言えば、そうですが」

　静香は、向かい合う次鋒同士を見ながら言った。

「それにしても、情けないのはうちの部員も同じです」

　いつも通りに波一つない、穏おだやかな声。

「……これ以上の失態は、許しませんよ」

　しかしその中に、確かな怒りを滲にじませて。

「……はい」

　朱音はごくりと喉のどを鳴らして、自分に気合を入れるよう、両頬を叩たたいた。



「両者、礼！」

「……よ、よろしくお願いします」

　頭を下げた佳奈に、審判が声をかけた。

「あれ、きみ、面は？」

「あ、いえ、その、無しというわけには……」

「困るなあ、ルールは守ってもらわないと。仕合無効にするよ？」

「す、すみません。あの、でも、なんといいますか」

「……いいでしょう」

　低い声が放たれる。対戦相手からだった。

「こちらは構いません」

「……そうかね？」

　わずかに顎を動かした彼を見て、審判は困ったように静香に視線を移す。彼女はしかし、目を瞑つむったまま何も口にしなかった。

　それを黙もく認にんととったのか、審判はしばらく迷っていたものの、やがて、

「分かった。そちらが了りよう承しようするのであれば……」

　手を上げて、高く叫さけんだ。

「仕合──開始！」

「…………」

　対戦相手は何も言わず、ただ竹刀を正眼に構えている。佳奈の頭一つ、二つ分高い身長はあろうかという偉い丈じよう夫ふだった。面の内側に見える武骨な顔、そしてよく引き締まった体。とてもではないが、まともにやりあって勝てるとは思えない。

（か、勝てるのかなあ……）

　タケトやミコからは、【面をとって戦うこと】としか聞いていない。後は戦えば自然と分かる、とのことだった。

（……ううん。あのお二人を信じよう。ご恩返しをしなきゃ！）

　顔を引き締めて、佳奈はそれでもへっぴり腰ごしに同じく竹刀に構えた。

「構えましたね。それでは──仕合、開始！」

　審判の声。佳奈はびくりと体を竦すくませる。

「ああ……あの。面とかやってもいいですか？」

　とりあえず訊きいてみた。

「…………」

　答えてくれない。微び動どうだにせず、目は真っ直ぐとこちらを見据え、相手の男子生徒は押し黙っている。

「い、いいわけないですよね……。あ、あの、では胴では？　た、多分痛くないですよ？」

　再度の質問を投げてみた。

「…………」

　やはり答えてはくれない。眼がん光こう鋭するどく、穴が開くほど睨まれている気さえする。

（ふぇぇ、怖こわいよぅ……！）

　もう泣いてしまいそうだ。出来るなら逃にげ出してしまいたくなる。

（が、がんばれ。がんばれ、がんばれ、わたし……！）

　心の中で、縮こまっている自分を必死で応おう援えんしてみる。ここでやらなければ、何のために【裏生徒会】に入ったのか。タケトのように、ミコのように。誰かを助け、救い、笑え顔がおを見たかったのではないのか。かつて彼らにそうしてもらった、自分のように。

（弱虫、消えろ……！）

　そう強く念じて、佳奈はぎゅっと竹刀の柄つかを握にぎった。

（上う手まくいかなかったら、ごめんなさい。でも……）

　きっと、佳奈は前を向いて相手を睨み付けた。

（自分に出来る全力で、やってみます……！）

　そして彼女は、大きく足を踏ふみ出した。

「め、面ぇぇぇぇんっ！」

　頭上に掲かかげた竹刀を、相手に向かって風を切るように振り落とす。しかし、

「……っ！」

　強い衝しよう撃げきと共に、手元がいきなり軽くなった。唖あ然ぜんとして見上げた空中、弾はじき飛ばされてくるくると回った竹刀が、重力の慣性に従って落下した。

「は、はわわわわわー！」

　もうどうしようもない。考えられる限り最悪の結果だった。

　慌あわてて拾いにいこうとするも、そこにずいと立ち塞ふさがるものがあった。佳奈にとっては何よりも大きな対戦相手だ。

「う、うひゃあ！　やや、やりますか！　やりますよ！」

　思わず構えをとるものの、既に剣けん道どうでもなんでもなくなっている。この間見た映画の主人公がごとく拳けん法ぽうのポーズなどをとってみた。しかし、そこに相手から、

「……面！」

　容よう赦しやのない、一撃が下される。

「はうううっ！」

　為なす術すべもなく防ぼう御ぎよした。しかし、そんな行こう為いが何の意味もないことは分かっている。すぐに訪おとずれるであろう痛みを堪こらえるため、目を瞑り……、

「…………」

　しかし、いつまで経たっても何も起こらなかった。不思議に思って目を開ける。

　と、目の前には竹刀の切っ先があった。だが、それ以上は迫せまってこない。

　見ると、対戦相手はそのままじっと、時が止まったように固まっていた。

「……あの？」

「…………」

　きょとんとして尋ね返した、その直後。

「く──」

　低い、とても低い声が放たれた。

「──くそう！　やはり出来ません……！　自分には！」

　がばりと、対戦相手は面を脱ぬいだ。そのいかつい顔をくしゃくしゃと歪ゆがめ、

「気合を入れれば大丈夫だと、己おのれに何度も言い聞かせました！　これは試練！　試練であるのだと！　故にあえてこそ、そちらの仕し掛かけた罠わなに乗った！　しかし……自分には！　自分にはやはり、彼女を打つことは出来ませんんん！」

　獅し子しが如ごとき叫びを上げた。

「え、ええ？　ど、どうされました!?」

「ああ、あなた！　上原佳奈さんですよね！」

「は、はい。そうですが」

　がしっ、と両りよう肩かたを掴まれ「ひっ！」と悲鳴を上げると、だくだく涙を流しながら、対戦相手は震ふるえる声で言った。

「ふぁ……ファンです！」

「……へ？」

「自分、この間のライブを観に行きました！　良かったっす！　死ぬほどよかったっす！　体の底から震えました！」

「あ……え、ええと、それは、あの、ありがとうございます」

　唐とう突とつな告白に目を白黒とさせながらも、佳奈は微笑ほほえんだ。

「こ、これからも応援よろしくお願いしますね」

「勿論っす！　じじ、自分、自分、自分はあああ！」

「わわ、あわわわ！」

　今にも押し倒されそうな勢いだったが、彼は手を離はなして高く声を上げた。

「き、棄権します！」

「ええ!?」

　またも審判が愕がく然ぜんとした。

「【ＡＮＫＡ】を竹刀で！　それも素す顔がおに！　打つことなど出来ませんんんん！」

「……はあ」

「だ、だから、棄権するっすうう！」

「そ、そうですか。あの、ええと」

　審判はおろおろとするばかりだ。佳奈は、そこでようやく気付いた。

（ああ、これが……）

　タケトの立てた佳奈が勝利する【作戦】だったのだ。

（な、なるほど。タケトさん……後、マイちゃんも。すごいなぁ）

　これもマイの情報収集によるものなのだろう。感心するやら、複雑な想おもいを抱くやら。ともあれ、どうやら勝てたようだった。佳奈は、ほっと息をつく。

「……で、では、選手棄権により、第二仕合は上原佳奈の勝利と──」

　だが、仕方なく、審判がそう宣言しようとしたその時。

「いつまで……」

　道場内の空気が、途と方ほうもなく重く沈しずんだ。

「いつまでそのような腑ふ抜ぬけたことを言っているのですか……」

　静香だった。抑よく揚ようはない。だが、それでもその声こわ音ねに相手選手はびくりと体を竦ませた。彼女の倍以上もある偉丈夫が、怯おびえたように振り返かえる。

「ふ、副会長……」

「貴方も男である前に剣けん士しであるならば、その覚悟を見せなさい」

「で、ですが、自分は……」

「──喝っ！」

　衝しよう撃げき波はのように、その一声は道場内を渡わたった。それだけで、相手選手のみならず、道場内にいた全員が姿勢を正す。

「もしここで棄権するようなら、貴方には二度と道場の敷しき居いをまたがせません。それでも良いのですか……っ！」

「もも、申し訳ありませんっ！」

　慌てたように頭を下げ、佳奈の方に向き直る。彼はまた泣きそうな顔で、それでも真しん剣けんそのものといった表情を作り、

「うう、上原さん、すみませんっす！」

「あ、え、はい？」

「胴おおおお！」

「うひゃあ！」

　ぱしぃん、と小気味良い音が響ひびき渡った。無防備だった佳奈に、胴打ちが決まったのである。

「い、一本！」

「うううう！　ちくしょおお！　剣けんの道は修しゆ羅らの道じゃああ！」

　何かを強ごう引いんに吹ふっ切きるような迫力で、相手選手は叫んだ。

「ごめんなさああああい！」



　結局、佳奈は連続で三本とられてしまった。作戦は、不発に終わってしまったと言える。

「ご、ごめんなさい……負けちゃいました」

　しゅんとして戻もどってきた佳奈に、タケトは首を振った。

「仕方がない。面打ちはされないだろうと確信していたが、こうなる可能性もあった」

「うむ。こちらこそすまない、上原くん。本当に危ない時は助けに入って棄権してもらおうかと思っていたのだが、結果的に危険な真ま似ねをさせてしまった」

　立ち上がって深々と頭を下げるミコとタケトに、佳奈は首を振った。

「いえ、それはいいんです。確かに、面は打たれませんでしたし……」

　それに、と微笑んで、

「わたしも【裏生徒会】ですから。それくらいの【覚悟】はあります」

「……そうか」

　ミコはにっこりとして、しゃがみこんだ佳奈の手を握って振った。

「よく頑張ったな」

「はい！」

　そこにマイが寄ってきて、背を伸のばすと佳奈の頭を撫なでる。

「マイちゃん……」

　そっと胸に抱いて、佳奈はじわりと目元に涙を浮かべた。そのまま、膝ひざをついてマイを抱きしめる。

「ありがとう……！」

　その後で、彼女はタケトの方を見た。

「……ところで、あの、どうしてわたしには何も話してくれなかったんでしょう？」

　その質問に、軽く頷く。

「うむ、非常に申し訳ないとは思ったのだが、君が真に怯えた姿を見せてもらわないと困ると思ったものでな」

「……つまり、相手の罪悪感に訴うつたえかけたわけだな」

　宗吉の指し摘てきに、深く頷く。

「端たん的てきに言えば、そうなる」

「た、タケトさん、極ごく悪あく……」

　若干引いた感じのある佳奈に、タケトは眼鏡のツルを押し上げた。

「大義の為ためだ」

「台詞せりふだけ聞くと大層だけど、要するに相手の弱点をついて苛いじめただけだよな」

「なにを言う！　それではタケトくんがろくでもない男のようではないか！」

　ミコが、びしりと指差した。

「まあ、若干、結構、当たってなくもないが！」

「会長、フォローをありがとうございます」

　すぐにぶち壊こわしたが。

「……でも、一敗してしまいましたね」

　マイを抱きかかえて振り返った佳奈に、ミコは言った。

「いや、問題はない」

　それに、タケトが続く。

「そう。問題は、【そこには】ない」

「……？　どういうことですか？」

　説明する間もなく、審判が急せかすように告げた。

「それでは中堅戦を始めます！　選手は前に！」

「……ふむ、それではいくか」

　防具の上から羽織った【旧・生徒会服】を手で払はらい、ミコは胸を張って告げた。

「満を持して参るぞ──会長の、出陣だ！」



　対戦相手、つまり【剣道部】側の中堅は室伏朱音だった。

　彼女は面をつけたまま、竹刀を構えて呟く。

「……待っていたわよ、この時を」

　眼光鋭く睨み付け、闘とう争そう心しんを剥むき出だしに口元を歪めた。

「天音ミコ──あなたを、堂々と叩き伏ふせるチャンスがくるのをね！」

「……なにやら随ずい分ぶんと猛たけっているようだが」

　ミコは息をつき、竹刀を構えたまま肩を竦める。

「キミはどうしてそう、私を敵対視するのだ？」

　目を細めて、面白がるように微び笑しようを浮かべ、

「そんなにタケトくんをとられたのが悔くやしかったか？」

「──っ！　だ、だからっ！　そういうんじゃないって言ってるでしょ!?」

「そういうのとはどういうことだ？　キミはいつも彼のことになると言葉を濁にごし過ぎるな。はっきりと言ったらどうだ」

「そ……そういうあなたはどうなのよ。タケトのことをどう思ってるの？」

　切っ先を突つき付け、朱音は問い詰めるように言った。

「矛ほこ先さきを変えて切り返したつもりか。侮あなどってもらっては困るな」

　ミコは堂々と、何の躊躇ためらいもなく答える。

「彼は私が求めていた理想のパートナーだ。誰だれにも譲るつもりはない」

「……それはあなたの思想としての？　それとも、感情としてのかしら」

「さてな。そこまで答える義理はこちらにない。ともあれ、タケトくんは私のものだ」

　小さな体で、しかし獲え物ものを狩かる肉にく食しよく獣じゆうのごとき荒あら々あらしさでもって不敵に笑った。

「──現状、キミに勝ち目はないぞ、室伏朱音」

「……面白いじゃない。そうまで明確に喧けん嘩かを売られたら、却かえって清々するわ」

　朱音がそれに応こたえるよう、同じく口こう端たんを上げる。

「今は確かにそうでしょう。でもこれから先は分からない。必ず……必ずタケトはこちらに引き込んでみせるわ」

「……しかし、キミはえらくタケトくんを気に入っているようだが。今回の大会に参加したのもそのためか？」

　わずかな沈ちん黙もく。しかし、朱音は軽く頷いた。

「そうね。もちろん、それだけではないけれど。その理由は大きいわ。あなたたちの目的を潰し、【裏生徒会】なんていう下らない組織を解散させる。そうすればタケトは、あなたの考えが愚おろかであったことに気が付くでしょうし」

「なるほどな」

　そこで、ミコは息を吸い込んだ。次の瞬間、大きな声で叫ぶ。

「つまりキミは、私し怨えんで人の夢を潰そうというわけだな!?」

「……なに？　突然」

「【裏生徒会】を潰すという目的を達するためには、他の人間などどうなっても構わないということか！　素す晴ばらしい考えだな、感心するよ！　さすが、天下の【生徒会】だ！」

「ちょっ……そんなことは言っていないでしょう!?」

　当とう惑わくしたように、朱音が返した。

「確かにそういうこともあるかもしれないわ、でも！」

「認めるわけだな、室伏朱音！　自分は大事のためには小事を踏み台にするような集団に、自らの意思で属ぞくしているのだと！」

「あなたねえ！　人を極ごく悪あく人にんみたいに！　大体、あなたたちのやっていることだって滅め茶ちや苦く茶ちやじゃない！　聞けば隠塚宗吉って生徒は、ここから逃げ出したんでしょう？　それを無む理り矢や理りに引っ張り込んで、剣道部まで巻き込んで！」

「そうだな、無む茶ちや苦く茶ちやだ！」

　竹刀を肩に担かついで、空いた手を朱音に向かって指差す。

「しかし生徒を助ける為なら、どんなことでもしよう！　それが結果的に良い方向に向かうのであれば、多少の無む茶ちやはして然るべきだ！　キミ達のように優すぐれた生徒ばかりをひいきし、弱者を切り捨てるような組織に抗あらがうのには──それくらいやらなくてはな！」

「くっ……！」

　責めようとした言葉をひっくり返され、こちらを肯こう定ていする手段として使われてしまった。そんな悔しさを表すように朱音は唇を噛かんで、しかし首を振った。

「……本当に口だけはよく回るわね。でもその程度で私を追おい詰めようとしても無む駄だよ」

「ほぅ？」

「【生徒会】に属する以上、ある種の冷れい酷こくさは必要よ。それくらい、私も覚悟してる」

「外げ道どうであることを自覚しながらも、それに準じるというわけだな」

「理想ばかりを追求して叶かなわぬ夢を見せるよりかは、現実に即そくして手段を講じ、今なにが有益かを示すべきだと言っているのよ」

「それがこの、弱肉強食の世界だと言うのか」

「実力主義と言って頂ちよう戴だい。才能ある者が優ゆう遇ぐうされる。そこに何の問題があるというの？」

　朱音は中段に構えた竹刀を、ぴたりとミコへ合わせる。

「己が無能であることを棚たなに上げ、体制に文句を唱えるのは──衆しゆう愚ぐの常なるものよ」

「……可哀かわい想そうに。とことんまで氷室に洗脳されているようだな」

「会長の言っていることは正しいわ。そして……実現可能なことでもある」

　馬鹿にしたような口調で、彼女は言った。

「あなたの言葉はどうかしら。──いい加減、夢から覚める時じゃない？」

　軽く跳ぶと、着地と同時にミコもまた竹刀を構えた。挑ちよう発はつするように先を振る。

「夢ではなく、到とう達たつすべき目標だ。キミ達のような人間には到とう底てい理解出来ないだろうがな」

「そうね。あまりに馬ば鹿か馬ば鹿かし過ぎて理解する気も起きないわ」

「……これだから直接やり合うしかないのだ。頑がん固こ者ものどもめ」

　視線の火花が交差し、そして──弾はじける。

「最も早はや、言葉は不要のようだな」

「そうね、いつまで経っても平行線」

　ミコが言う。

「ならば」

　朱音が応える。

「……ええ、後は」

　次の瞬間、二人は、同時に走り出していた。竹刀同士が、互いに喰くらい合う。

『ただ、ぶつかり合うのみ──っ！』

　拮きつ抗こうする力が衝しよう突とつし、高く戦いの始まりを告げた。



「はっはっは！　負けた負けたー！」

「さ、爽さわやか!?」

　十分後。あまりに堂々とした敗北宣言に、佳奈は驚おどろいたように両手を上げた。

「うむ、頑張ってはみたが後一歩及およばなかったか！」

　仕方がない、とタケトは思う。ミコはその優れた運動能力で善戦こそしたが、しかし、何しろ武道全ぜん般ぱんに秀ひいでた朱音が相手だったのだ。経験と、後、身長の差だけはいかんともしがたいところがあった。

（しかし……）

　と、頷いたところに、

「も、もしかして初めから負けるつもりだったんですが……？」

　これも【作戦】の内かと思ったのだろう。そう尋ねた佳奈に、ミコは目を瞬またたかせた。

「いいや？　ぜんぜん？」

「ええっ！」

　思わずこちらを見る佳奈へ、眼鏡を押し上げてタケトは微笑む。

「お見事です、会長」

「……ああ、なんとか上手くいったようだな」

　満足げに笑えみを返して、ミコはタケトの膝の上に腰を下ろした。

「ど、どういうことですか？」

「上原さん、会長は仕合には負けたが勝負には勝ったよ」

　首を傾かしげる佳奈に、説明する。

「途と中ちゆうから会長が、わざと大声を出していたのには気が付いたか？」

「え、ええ。それまでは聞こえるか聞こえないか程度だったのに、突然どうしたんだろうと思ったんですが」

「僕はその時、会長の狙ねらいに気付いて周りの反応を見ていた。すると、思っていた通り皆みな、はっきりとではないが不ふ愉ゆ快かいな気持ちを顔に出していたよ」

「……え、と。……もしかして、室伏さんの言葉で？」

　タケトは、軽く頷いた。

「会長に乗せられた朱音は、上手い具合に【生徒会】が必要とあらば簡単に弱者を切り捨てる考えをもっていると公言したんだ。それまで薄うす々うすと感づいていた者はいただろうが、ああまではっきりと形にすればいい気分はしないだろうな」

「代わりに奴やつらへはっきりとした反はん抗こう心しんを示した我々【裏生徒会】への期待は、多少高まったことだろう。これでまた、私達を支持する者が増えたということだ」

　ミコが腕を組み、タケトに背を預けた。

「じゃ、じゃああれは、室伏さんを追い詰めようとしたんじゃなくて……？」

「うむ。室伏朱音など元より眼中にない。狙いは──世論だよ」

「どうせ勝てぬ仕合なら、あえて別に利用する。……それに、効果はそれだけじゃない」

「ど、どういうことですか」

「……まあ、後に分かるさ」

　そう言うだけに止めたタケトに、

「で、でも、その、大丈夫なんですか……？　会長さんの目的はともかく、仕合は負けてしまいましたけど……」

　佳奈が不安になるのも無理はなかった。マイが勝利して以来、【裏生徒会】側は連続で二敗している。五対五で総合勝利数を競きそうのであれば、次に勝たなければその時点で敗北が決定しているからだ。

「勝てばそれに越こしたことはない。だが、負けるにしてもやり方はある」

　眼鏡のツルを指で押し上げ、タケトは言った。

「策とはそういうものだ、上原さん」

「その通り」

　立ち上がり、背中に回ってきたミコが頭をぽむぽむと叩く。屈かがむと同時に乗ってきた彼女を肩かた車ぐるましてやると、ミコはそこで意味ありげに微笑んだ。

「一つの考えに賭かけるのは素人のやることだ。我々はそこまで甘あまくはない」

　タケトの頭に顎を乗せ、誇ほこらしげに言い放つ。

「まぁ──基本的に私は、何も考えていないがな！」

「…………」

「かなが、【偉えらそうなことを言える立場か？】と思っているもようです」

「ちち、ちがう！　違うよマイちゃん！」

　慌てて口を塞ごうとするも、その表情を見ればすぐに分かることだった。タケトが苦く笑しようするに、ミコはふふん、と鼻の下を擦こすった。

「偉そうにもするさ。私は考える必要がない。つまりそれは──そうせずとも必ず事を成し遂げられるだけの頭を持った仲間がいる、ということだからな」

「会長……」

　ミコを見上げ口元を緩ゆるめる。そしてタケトは口を開いた。

「だから何も考えなくていいというのは違うと思いますが」

「おっと思わぬ正論！　逃げろー！」

　飛び降りると同時、ミコは耳を塞いで明後日の方に走っていった。

「とことん呑のん気きな奴らだな、お前ら」

　呆れるを通とおり越こして感心を示している宗吉が、釘くぎを刺さす。

「だけど分かってんのか、タケト。次のあんたの相手は……あいつだぞ」

　タケトは息をついた。そう、現状はとことんこちらに不利。そのことは確定している。

　次こそ勝たなければ、【作戦】も何もあったわけではないのだ。

（だが半ば自分で誘さそい込んだこととは言え……少々、重荷だな。彼と戦うのは）

　視線の先に居る人物を見て、タケトは暗雲のように広がる不安を無理矢理に押し潰つぶした。

　喧けん騒そうたるこの空間の中でただ、仏像のような静けさと落ち着きを漂ただよわせる人物。

　……御納葵。

　若干十三歳にして、相当の実力をもっていた宗吉を一刀のもとに伏せた神童だった。

（僕に……やれるか）

　戦法はある。それを実現させる訓練もしてきた。しかし、完全な自信があるかと言えば首を縦にすることは出来ない。

（……いや、僕を誰だと思っている。【天才】だぞ）

　たとえ相手が剣に愛された存在だとしても。自分と同じ息をし、肉をもった人間だ。条件は同じ。違うのは圧あつ倒とう的てきな経験とセンス、そして技術力。

　だが、それならば埋うめればいい。培つちかったこの知ち恵えで。

「僕ならやれる……」

　言い聞かせるように呟き、タケトは竹刀をとった。もう負けることは許されない。何をもってしても勝利をもぎ取る。

　後ろを向き、宗吉を見た。一度はその膝を折り、剣を折られ全すべてから逃げようとした男。

（宗吉……挫ざ折せつとは敗北ではない。それを分からせるため、この仕合は必ず勝ってみせる）

　自分の一手が、彼の未来を切り開くと信じて。

「第四仕合、開始します。副将は前に！」

　タケトは竹刀を納刀した。緊きん張ちように体がわずか震える。唇を噛み、奥おく歯ばを噛み締めた。手を、硬かたく石のように握る。

「郡武たけ人と──いや」

　そして、あえて密ひそやかに笑った。

「──【裏生徒会】、参る」



　彼が構えたその時、仕合会場は恐おそろしいほどの沈黙に包まれた。

　審判が開始を告げるその前までは、タケトと葵、それぞれに野や次じのようなものが飛んでいたりもしたのだ。だがそれも今は、全て消えている。

　喋しやべらなくなったのではない。喋れなくなったのだ。

「…………」

　葵から放たれる迫力が。

　目に見えぬ、しかし確実に漂う剥き出しの闘争心が。

　隙すきあらば相手を喰らおうとする、獣けもののような獰どう猛もうさが。

　静せい寂じやくの中に押し込められ、しかし全てを封ふうじることは出来ずわずかに漏もれ。

　その場にいた者全員の口を、強引に閉じさせた。

　それは正まさしく、戦国の世に生きる侍さむらいがごとき荒々しさでもあった。

（これが……本当に十三歳の持つ空気か）

　もし、持つ武器が竹刀でなく真剣であったなら。もし、ここが戦場であったなら。

　彼は躊躇なく、こちらの命を断っていただろう。

　それほどに明確な──こちらにも伝わるほどの殺意だった。

「…………」

　喉を鳴らす。素す手ででなくてよかった、とそう思った。小手の中の肌はだは汗あせでひどく滑すべり、とてもではないが柄をもてるような状態ではない。

　時間としては数分……いや、数十秒ほどしか経っていなかっただろう。それでもひどく長く感じた間を置いて、不意に葵が口を開いた。

「……郡先せん輩ぱい。一つ、お訊きしたい」

　眉をひそめて、しかしタケトは口角を上げた。

「随分と余よ裕ゆうだな。楽しくお喋りでもするつもりか」

「いえ。しかしわずかでも迷いをもっていたくはないので」

「……なんだ？」

「郡先輩は、どうして隠塚先せん輩ぱいを助けるのでしょうか？」

　口を閉ざす。どう答えようかと迷ったが、誤ご魔ま化かす必要はないだろう。タケトは話す。

「彼が助ける価値のある人間だと思ったからだ」

「そうでしょうか。僕はそうは思いませんが」

「ほう。なぜだ？」

「彼は──【敗北者】だからです」

　その口調は侮ぶ蔑べつの意図が含ふくまれているように思えた。

「この学園に入って最初の仕合、ボクは隠塚先輩と仕合を行いました。結果的に彼は負けましたが、僕としては良い相手だと思いました。剣筋は荒あらい。しかし、とにかく前に出ようとする、隠塚先輩には【勝ち】に執しゆう着ちやくする心があるように見えたからです。それは勝負事においては最も必要とされるものですから」

　タケトが頷くと、葵は小さく首を振る。

「しかし……しかし、隠塚先輩はそこから逃げた」

　心底から落らく胆たんした声こわ色いろで、

「あれほど依い怙こ地じになって求めていた勝ちを放り出し、安あん寧ねいで傷つかぬ影かげへと逃げ延のびた。たかだかボクという人間に敗れたくらいで」

「…………」

「失望しましたよ。ボクは何よりも勝利を愛します。そして決して敗北しない。する必要がないからです。一ひと度たび倒たおれ伏しても次がある。次に倒たおれてもまだ先がある。ならば……逃げる場所など要いりません」

「……なるほど」

　ようやく全て納なつ得とく出来た気がした。御納葵という、この才人のことを。

「御納さん。あなたは……強いな」

「……ええ、強いです」

　躊躇なく、彼は肯定する。それにタケトは思わず笑った。

「そう、強い……。だが、だからこそ分からないのだろう。どうあっても越えられない、高く、そしてどうしようもなく高い壁かべに対した人間のことが」

「そう思うことこそが敗北と言うのではないですか」

「ああ、僕もそう思う。だが、それは出来た人間だからこそ言えることだ」

　己が当然だと思っていることが、他からすれば途方もなく難解な問題であることもある。

「多くの者はそこで立ち止まる。そして考えるんだ。自分では無理なのではないか。達することなど出来ないのではないか。ここで諦あきらめた方がまだ傷は浅いのではないか……と」

「そんなことを考えていては何も成し遂げることは出来ません」

「その通り。だが理り屈くつではない。人はどこかで【楽】を探したいと思うものだ。傷つけられる前に。倒れる前に。絶望を叩きつけられる前に。そこから背を向け、走り、逃げ、そうならない場所でひたすらに時を過ごす。仮かり初そめの自信を胸に抱いだき。何も成し遂げてはいないが、失ってもいないが故ゆえに」

「情けない。救う価値もありません」

　一刀両断するよう、葵は呟つぶやいた。

「……そうだな。ソウキチもまた、そんな人間になっていた」

「ならば余計に、どうして郡先輩は隠塚先輩のような人間に手を貸すのですか。ボクには、理解出来ません」

「ソウキチが知ろうとしたからだ。這はい蹲つくばった者だけに与あたえられる特権というものを」

「……這い蹲った者の特権？」

「転んだ人間だけが、二度と転ばない方法を知っている」

　静香は言った。本当に才能のある人間は己を疑わないと。それは事実だろう。だが、

「自分に能力が無いのかもしれないと思いながら、尚求め続けたものにしがみ付こうとする──それも一つの【才能】なんだ。あいつがもう一度それを目指そうというのなら。その覚悟を持てるかもしれないかもしれないと言うのなら」

　タケトは、胸を張って言い放った。

「僕は──自分の行いを愚かだと言われても彼を助けたい」

「…………」

　どこか、けおされたように。

「だから……隠塚先輩に手を貸すと。己を犠ぎ牲せいにしてまで……？」

「そうだ」

　面の下で、タケトは笑った。

「──僕は、その為に【天才】になったのだからな」

　柄を握る手に、力がこもった。葵は、低く囁ささやくように言う。

「……分かりませんね」

　息をついて、それでも強い口調で。

「ですが、あなたが強い決意を秘ひめていることだけは理解しました」

　抑おさえ込んでいた己を全て白日の下に曝さらした。その殺気が、実態を持つかのようにタケトを圧あつ倒とうする。

「──それでは存分に、死合いを行いましょう」

「………ああ」

　中段に構え、緊張を押し殺ころし。

「──是ぜ非ひもない」

　タケトは、一歩踏み込んだ。

「……っ！」

　その瞬間、上段に竹刀しないを振り上げるより早く、葵の竹刀が下方より迫っていた。真まっ直すぐとその腹はタケトの胴どうを狙う。

（──速い。だが……！）

　弾く。引ひき戻した切っ先でそれを防ぐと、強引に軌き道どうを逸そらした。すかさず旋せん転てんして小手を断たつと見せるや、切っ先が引いて突きへと変化する。だが空に穴を穿うがつが如く放たれたそれは、わずか半歩退いたタケトの鼻先数ミリで止まった。

「……？」

　面の下で、葵が怪け訝げんな顔をするのが分かる。そこにタケトが面打ちを繰くり出すと、軽く跳とんでかわした後に再び間合いを詰めて小手狙いからフェイント、視線を胴にわずか飛ばすとしかし逆に大きく振り上げた竹刀を真っ直ぐ打ち落とす。見事なまでの流れだったがタケトはそれを真横に打ちとめて、鍔つば競ぜり合あいの後、押し返した。

　距きよ離りをとって、葵が着地する。

　そして彼は自分の手を見下ろし、小首を傾げた。明らかに納得いっていないようだ。

「不思議か」

　無言で顔を上げた彼に、タケトは竹刀を突き付つけた。

「……だろうな。素人同然の僕が、あなた相手についていっているのだからな」

　純じゆん粋すいに興味本位だろう。葵は尋ねた。

「一体、どういうことでしょうか？」

「それを教えるほど、僕は阿あ呆ほうじゃない」

　口角を上げて、摺すり足あしで動く。

「自分で考えてみるんだな」

　胸中で、タケトは息をついた。

（……どうやら、上手くいっているようだな）

　十日前。

　タケトは、仕合を行うと知るや否いなや、葵に対する作戦を立てた。千陣学園はその特色ながら、未来の有名選手となる生徒を取材するため多くの人間が訪れる。彼らはその全てにおいて録画したテープを学園側に提供する義務があり、それを怠おこたれば出入りが禁止されてしまうと決まっていた。故にこそ各科や部にはそのテープが保存してあるはずだとタケトは考え、桜花に頼たのみ【剣道部】が行った仕合を録画したＤＶＤを焼いてもらってきたのである。

　それを、タケトはただ観続けた。

　わずかな睡すい眠みんは挟はさんだが、それ以外は全て仕合内容を把は握あくするために延々と集中したのである。結果的に、彼は学んだ。

　葵の行動パターン。剣筋。複雑な動き。それら全てを頭に収め、ある種の定型を考え出した。後はそれに、臨機応変で対応していけばいい。

　そのために作業と並行して宗吉からある程度の稽けい古こはつけてもらわなければならず、正直なところ辟へき易えきする部分はあったが、それでも。

（やった価値はあった、ということか……）

　問題はなさそうだった。時に変化球があることもないではないが、持ち前の反射神経でどうにかついていけている。大丈夫そうだ。これならやれる。

　タケトがそう思っていると、葵はしばらく俯うつむいていたがやがて、

「……ああ、なるほど」

「……？　どうした」

「剣道部から取材を録画したテープが消えていると聞きましたが、そういうことでしたか」

　どうやら見み抜ぬいたらしい。その辺りの頭も回る。

「……まあ、その考えで間ま違ちがいじゃないな」

　だが、だからと言ってすぐにどうにか出来る問題ではなかった。人間、中々長年で染しみ付いた癖くせや考えを変えられるものではない。

「悪いがそう簡単にやれると思わないでくれ。あなたがしっぺ返しを食くらうことになるぞ」

「ええ、そのようです。さすがですね、郡先輩。素晴らしい頭脳と運動能力です」

　タケトは、怪訝な表情を示した。……軽い。

（妙だぞ……。少しも動どう揺ようしているようには見えない）

　それどころか、疑問が解けたといったようにすっきりした声に聞こえた。葵は面を上げて、その隙すき間まから見える口をわずかに緩めた。

「分かりました。──それでは、【本気】でいきます」

「……なに？」

　すっ、と葵が両手に持った竹刀を上げる。その姿に、タケトは目を見開いた。

（上段の構え……）

　別名、火の構えとも呼ばれる体勢である。一見、腹を露あらわにした無防備なポーズに見える。

　しかしその実、大きく踏み込めばこちらの攻こう撃げきが決まる前に面の打突が決まり、容易に打ち込みが出来ない構えとなっていた。

（なんのつもりだ。こんなものはデータには……）

「郡先輩、どうぞ」

　気軽に、しかし、

「……どこからでも、打って下さい」

　──その台詞が紡つむがれた刹せつ那な、タケトはぞわりとした寒気を味わった。

　無数の斬撃が、頭を過よぎる。あらゆるパターンが脳のう裏りを掠かすめ、しかしそのどれもが【敗北】の映像だった。

　右からいっても。左から薙ないでも。フェイントをかけても。体当たりで隙を狙っても。

（なんだ、これは……）

　ただの上段の構えであるはずなのに。あらゆる戦法が通用しない。十考えても。百考えても。千考えても。

　通らない。通る気がしない。全てが無意味と消えた。なぜかは分からない。だが本能でそれを理解していた。

　どうあっても──【勝てない】。

　……俗ぞくに剣けん豪ごう同士の戦いは、刃やいばを交かわすその前に決着すると言われている。彼らは互たがいに動く前、相手がどう出るかを読み続ける。そしてあらゆる計算が終わり、独自の勝利過程を編み出したその時にこそ初めて決死の覚かく悟ごで挑いどむのだ。

　だが、今のタケトにはそれがどうしても出来なかった。先ほどまでは確かにあった、勝利への確信。それが、泡あわのように空むなしく消えてしまっている。

（どう出ればいい……）

　どうすれば勝てる。フル稼か働どうする脳が、それでも計算に追いつかず悲鳴を上げていた。

（くそ……不ま味ずい）

　恐らく、葵はタケトが仕掛けてくるのを待っている。彼は見抜いているつもりなのだ。タケトに、打つ手が存在しないことを。だがそれは間違っている。手はある。あるのだ。

（しかし、それを繰り出す一歩が──遠い……！）

　まるで隙がなく、どう踏み込んでいいのかが分からない。タケトは、思わず歯は噛がみした。嫌いやな汗が流れる。焦あせりが体を逸らせる。やらなければならない。前に出なくてはならない。

（くそ、不味い。不味い。不味い。不味い。不味い……！）

















　勝てない──そればかりが、頭を回った。徐じよ々じよに思考がバーストし、真っ白になっていく。無理だ。不可能だ。やはりにわか仕込みでは敵かなわない。危険。窮きゆう地ち。踵かかとが既に、崖がけへとかかっている。後一歩でも尻しり込みすればぐらりとよろめく。だが。それでもタケトは、こう思った。

（……ダメだ。これでは、負け……！）

　その瞬間。

──平気だぞ。今のキミは、すこぶる格好かつこいい

　脳裏に過る、姿があった。そう言って手を握ってくれた、彼女の姿が。

──タケトくんは、私にとって誰よりも頼たよりになる相棒だ。だから……平気なんだぞ

　確固とした理由があるではない。はっきりとした証明が出来るわけでもない。

　それでも彼女の言葉は、心に響く。それは一点の揺ゆらぎもない、信しん頼らいの強さだった。

（……僕は）

　捉われていた闇やみが晴れたように、はっと我に返る。そして、思わず心中で舌打ちした。

（僕は……何を考えている）

　タケトは、しっかりしろ、と自分を強く叱しつ咤たした。

（お前がここで折れれば、何を失うと思っている。誓ちかったのではなかったのか。あの人と変えると。この学園を、【生徒会】なんぞの好きにはさせないと）

　目を覚ませ。しっかりと現実を見み据すえろ。隙がなければ自らそれを作り出せ。恐れるな。前に進め。安心しろ。なんの問題もない。

（お前の背後には、誰が居る？）

　彼かの女じよは疑っているか。彼女は恐れているか。彼女は、弱音を見せたか。故にこそ。

（郡武人。絶対にあの人を──会長だけは、裏切るな……っ！）

　タケトに戻ってきた。いつもの自分が。なくしかけていた己の矜きよう持じが。

「……そうだ」

　まだ負けたわけではない。始まってすらいないのだから。だから、ここから。

（ここからまだ……巻き返せるはず！）

　笑った。笑う余裕が戻った。

「……危ないな。ソウキチのことを偉そうに言えなくなるところだった」

　柄を握り、タケトは真っ直ぐと葵を睨にらみ付ける。

「逃げてはいけないな──不可能という、高い壁から！」

　そして、無防備に。無心で。

「行くぞ、御納葵……！」

　タケトは、走り出した。

「これで、全てを決する──っ！」

　余りにも無策。そして無む謀ぼう。故に葵は愚か者ものを相手どるように言った。

「……所しよ詮せんはその程度ですか」

　タケトは刺突の構えをもったまま飛び込む。それに対し、視し認にんすることも難しい面打ちを葵は無造作に放った。タケトは叫ぶ。

「汚お泥でいから這い上あがった人間を、嘗なめるなよ……！」

　全てが一いつ瞬しゆんの出来事。タケトはそこで、腕うでを高く掲げた。

「……っ？」

　そして、竹刀を放ほうり投なげる。宙に舞まったそれが落下するわずかな間、彼は両手を開き、

「……イヤァッ！」

　葵の竹刀を正面から受け止める。ばしん、という鋭するどい音と共に彼の得物は挟み込まれた。

「白しら刃は取り……!?」

（ビンゴだ……！）

　見えたわけではない。計算したのだ。手の動いたタイミングと竹刀が下りてくるまでの平均秒数、どの時間でどの場所に手を出せばそこにちょうど切っ先が存在するかを。

「くっ……！」

　力任せに真横に倒すと、葵はぐらりとよろめいた。瞬しゆん間かん、タケトは手元に戻った竹刀を受け取る。それと同時に、

「面めえええええええんっ！」

　天頂から、鉄てつ槌ついを下した。

「……っ！」

　見事に決まったその連撃に、葵はゆっくりとその場に倒れ込んでいく。

「……っ！　はあ、はあ、はあ……」

　遅おくれて、疲つかれが一気に押おし寄よせた。よく上手くいったものだと思う。ほとんど賭けもいいところだった。しかしそれでも自信はあったのだ。まともにやって勝てないのなら、虚きよを突く他に方法はない。たとえそれが無茶苦茶であってもだ。

「審しん判ぱん！　面ありだ！」

　タケトの叫びに、審判は戸と惑まどうような反応を見せる。更さらにそこへ、言葉を重ねた。

「何をしている！　早くしろ……っ！」

　その気き迫はくに押され、彼は思わず頷うなずくと右手を上げて、

「め……面あり！　いっぽ……」

「──待ちなさい」

　タケトの勝利を宣言しようしたが、そこに静香が物言いをつけた。

「なんですか今のは。剣道でもなんでもありません。あのような方法での勝利は認められません」

「…………」

　そう言われるだろうとは思った。しかし、タケトには確信がある。

──ボクがボクとしての生き方をまっとうし、その結果、何らかの失敗を犯おかしたのならそれまでです。その時は、潔いさぎよく負けを認めますよ

　もし、葵が自分の見抜いたような人物であるならば、きっと。……そして、

「……待って下さい、千早部長」

　しばらくしてから体を起こした葵は、面を外した。静香の方を向いて、

「郡先輩の勝ちです」

「……しかし、葵」

「仮にこれが戦場であったのなら、ボクは死んでいます」

　立ち上がると、頷く。

「どのような方法であっても一本は一本。敗北は敗北です。それに郡先輩は素人しろうとも同然。ならば戦い方も素人であって当然です。それを見抜けなかったのは、ボクの失策でしょう」

「……はは」

　思わず、声を上げて笑った。やはり、そういう人間だ。だからこそのあの方法だった。

「……加えるならあの方法、全てが紙かみ一ひと重えでした。それを実行出来たことへ、素す直なおに賞賛を示します」

　タケトを見た葵の顔には、微笑が浮うかんでいた。彼は手を差し出す。

「中々面おも白しろい戦いでした。ボクもまだまだ未熟です」

「……いや。今回は不意をついたから勝てた。次はどうなるかわからない」

　握り返しながら、苦笑した。そう、後二本残っているからだ。

「その心配はありません」

　だが首を振ふって、葵は手を上げた。

「審判。……ボクはこの仕合、棄き権けんします」

「っ！　ちょっと、葵っ！」

　朱音が慌てたように止めに入る。

「どういうこと!?　まだ勝負は決まってないのよ!?」

「もうボクは色々と満足しました。後は皆さんでご勝手に」

「……葵？」

　問いを投げかける静香へ、葵は言った。

「敗北を賭けてのあの行動。郡先輩の覚悟を知りました。だから、見たくなったんです」

　そのまま、視線を向ける。

「──その郡先輩が信じた、隠塚宗吉の【覚悟】を」

　宗吉が、それを受けて顔を引き締しめた。

「だから後は任せます。問題はないでしょう」

　挑発するでもなく、ただ自然に、

「……どうせ、千早部長が勝たれるのですから」

「…………」

　目を閉じる。そして、彼女は答えた。

「……分かりました。下がりなさい」

「ふ、副会長……！」

　朱音の訴えにも、静香は首を振る。

「元々、葵は今回のことに巻き込まれただけに過ぎません。無理に続けさせることは出来ませんよ」

　深々と頭を下げて、葵はタケトの方を見た。

「……興味深い方ですね、あなたは」

「そうか？」

　肩かたを竦めて、踵を返した。

「……別に、僕ぼく一人で勝てたわけではないよ」

　そのまま手を振って、タケトは歩き始める。

「タケトくーん！　やったな！　さすがだ！　信じていたぞ！」

　そして嬉うれしそうに近寄ってくるミコに向かって、頭を下げた。

「有あり難がとうございます、会長」

「……うん？　なにがだ？」

　飛びついてきた彼女は、自分の懐ふところで小首を傾げる。その姿に、タケトはただ微笑んだ。



　仕合会場は緊張に包まれていた。

【裏生徒会】ＶＳ【剣けん道どう部ぶ】……当初、部外者にとってはお祭り事でしかなかったそれ。

　しかし今や、二対二という互ご角かくの勝負をするに至って、誰もがその認にん識しきを改めていた。

　一ひと重えに葵の凄すごさ。そしてタケトの真剣さを見たからだろう。

　最早これは、遊びではない。心のどこかで、そう感じとり始めていたのだ。

　誰かが何か大切なものを賭けてやり合っている。そう思うことで、彼らは自然と言葉を少なくしていった。そして、ついに勝負は、最終局面を迎える。

　向かうは、剣道部・部員・一度は敗北を喫きつした男、隠塚宗吉。

　それに立たち塞がるは──【生徒会】、副会長であり剣道部最強と謳うたわれる剣士・千早静香。

（敵は、どうしようもなく大きい……）

　果たして彼が本当に勝てるのかどうか。お膳ぜん立だては整っている。だがそれには、ある条件があった。

「……隠塚くんが、その機会までに耐たえ続けられるかだ」

　ミコがそう言うのに、タケトは頷いた。

「ええ。……全てはそこに懸かかっています」

　可能か。不可能か。結末は正直なところ、本当の意味でタケトにも見えなかった。

「まあ、彼なら大丈夫だろう。きっとな」

　ミコが、余裕のある口調で言う。

「タケトくんとて、隠塚くんを信じたからこそ……あんな作戦を立てたんだろう？」

「ええ、そうですね」

　その通りだ。分の悪い賭け。それでも、宗吉ならやってくれると。

（いや……やらなくてはならないんだ、君は）

　一度は逃げ出した場所だ。そこに戻ろうとするならば、リスクは高くて当たり前。

（頑がん張ばれよ……ソウキチ）

「……始まるぞ」

　ミコが口を開く。その声に不安の色はない。彼女はいつでもそうだ。揺らぎのない微笑を保ち続けて居た。

「第五仕合、始めます」

　審判が、最後の呼びかけを行う。

「それでは──両者、前へ！」

　仕合場で後方に待機していた宗吉が、中央へと向かう。一定の間合いをもって向き合い、静香に礼をした。彼女もそれに返す。

「構え！」

　互いに中段の構えをとって、彼らは静かにその時を待つ。が、

「……たけと、みこ」

　不意にマイが呼んだ。仕合を見守っていたタケトは、目をしばたたかせる。

「どうした？」

　マイが仕合の入り口を指差した。その方向を追って──タケトは、瞠どう目もくする。

「なっ……！」

「……ほぅ」

　観客がざわめき始めた。予想外の来客に、誰もがまごついて避よけようとする。それに対し、その人物は片手を上げた。

「──結構。私も今は只ただの観客だ。皆、楽にしてくれ」

　傍かたわらには、能面のような顔をした影の薄うすい少女が一人。そして、そんな彼女を引き連れているのは、

「氷室、当世……っ！」

　そう。そこに居たのは、紛まぎれもない【生徒会】の最高統治者、氷室当世その人だった。

「か、会長……!?」

　朱音は驚きの余り足をもつれさせながらも立ち上がり、それでも素す早ばやく敬礼した。

「氷室会長……」

　静香もまた、予想だにしていなかったのだろう。目をしばたたかせた。

「どうしてここへ……？」

　少女、伊い佐さ奈な神楽かぐらが用意した椅い子すに腰こしかけながら、氷室は頷く。

「君たちが【裏生徒会】と仕合を行うという話を耳にしてな。見物しに来たというわけだ」

「し、しかしわざわざ……！」

「問題はない。ただの観客の一人だ。気負わずにやるといい」

「……は、はい」

　タケトは眉まゆをひそめた。一体、なんのためだ。いかに自分たちが関かかわってきているとは言え、わざわざ氷室が出張るようなことだろうか。

「……なるほど」

　しかしミコは全てを理解しているようで、微笑を浮かべてまんざらでもない顔をした。

「会長、どうしました？」

「タケトくん、奴が本当に部下の活かつ躍やくを見に来たわけではないことくらい、明白だ」

「それはそうですが……」

「だとすれば、目的は一つ」

　ミコは立ち上がると、タケトの肩を叩く。

「キミだよ、タケトくん」

「……僕、ですか？」

「奴はキミのやることが気になっているのだ。だからこそわざわざ足を運んだ。見定めようとしているのだろう。……郡武人という人間が、どのような【力】をもっているのかを」

「しかし……」

「キミは知らないだろうから、教えてあげよう」

　腕を組んで、唇くちびるを曲げながら、

「──初めてだったのだよ。あれほど堂々と、あの氷室に喧嘩を売った男はな」

「…………」

　なるほど。それでか。タケトは無言で頷いた。

（試ためされているというわけだな、僕は……）

　だが、関係はない。氷室がどう思おうと、この場では意味のないことだ。しかし、思う。彼かれが思おもい描えがくような結末にだけは、絶対になってはならないと。証明し続けるのだ。佳奈や宗吉──そして【生徒会】が見捨てようとした人間にも、価値はあるのだと。タケトは、氷室を見て唖あ然ぜんとしている宗吉を見た。そして、呟く。

「頼んだぞ、ソウキチ……」

　その言葉が、宗吉の心に届いたか否か。

「そ、それでは──仕合を、始めます！」

　かくして、最後の戦いはその鐘かねを鳴らした。



（一体全体、どうなってんだよ……）

　全く埒らち外がいの出来事に、宗吉は混乱していた。いきなり何の前まえ触ぶれもなく、あの氷室当世が現れたのだ。動揺もする。

（……いや、ダメだ。冷静になれ）

　そんなことを考えている場合ではない。今はただ、前を向く。それだけだ。

（戻るって言っちまったからな……）

　もう逃にげない。そう決めたが故に。だから、勝つ。勝たなくては、ならないのだ。未いまだ、戻った後に自分がどうすべきかまでは分からないが。それでも、

（やるさ……あれだけ、体を張られたんだ）

　ここで引いては、タケトに申し訳が立たない。

（だから、オレは……っ！）

　宗吉は、決意を込めて柄を握にぎり締めた。そこに、

「……申し訳ありません。隠塚宗吉」

　静香が、穏おだやかに、面の内側で微笑を見せた。

「別に負けるつもりはありませんでしたが、より一層その気持ちが増しました」

「あ？……どういうことだ？」

　刃の切っ先が、宗吉の喉のど笛ぶえに狙いを定めるかのように向けられる。

「誰の前でも冷静沈ちん着ちやくに。何にも捉われず、ただ変へん幻げん自じ在ざいの水のようにあれ。それが私のモットーです。……しかし」

　瞬間、

「あの方が見ている以上──私は、負けられないのですよ」

　轟ごう、という唸うなりがあった。勿もち論ろん、目に見えるものではない。しかし確実に宗吉は感じた。

　千早静香から放たれる、猛もう烈れつなまでの執しゆう念ねんを。

（……なんだ、雰ふん囲い気きが変わった？）

　あくまでも外見上はそれまでと同じ。だが、その根底にある……いわばスイッチとも呼べるものが切り替かわった気がした。

「くっ……」

　思わず押し返されそうになる。だが、宗吉は奥歯を噛んでそれに耐えた。

「……いいぜ、オレだって負けられない理由がある。そこだけはあんたと同じだ！」

「……負けられない理由、ですか」

　竹刀を下方に。脱だつ力りよくしたように、向けた。

「甘い、ですね」

　ぽつり、と囁くように告げて。

「だから貴方あなたは──【敗北者】なのですよ」

　宗吉は、目を見開いた。眼前に。

「……え？」

　竹刀の切っ先が、迫っている。

「ばっ……っ！」

　馬ば鹿かな、と言う暇ひまさえも与えられず。それは余りにも無む慈じ悲ひに、

「……面！」

　ただ、真っ直ぐと振り落とされていた。

「……っ！」

　まるで鉛なまりでも叩きつけられたかのような勢いに、宗吉はその場へ突っ伏ぷしていた。

「ごふっ……！」

「ソウキチ！」

　タケトの声が飛ぶ。だが、彼にはそれに返すことさえ出来ない。

「なに……が」

　起こったのか、遅おそまきに理解する。閃せん光こうがごとき鋭さでもって叩き伏せられたのだ。

「……私が言ったのは負けられぬ理由ではありません。そんなものがなくても勝つのは決まっているからです。あの言葉はただ単純に」

　冷ややかな眼まな差ざしが、頭上から降り注ぐ。

「ただ単純に……貴方を完かん璧ぺきに打ちのめす時が早まった、というただそれだけのことです」

「……嘘うそだろ」

　宗吉の声に、思い出したがごとく、慌てて審判が宣言した。

「い、一本！　面あり！」

「……立ちなさい」

　床ゆかに手をつく。ぐらぐらする頭をそれでもどうにか押さえつけて、宗吉は体を起こした。

　静香は元の位置に戻って、構えをとる。ただ名の通り静かに、落おち着つき払った態度で。

（勝てるとか、勝てないとか、そんなレベルじゃねえだろ……）

　一体先ほどのは、なんだったのか。あんな動きを出来る人間が本当にいるのか。速いどころの騒さわぎではない。まるで分からなかった。彼女が何をしたのかさえ。

「く、くそ……！」

「りょ、両者構えて！」

　それでも意地だ。宗吉は竹刀を立て、そして彼女に向かい合った。静香は微笑む。

「……少しだけ、貴方に逆転の機会を差し上げましょうか。仮に貴方が私に一本でも入れられたら、そこで勝ちを譲ゆずりましょう」

「……なに？　嘗めてんのか？」

「いえ、これは宣言ですよ」

　笑みを引っ込めて、ぞっとするような気迫を前に。

「……貴方には、それすらも出来ないというね」

「くっ……！　ま、まだまだ！」

「それでは、始──」

　め、と審判の口が形を作るか否か。

「──二本目、胴」

　懐に入り込んだ静香の竹刀が、唸りを上げて宗吉の胴を叩いていた。

　最早、戦法を立てている場合ではない。無造作に薙ぎ払われた得物の腹は、容よう赦しやなく宗吉の体にぶち当たった。

「おごっ……！」

　吹ふっ飛とぶと、何度も無様に転がってそのまま倒れる。まただ。

（また……見えない！）

　葵の時もそう思った。だがそれは、あくまでも【ついていけない】という段階だ。彼女のように、気付いた時にはもうやられているというものではない。

（な、なんなんだ………。なんなんだよ、この違いは……！）

　悲ひ壮そうさえ伴った脱力感が、宗吉を苛さいなんだ。

　努力。積み重ね。経験。技術。大切だと思っていたこと、それら全てを嘲あざ笑わらうかのような。それは、自分を追い詰つめるに相応ふさわしいほどの。

　単純な──【才能】の差だった。

「……立ちなさい、隠塚宗吉」

　容赦ない一言が、放たれる。

「く、そ……」

　よろめいて。嫌いや気けが差して。それでも、宗吉は現実に返る。

（や、やるんだ……戻るんだ！　オレはもう一度、剣道部に……！）

　しかし、構えた直後。

「さ、三本目、開始！」

　その凶きよう刃じんは、余りにもあっさりと、自分の決意を抉えぐった。

「──突き」

「がっ……！」

　喉笛に直接突き刺さったかのような痛み。宗吉は、巨きよ人じんの手で押されたかのように勢いに押されて再び後方へ、受け身さえも取れずに仰あお向むけになった。

　あっという間だった。立て続けに三本。今までやろうとしてきたことはなんだったのか。笑えるくらいに一瞬で。馬鹿馬鹿しいほど綺き麗れいに。

　そして、終わってしまった。

「ぐ……うう……」

　やはりダメだった。覆くつがえしようがないくらい、歴然とした差だ。

（悪い、タケト、無理だった……）

【作戦】を実行するタイミングなど、到とう底てい掴つかめない。言い訳のしようもないくらい、立派な敗北だった。

「こん……な……」

　あっという間に。あっさりと。ありえないほどに。

　わずかでもあった可能性は、潰ついえた。……だが。

「つ、突き一本！　合計三本で、勝者──」

「待ちなさい」

　意外にも声がかかったのは、静香からだった。彼女は竹刀を宗吉に向けて言い放つ。

「今のは一本ではありません。私は残心を見せていませんよ」

　残心とは、剣けん道どうにおいて打突した後にも油断をせず、相手のどんな反はん撃げきにも対応出来るように心と身を構えることだ。残心のない打突はいかに正確な一本をとっていようと、有効として取られない。確かに静香は突きをした後間合いをとることも、構えをとることもなくすぐ宗吉に相対していた。

　その言葉に頷き、引き下がった審判を見た後で、彼女は言った。

「……立ちなさい、隠塚宗吉」

「な……なんのつもりだよ」

　体を起こした宗吉に、静香は答える。

「この程度で終わると思わないで下さい。貴方には、ボロボロになって床に這い蹲り、この世で最も醜みにくい姿で負けて頂きます」

「どういうことだ？」

　静香は、憐みを込めたような口調で言った。

「……桜花は、貴方に未だ固こ執しゆうしています」

　宗吉は、視線を動かし幼おさな馴な染じみの姿を見る。彼女は、不安げな顔で自分を見守っていた。

「それというのも、彼女が貴方に未だ、淡あわい希望を抱いているからです。その間あいだ柄がら上、仕方のないことですが、いい加減に思い知らさなくてはなりません。貴方がまるで救いようのない敗者であること。彼女が求めるような人物では、決してないことを」

　近づくと、切っ先を喉のど元もとに突き付けた。

「貴方がみっともない負け方をすれば、桜花もさすがに自分の愚おろかさに気付くでしょう。そうすれば妙みような拘こだわりをすて、迷いもなくなる。結果的に──彼女は、己おのれの道に専念できる」

「……おい、待てよ」

　宗吉が、掠れる声で言う。疑問を呈ていするように。

「それじゃまるで……まるでオレが、オウカを邪じや魔ましているみたいじゃないか」

「……呆あきれましたね」

　それに対し、小首を傾げて、心底からあきれ果てたように。

「そんなことにも……気付いていなかったんですか？」

「──っ！」

　愕然と表情が凍こおりつく。そんな宗吉に、静香は言った。

「貴方がいつまでも、無駄なことをしているから桜花も心配する。だから修しゆ行ぎようがおろそかになる。よっていつまでも剣けんを極きわめることが出来ない。……自明の理でしょう？」

「お……オレが」

　自分が、オウカの道の妨さまたげとなっている。

　彼女に願われたから。請こわれたから。もう一度、戻もどってきてと言われたから。

　だから、頑張ろうとしたのに。逃げずにやろうとしたのに。その決意が。心が。行動が。

「……あいつの、邪魔になっている？」

「分かったのなら、大人しく叩たたき伏ふされなさい。貴方には所詮、その程度の価値しか……ないのですから」

　呆ぼう然ぜんと佇たたずんだまま、宗吉の中で、様々な想おもいが巡めぐった。

（……そう、だったのか？）

　静香の言う通りなのか。戻ったところで桜花のプラスになるわけではないことくらいは分かっていた。しかし、寧むしろ邪魔になっているというのか。

　そんなわけはない、そう思いたい自分もいた。だが、否定することも完全には出来ない。

（オレは……あいつにとって、そこまでの人間に成り下がっちまっていたのか）

　悔くやしさに、拳こぶしを握った。腹が立つ。落ちぶれてしまった自分自身に。しかし、それが真実かもしれない。

　だが、もしそうならば。たとえ己の帰き還かんを彼女が望んだとしても。応こたえることは、本当に正しいことか？　真に桜花を守りたい。彼女の為ためになりたいと思うのなら。

（……ああ、そうだな。そうかもしれねぇ）

　どうして気付かなかったのか。剣道部に戻ってどうする、という問題ではない。もう自分が居る場所など、何ど処こにもなかったのだ。

　逃げない決意がなんだというのだ。桜花が願ったからなんだというのだ。

（そんなの……ただの自己満足じゃねえか）

　そもそもが、彼女が自分を抜ぬいた時点で、役目は終わっていたのだ。

　それなのに桜花がしがみついてくるから。傍そばにいてくれと言うから。だから、そうしようと思った。だけど彼女のことを想えば、そうだからこそ、離はなれるべきだった。

（はは……馬鹿みてぇだ）

　意地になっていた自分が。悲しいくらいに。どうしようもなく、愚かに思えた。

「……なるほどな」

　小さく答え、宗吉は立ち上がった。

「オレにはそれくらいしかやれることがないってことか」

　全てを悟さとりきったような顔で。

「……分かった。オレがそうすれば、オウカの為になるのなら……」

　その顔には、微び笑しようさえ浮かべて。

「──オレは、全てを、捨てるよ」

「……いい覚悟です」

　すっと構えて、静香は最後の宣告とばかりに言った。

「貴方の【覚悟】──しっかりと、見定めましたよ」

　その瞬間、頭ず蓋がいを砕くだくかのような、その一いち撃げきは決まった。



「た、タケトさん、なんか変ですよ……」

　佳奈が不安げな顔を向ける。

「三本取られたのに、いつまでも終わらないし……それに、隠塚さんが」

　タケトは、分かっている、という風に頷いた。

　仕合は異常な事態となっていた。静香がどれほどに打ち込もうとも審判は一本を取らず、そして宗吉はそれに対して防ぼう御ぎよをとろうともしない。動きが早過ぎるためではなく、単純に動くつもりがないようなのだ。

「千早静香がこうするだろうということは分かっていた。彼女がこちらの申し出を受けたのも、そういう企たくらみがあってこそだったのだろう」

　そうして説明した内容に、佳奈は口元に手を当てた。

「そんな……そ、そんなの、ひどすぎます！」

「……そうだな。相変わらず、気分の悪くなるような所業だ」

　ミコがそう言って、しかし、

「だが……そう上う手まくいくかな」

　その口元には、笑みを浮かべた。きょとん、とした佳奈にマイが告げる。

「情報は、一方に捉われては、しんじつが見えない」

「……マイちゃん？」

「そうきちがそれに気づけば、かてる」

「……そうだ」

　タケトが言い、ミコが頷く。

「そう。だから【生徒会】は結果だけを求め、その過程を見抜いていないというんだ」

「ど、どういうことですか？」

「とにかくソウキチを信じよう」

　タケトが小さく、しかし、確信を込めて言った。

「──あいつは、そんなに弱い人間じゃない」



　もう、何度目か。

「面……っ！」

　振り下おろされた刃が打だ撃げきし、宗吉を床へと沈しずめる。うつ伏ぶせになったまま、顔を顰しかめた。

（くそ……いてぇ）

　防具越しでもこの威い力りよくだ。もう、立ち上がる気力さえない。体中の至るところを、叩きのめされ続けた。

「ぶ、部長、さすがに……！」

「まだ一本ではありません」

　有う無むを言わせぬ口調で、静香は審判の申し出を拒きよ絶ぜつする。

「……さあ、まだですよ、隠塚宗吉」

　思わず笑いがこみ上げてくる。きつい、どうしようもなく。

（辛つらいな……ちくしょうが）

　負け続けるというのが、こんなに苦しいものだと思わなかった。何も出来ず、何も許されず。ただ立っては打たれ、立っては打たれ。膝ひざを折り、叫さけびを上げ、倒れ伏ふす。

（これが……オレの人生かよ）

　これが才能の無い人間の末路なのか。負け続けることしか、もう生きる資格がないのか。

（仕方ないのかもな……オレは所詮、【凡ぼん人じん】だ）

　どう足あ掻がいても、勝てるわけがない。

　いくら諦めないと誓っても。もう一度やると決めても。想いだけではどうにもならない。

　上手くいくように見えて。出来るかもしれないと希望を抱いて。

　だがそれは、いつでも打うち砕かれる。

　分かっていたはずだった。だから逃げたのだ。自分は、夢から。目指していた目標から、遠ざかったのだ。

（それなのによ……）

　いや、それはもう言うまい。タケト達には申し訳ないことをした。だが、完全に彼らの見込み違ちがいだ。

（オレは……賭かける価値のない男だよ）

　全てを失って今、宗吉は笑っていた。

　乾かわいた、限りなく虚きよ無むに近い、それは空しい笑いだった。

「さあ、立ちなさい……隠塚、宗吉！」

「……分かった……よ」

　ゆらり、と。最も早はや、無作法と分かっていても竹刀を杖つえ代わりにしなければならないほど、彼は疲れ切っていた。

「さあ、やれよ……」

　それくらいしかやれることがないのなら。

「オレを打てよ、部長さん……！」

　宗吉は、そう言った。

「──胴！」

　鮮せん烈れつな一刀が、己を吹き飛ばす。宙に投げ出され、そして無造作に落ちた。

　既すでにボロボロだ。四し肢しがぴくりとも動かない。

（もうだめだ……）

　これ以上は。情けない。だけど、仕方がなかった。

「そ、ソウちゃん……」

　その声に、タケトはそちらを向く。仕合場の彼方かなた。幼馴染が、宗吉を見ている。

「……オウカ」

　ああ、自分は恐らく、今まで見せたことがないくらい醜い姿をさらしているのだろう。だが、それでいい。彼女も目を覚ますはずだ。これで、

（これで、お前はもう、自由だ）

　そう思って、宗吉は、微笑ほほえんだ。その反応に。

「……ソウちゃん」

　なぜか泣きそうな顔で、桜花は言った。じわりと目を滲にじませて、自分の手を握り。

「嫌ですよ……ソウちゃん……！」

　彼女は、立ち上がった。震ふるえる体と、そして声。必死に、懇こん願がんするがごとく。

「立ってください、ソウちゃん……！」

「……オウカ？　なに、言ってんだ」

　事の成り行きを見守っていた観客が、口々に騒ぎ出す。静香も怪訝な顔で振り返かえった。

「こんなところで、諦めちゃ嫌です……！　わたくしは……！　わたくしは、ソウちゃんがいなくては……！」

　まだ、そんなことを言っているのか。

（しょうがないやつだな……お前は）

　もう、桜花は自分がいなくてもやっていけるというのに。

「……聞きなさい、桜花。貴方と隠塚宗吉がどれほど親しいのかは分かりません」

　静香が、教えつけるように言った。

「ですがそろそろ離り別べつの時ではありませんか。貴方には【才能】がある。彼とはもう……」

「け、剣なんて！」

　しかし彼女は、次に桜花がとった行動に瞠目する。

「剣なんて……こんなの、いりません！」

　彼女は竹刀を持ち上げると、それを床に叩きつけたのだ。

「お、桜花……!?　一体、なにを！」

　朱音の呼びかけにも応えず、桜花は訴うつたえた。

「わたくしが剣道を始めたのは、ソウちゃんがやれって言ったからです！　ソウちゃんが強くなれって言ってくれたから！　だから、頑張ったのです！　それなのに！」

　宗吉の心に届くよう、懸けん命めいに。

「それなのに、ソウちゃんが辞やめてしまっては、わたくしはどうすれば……っ！」

「……オウカ」

「言ったじゃないですか……！　わたくしを守ってくれるって！　ずっと、ずっと、守ってくれるって！　そ、ソウちゃんは忘れてしまったかもしれない。でも……でも！」

　ぼろぼろと涙なみだを零こぼしながら、桜花は叫び続けた。

「わたくし……わ、【わたし】、覚えてる……！」

　最早、己の立場も忘れ。まるで幼い頃ころの、彼女のように。

「言ったじゃない……！　ず、ずっと守って！　わ、わたしを……！」

　泣きじゃくり、桜花は言った。

「わたしを……お嫁よめさんに、してくれるって……！」

　この場がどこであるかなど構わず。

「そのために、日本一、世界一の剣けん士しになるって……！　それなのに、ずるいよぉ……！」

　しゃがみこむと、ただ、ひたすらに願った。

「立って……立ってよぉ……！　ソウちゃん……！」

「……オウカ、お前」

　どうして泣くんだ。こんなダメで、どうしようもなく、何の才能のない男の為に。

（どうして……夢を、捨ててまで……）

　その時、場の空気が、少しずつ変わっていった。桜花の主張が、周囲に伝でん播ぱしていく。

　誰もが隣となりと囁き合いながら、何かを伝え、それを渡わたらせる。

「……情けないぞ、隠塚宗吉！」

　そこに、誰よりも高い声で、ミコが言った。

「キミはそれでも──紫咲桜花の、幼馴染か……っ！」

「……っ！」

　それが、合図のようだった。

　ざわついていた周囲の生徒たちは、次し第だいにぽつぽつと、宗吉の名を叫びだす。拳を突つき上げ、応おう援えんをし始めた。

　立ち上がれ。何をやってるんだ。やってやれ。いつまで倒れているつもりだ。

　お前は。

　──お前は、女の子を、これ以上泣かせるつもりか！

「…………」

　じわり、と。

　胸の中に、何かが灯ともった。それは宗吉の中で、明確な形を持たないまま、それでも熱く燃え始める。ミコの後あと押おしが。皆みなの声せい援えんが。それになにより、桜花の泣き顔が。

（……オレは……）

　宗吉を、目覚めさせた。

（……オレは、何をやってるんだ）

　少しずつではあるが、確かに。その想いが溢あふれていった。

（オレは……なんで剣道をやってんだ）

　誰の為だったんだ。強くなろうと思ったのは、何が目的だったんだ。

















（才能があるとか、ないとか、そうじゃねぇだろ……）

　守る為だったんだ。

（桜花を……あいつを、泣かさない為に）

　もう二度と、誰にも苛いじめられないように。

（なのに……オレがあいつを悲しませて、どうするんだよ……！）

──【夢は諦めなければ叶かなう】……これは、純然たる事実だ

　タケトの言葉が蘇よみがえった。

──問題は──志半ばで倒れるかもしれないその覚悟が、君にあるのかどうかだ！

「……覚悟か」

　きつい。本当に。だが、それは真実だ。どうしようもない──真実なのだ。

「なるほど……必要だったのは、【これ】か」

　みっともなくとも。醜くとも。どれだけみすぼらしくあろうとも。

「……やるか」

　掲かかげた手を、弱々しく握る。作り上げた拳で、彼は天を突いた。

「ここでやらなきゃ……オレじゃあ、ねぇ……！」

　体を起こし、宗吉は、立ち上がった。がくがくと震える膝を叱咤して。倒れかかる意識を繋つなぎ留めて。歯を食いしばり、前を向いて。強く叫んだ。

「意地があるよな……男には……っ！」

「貴方は……！」

　射い抜ぬくような視線を向けて、静香が切っ先を向けた。

「諦めたのでは、なかったのですか……！」

「……わりぃな。諦めるのを、たった今、諦めた」

　口角を上げて、宗吉は言う。

「ぶっ倒れるまでよぉ……！　歯向かってやろうじゃねぇか！」

　高々と、剣を構えて。

「あんたらの言う、【才能】ってやつによぉ……！」

「…………」

　それに対し、周囲でヒートアップしていく空気に目配せをしながら、

「……いいでしょう」

　静香は、こちらを押し潰つぶす迫はく力りよくだけはそのままに言った。

「じわじわと嬲なぶるつもりでしたが、やりましょう。──この一撃で、決めます！」

　彼女は、そのまま大きく踏ふみ込む。

「いざ──面ぇぇぇぇぇぇえんっ！」

　その瞬間だった。

「未だ宗吉──【ゼブラ作戦】だ！」

「……なっ!?」

　タケトのその言葉に、わずかだが攻撃が緩ゆるむ。時にして刹那。瞬またたき程もない隙。しかしそれは──この上ない、勝機だった。

「っ──っ！」

　踏み込む。それと同時に宗吉は、静香が硬こう直ちよくから解き放たれる間ま際ぎわ、彼女の竹刀を大きく弾はじいた。同時に体を旋せん転てんし、高らかに叫ぶ。

「胴おおおおおおおおおっ！」

　その瞬間、見事なまでに、宗吉の一撃は決まっていた。



「……馬鹿な」

　胴を打ち込まれた体勢のままで、静香は固まっていた。現実を受け入れるに、時間が必要だったのだ。

「や……やった」

　審判から一本が告げられた後、宗吉はそう言ってふらふらと倒れる。そこに、

「ソウちゃん！」

　駆かけ寄ってきた桜花が、体を受け止めた。彼は微笑んで、幼馴染の体に身を委ゆだねる。

「ソウちゃん……！　ソウちゃん、格好良かったですよ……！」

「うむ、見事なり！」

　天音ミコ、そして郡武人達がやってきて、宗吉を介抱する。

「……負けた」

　竹刀を弱々しく下ろして、息をついた。不意をつかれたのだ。自分が、【敗北者】であった隠塚宗吉ごときに。

「キミは言ったな、一本でも入れることが出来ればこちらの勝ちだと」

　勝利を確信した笑えみで、ミコが静香の顔を覗のぞきこむ。自分はそれに、いつものごとく返すことが出来なかった。

「……ええ、そうですね」

　そして、静香はタケトの方を見た。

「郡武人。……【ゼブラ作戦】とはなんです？」

　彼は眼鏡のツルを指で押し上げ、ゆっくりと微笑んだ。

「知りません」

「どういうことですか？」

「宗吉が負けそうになっていたので、つい勢いで言ってしまいました。僕としたことが、突とつ拍ぴよう子しもないことを仕出かしたものです」

　素知らぬ顔でそう言って、肩を竦すくめる。

　しかし静香には分かっていた。彼は間違いなくあの時、わざとあんなことを叫んだはず。自分はタケトが何かやってくるはずだと、ずっと無意識下で警けい戒かいしていたのだろう。その心理を利用されたのだ。

（……してやられましたか）

　嘆たん息そくする。卑ひ怯きようだ、と罵ののしることも可能だった。しかし、タケトは直接こちらに何をしたわけでもない。これは、あくまでも自分の油断に過ぎなかった。

「隠塚宗吉は、このことを知っていたのですか？」

　その質問に、タケトは小首を傾かしげる。

「なにを言っているのか分かりかねますが……」

　再び口くちの端はしを上げて、

「僕はソウキチにこう言っただけです。【副会長も人間だ。どこかで必ず隙すきが出来る。そのタイミングを絶対に見み逃のがすな】……と」

「つまり、彼も全てを知っていたわけではないということですか」

「知るも知らないも、僕の発言はただの物のはずみですから。そこに隙を見み出いだし、見事、勝利を収めたのはソウキチの純粋なる実力では？」

「……不可思議な人ですね、貴方は」

　おおよそ理解出来ないといった風に、静香は目を伏せた。

「全てを計算でやろうとする一方で、どこか賭けの部分を残している。人間の弱さを知りながら、一方で強さも信じている」

　もし、宗吉がタケトの見込み違いであったならそこで全ては水すい泡ほうに帰していた。それでもあえて、彼はこの作戦をとったのだ。甘い、というべきか。いや、

（その甘さでさえ、彼は自分の目的に必要と思っている……ということでしょうね）

　周囲から歓かん声せいが上がる。視線を移すと、生徒たちは口々に、宗吉を褒ほめ称たたえていた。

「よし、凱がい旋せんだ！　今日は祝いだぞ！」

　ミコがそう告げて、郡武人の背中によじ登る。肩の上で、拳を振り上げた。

「皆、私に続けー！」

　そして彼らは、ぞろぞろと道場を出て行った。その間、静香は突っ立ったままでいた。

「……ふ、副会長」

　気き遣づかうように、朱音がやってくる。それに、わずか笑った。

「……仕方ありませんね。結果は結果です」

　ふと気配を感じ、静香はそちらを見る。そこには自分が今、最も会いたくない人がいた。

「氷室会長……」

　何かの言い訳をしようとしている自分に気づく。だが、静香はそこで小さく首を振った。そんなことをしてなんになる。そういった行こう為いは、氷室が最も嫌きらうものだった。

　静香は真っ直ぐと向き合い、そして、ゆっくり深々と頭を下げた。

「……申し訳ありません。全て私の不徳の致いたすところです」

　何も答えない。氷室は振り返ると、歩き始めた。

「か、会長！　副会長は……！」

「良いのです、朱音」

　微笑んで、頷く。

「会長の期待に応えられなかった。それが全てです」

　だが、その時。ふと立ち止まって、氷室は言った。

「……静香」

「は、はい」

「素す晴ばらしい太た刀ち筋すじだった。紫咲桜花の才能を守るためにとった方法も見事だ」

「……え？」

　背中越ごしに、硬かたく、重く。それでも、

「やはり私の傍に居るのは、お前しかいない。……これからも、頼むぞ」

　拒絶の意はなく。彼はそう告げて、神楽と共に帰っていった。

「……あ」

　体が、熱く。いつもの自分を保とうとするのに、そんなものを撥はね除のけて。

「あ……やだ」

　頬ほほが赤く、静香はくらくらと、その場に倒たおれそうになった。

「副会長、今のって……」

　何かを言いかけた朱音を──静香は、思わずぎゅっと抱きしめた。

「ちょっ……え、ええ!?」

「……ごめんなさい、朱音」

　誰だれにも見られないように。だけど確かに、静香は。

「こうでもしないと、何かが、溢れ出してしまいそうなの……」

　まるで年相応の乙女おとめがごとく、はにかむような笑え顔がおを見せていた。



















　　　エピローグ　キミがうなずき／ボクがいる





「うーむ……。一件落着になったのはいいのだが」

　一週間後。【裏生徒会本部】でミコは茶を啜すすりながら、不満げに呟いた。

「結局、スカウトは無理だったか……」

「……仕方ありませんね」

　苦く笑しようして、佳か奈ながマイのためにココアを作っている。

「隠き塚づかさんに無理は言えませんから」

「……そうだな」

　読んでいた【剣道一直線】という題名の本を閉じて、タケトは眼鏡を押し上げた。

「それだけあいつが、本気になったということだろう」

　宗そう吉きちは、結局剣道部に戻ることとなった。最後の手はかなり強ごう引いんであったものの、静せい香かが勝ちを認めたからだ。そして彼は【裏生徒会本部】へ桜おう花かと共に訪おとずれると、こう言った。

──すまん。あんたらに協力はするつもりだが、【裏生徒会】に入ることは出来ない

　今まで以上に鍛たん錬れんに勤いそしむ必要があるため、時間が作れないというのがその理由だった。そう出られては、元々彼を助ける為に行ったこともあり、強くは出られない。仕方なくタケト達たちは引いたのだった。それでも宗吉たちはミコからバッチを受け取り、何かあったら必ず協力すると約束した。

「しかしそうなると、戦力確保がな……うーむ」

「まあ、その辺りは気長にやっていくしかないですね」

　タケトは佳奈から受け取った紅茶を飲みながら、そう言う。

「……つぎはどうするの」

　マイが投げかけた質問に、ミコは煎せん餅べいをばりばりと齧かじりながら唸った。

「そうだなぁ……また別の人を探すしかないのだが、そう都合良くは」

「候補はいないのですか？」

「どれもこれも、スケジュール的に無理そうなのだよ。そういうのを押しのけてでもやってくれる気き概がいのある生徒だと……ううむ」

「……難しいですねぇ」

　佳奈は首を傾げ、そして思い出したように尋たずねる。

「ところでタケトさん、作戦って……結局、隙を狙ねらって隠塚さんが攻こう撃げきするってことだけだったんですか？」

　タケトは、軽く頷いた。

「正確にはソウキチがやることが、あれだけだったということだ」

「……どういう意味ですか？」

「上うえ原はらくん、気付かなかったか？　タケトくんがなぜあれだけのギャラリーを集め、そして【負けていることが問題ではない】と言ったのか」

　きょとん、とする佳奈にタケトは微笑んだ。

「全すべては舞ぶ台たい装置なんだ、上原さん」

　指を立てて、続ける。

「こちらが窮きゆう地ちに立たされていたのは、ソウキチを追おい詰める為だ。彼にプレッシャーをかけ、是ぜが非ひでも勝たなくてはならないとする為。そして同時に、紫し咲ざきさんに想いの丈たけをぶちまける機会を設けること」

「……千ち早はや静せい香かがやっていたことを見守っていたのもそれがある。隠塚くんが追い詰められ、絶望すれば必ず彼女は立ち上がる」

　ミコの言葉に、タケトは頷く。

「そして彼女の言葉は周囲に伝わり、彼らは無意識的に隠塚くんを応援する空気となる。元々日本人は帰属意識が強いからな。何人かがその気になれば同意する者も出てくる」

「その為、会長は事前に朱あか音ねを使ったということもあるんだ」

「え……あ、じゃあ、あの時言ってたのは？」

　思い当たったように、佳奈は口に手を当てた。ミコは頷く。

「あらかじめ生徒達に【生徒会】への反はん抗こう心しんを少々植えつけておいた方が、後々に彼らが宗吉側を応援する気持ちとなる時のキーになるだろう？」

「……応援する声は、紫咲さんの呼びかけに迷うソウキチを後押しする」

　後は待つだけだった。彼が立ち上がるのを。

「そしてその姿を見た千早静香は、隠塚くんが勝たなくてはならないという雰囲気となった状じよう況きようを打破するため、一撃の下に葬ほうむろうと大だい胆たんに、かつ無防備に踏み込んでくるだろう」

「そこで僕があるはずもない作戦を叫ぶ。……すると、どうなる？」

　そこで唖然としたように、佳奈は言った。

「ぜ、全部計算だったってことですか!?」

「まあ、そうだな」

「さすがタケトくんじゃないか、なあ！」

「な、なんと言いますか……」

「そこいじがわるい」

　マイの言葉を、しかし、佳奈は止めなかった。彼女もそう思ったのだろう。

「でも……結局、隠塚さんが隙を悟って攻撃を仕し掛かけられなければ、成功しなかったんですよね？」

「そうだな。だから僕は言ったんだ。……【彼を信じろ】と」

「……なるほど、やっぱりタケトさんらしいですね」

　その言葉に、タケトは苦笑した。

　その時。扉とびらを叩く音がして、ミコが椅子の塔とうで体を起こす。

「タケトくん」

「……来客のようですね」

　タケトは立ち上がり、扉のノブに手をかけた。

「依い頼らい人にんか？　だったら中に──」

「失礼致します」

　開けたその場所に立っていた人物に、目を見開く。

「……御み納のうさん？」

　深々と頭を下げたのは、剣道部の御納葵あおいその人だった。いや、タケトが驚おどろいたのはそれだけではない。

「……その格好はなんだ？」

　今日の葵の姿は、当然ながら道着ではなく制服である。しかし、それは男子用のものではなかったのだ。

「なんだ、御納くん、キミはそういう趣しゆ味みがあったのか」

「……どういう意味ですか？」

「おかま」

「ま、マイちゃん！　ストレート！　もっとオブラート！」

「うたうように？」

「それはビブラート！」

「……何を仰おつしやっているのか分かりかねますが」

　葵はスカートを摘つまみ、それをついと上げた。そして小首を傾げて、告げる。

「──ボクは、元々女ですが？」

　その瞬間、皆の心を代表するように、ミコが叫んだ。

「ま……まぎらわしいにも程があるっ！」

「……なんですか」

　その反応が不服であるというように、彼……いや、彼女はわずか顔を顰しかめる。

「それではまるで、ボクが男であるように思っていたように聞こえますが」

「思っていたに決まっているだろう！　なんだキミは！　どうして騙だましていたんだ!?　そんな面白そうな事情を！」

「会長、あまりにもあけすけとしています」

「お、女の子だったんですか……ごめんなさい」

　素直に謝あやまる佳奈に、葵は首を振る。

「いえ、昔から間違われやすいですから。お気に為なさらず」

「……えい」

　近づいてきたマイが、思い切り遠えん慮りよなく葵の胸を揉もんだ。

「こら、マイ」

　ミコの注意も気にせずむにむにむに、と何度か感かん触しよくを確かめる。そしてタケトを見て、

「おっきいです」

「なぜ僕に報告する」

「……恐きよう縮しゆくです」

　咳せき払ばらいを一つ、葵は胸の辺りを押さえる。ほんのわずか、頬が赤くなっていた。

「普ふ段だんはさらしで押さえているのですが、今日は下着だけですので」

「いや、それは別にいいが」

　タケトは怪訝な顔をして、

「それで……君は何をしにきたんだ？」

「はい、お願いがあります」

　こちらを向くと、葵はもう一度、深々と頭を下げた。

「──ボクを、この【裏生徒会】に入れて下さい」

「……は？」

「うむ、よいぞ」

「ちょっ！　会長さん！　懐が深すぎますよ！」

　止めに入った佳奈へ、不思議そうな顔をするミコ。

「え、ダメなの？」

「ダメではないですけど理由くらい聞かないと！　私の時は言ったじゃないですか！」

「ああ、それもそうか。では尋ねよう。なぜかな？　私の素晴らしさに気付いたのか？」

「あなたはどうでもいいんですよ。小さい会長さん」

　ミコが素早くタケトの背中にしがみついた。

「だから会長を苛めるなというのに」

「郡こおり先せん輩ぱい。ボクは、あなたに興味があります」

「なに？」

　真まっ直すぐと見み据すえて、葵が言った。

「あなたの生き方は、今までに出会ってきた誰とも違う。ボクの理解範はん疇ちゆう外です。だからこそ、学びたいことがある」

「……いや、しかしだな」

「お願いします。ボクは今まで、正せい攻こう法ほうこそが道であると思っていました。しかしこの間の仕合で、あなたに敗北を喫した。それで分かったんです。ボクはもっと、様々な方面から剣の道を究きわめる必要がある。だから……まずは、あなたを手本にしたい」

「……。会長、どうしますか？」

　背中に向かって尋ねる。

「会長、興味ないって言われたから知らんもーん」

　ミコは、ぷいと横を向いてしまった。

「あらら、拗すねちゃいました」

「……いい子、いい子」

　佳奈とマイに慰なぐさめられているのにやれやれと頭を掻かいて、タケトは前を向く。

「……まあ、入りたいというなら止めないが」

「本当ですか」

　突とつ然ぜん、それまでとは打って変わった態度で目を輝かがやかせて葵はタケトの手を握った。

「それではよろしくお願いします。郡先輩。……いや、師し匠しよう！」

「いや、その呼び方はやめてくれ」

「では……兄上様！」

「どうしてそうなる!?」

「いけませんか！」

「いけないことはないが！」

「お兄様、兄上様、お兄ちゃん、好きな呼び方で構いませんが」

「普ふ通つうに名前でいい」

「では、タケ兄様で！」

「そこからまず離れろ！」

「こら！　タケトくんに慣れ慣れしくするな！」

「うるさい、チビ」

「ど～などなどな～」

「だから会長を苛めるなと言っているだろう！」

「申し訳ありません、アニさん」

「兄から離れろ──っ！」

　声を張り上げるも、葵は至って真面目まじめに、タケトの呼び方を模も索さくするばかりだった。

「……なんか、もう、滅め茶ちや苦く茶ちやなんですけど」

　一人、嘆なげくように呟いた佳奈に。

「……ふぁいと」

　腰に手を当てて、応援するマイ。

「まずはタケ兄様、あなたの生き方を教えて頂きたい。朝から晩まで付き合います」

「それはただのストーカーだろう!?」

「いいえ、純じゆん粋すいな探究心です」

「タケトくんは私のものだぞー！」

「タケ兄様を独どく占せんしようなどとは、不届きなチビですね」

「う、うるさい、乳デカ男女っ！」

「……！　侮ぶ辱じよくですか。表に出なさい」

















「よぉし、やってやろう！」

　タケトは、そこで思わず高く叫んでいた。

「ちょっと、どっちも落ち着け──っ！」



　……新たな仲間を加え、大きな目的へ動く準備の整った【裏生徒会】。

　彼らの道のりは遠く、壁かべはどこまでも高い。

　それでも──前へ進む一歩は、確かに強く踏み出していた。

Ｆｉｎ










　　　あとがき





　お前の血は何色だ！　空そら埜の一かず樹きです。

　三か月ぶりとなります、「うちねこ。」の二巻をお送り致しました。

　今回は剣道！　実はぼく、小学生の頃に習っていたことがあるもので、それを思い出しながら書きました……と言いたいのは山々なのですが、何分全く記憶にありません。

　というのも、生せい来らいの運うん動どう神しん経けいの鈍さからかなり嫌いや々いや通っていたため、どうも脳内メモリから完全削除されたようです。

　薄らと覚えているのは、竹刀しないを片手に「アバンストラッシュ！」と放った瞬間、得え物ものが吹っ飛んで先生に直ちよく撃げきしかけ、しこたま怒られたということだけ。馬鹿だったよなーと思いながら、高校の時に「稲いな妻ずまシュート！」とボールを蹴ろうとしたら思いっきりスカり、足が上に乗って派手にすっ転んだ挙あげ句く、足首の骨を折るという間抜けを仕し出でかしたことを思い出しました。ぼくの人生、そんなもの。

　まあさすがに今はそんなことありませんが、ライダーのベルトを嵌めて「いくぜ相棒！」とか言っている辺り、なにも成長していない気もします。

　さて、ここからは謝しや辞じを。

　担当のＮ様、色々と急ぎ急ぎでの作業となってしまい、申し訳ありません。いつか文句の一つも出ない原稿を送り付けたいと思いながら、的確な指摘に泣くばかりです。叶わぬ夢を、人は妄想と呼ぶ。

　挿絵担当のろんど様。今回も素す晴ばらしいイラストの数々、ありがとうございました。前回はプロフィールコメント欄らんに思わず笑ってしまい、非常に悔くやしい想いをしたものです。

　ＨＰからコメントやメールを下さる方々、本当にいつもありがとうございます。励はげみになっております！

　そしてもちろん、全ての読者様に。最大限の、感謝を。

　それでは、また次がありましたらお会いしましょう。



　Ｐ．Ｓ　←やるか、やらないのか!?　次週、明らかに！　ならない！



　　　　　　　　四月二十六日　ＢＧＭ　『疾走のアクセル』

　　　　　　ＨＰ　『空ノページ』　　http://www.eonet.ne.jp/~tabibito5/
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